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写点 1 NO.19・20の外観と摘出した試料の EPMAによる組成像 CCOMP)と合有される冗素淡度分布の

複合カラーマップ

COMP: EPMAによる組成像、 L:レーデブライ卜、 G:片状黒鉛。

色が青→黄→赤→白の}llfiにi創立ーが高い。



:t;:t~ 2 No.l9から摘出した試料の EPMAによる組成f象 (COMP)と合"tJされる元来

濃度分布の複合カラーマ ップ

COMP: EPMAによる組成像、 L:レーデブライト、 G 片状黒鉛。

色が占→貨→赤→白の)聞に濃度が高い。
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序

新町地区は、ほ場整備事業や、南原の区画整理事業といった、多くの開発によってその様

相を変えてきました。昭和64年からはじまったこの開発ラ ッシュは、それまで明らかにさ

れなかった地元の歴史を再認識できる機会でもありましたが、同時に遺跡の消滅をも招いて

いることはいうまでもありません。

歴史資料、とりわけ埋蔵文化財は地元の歴史解明に多大な資料を提供してくれる貴重な文

化財ですが、この文化財を現在生きている我々だけが専有してよいとはいえません。今回こ

こに神谷所遺跡第 l次調査分の発掘調査報告書を刊行する運びとなり、あらためて「埋蔵文

化財(遺跡)は、一度発掘調査したものは元にもどすことができない。Jという 言葉の重み

がこれほど感じられたことはありません。

発掘調査は、その時々において最善を尽くして実施しているわけですが、今回、岩手県立

博物館の赤沼英男先生の鉄製品の分析によって、この地区が平安時代の製鉄関連遺跡である

ことが判明しました。しかし、発掘調査時にその観点がなかった為にどれだ、けの情報を失っ

てしまったか知れません。その意味においても、遺跡は保存し、後世に引き継いでいく必要

があると考えます。

今後、第2次、第3次の発掘調査報告書の刊行にむけて遺物整理を実施していくわけです

が、これまでに培われた考古学の成果を発掘調査報告書にいかに反映させていくかが、大き

な課題となっていくと思われます。また、今後の発掘調査においても、この遺跡での反省を

生かし、より充実した調査を実施していかなければならないことは言うまでもありません。

末筆になりましたが、調査団長さんをはじめ、発掘調査に従事して頂いた皆さんにお礼を

申し上げ、ごあいさつとします。

平成15年3月

辰野町教育委員会

教育長小林辰興
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l.この報告書は後山工業団地造成事業に先立つて実施された長野県上伊那郡辰野町大字伊那富字後山5908番
かみやどこいせき

地5他に所在する神谷所遺跡の第 l次発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、辰野町教育委員会が実施した。なお、発掘調査の組織については発掘調査関係者名簿として

別掲した。

3.発掘調査は平成4年1月16日から平成5年3月10日まで現場の作業を行い、平成6年4月3日より平成15

年3月31日までの問、遺物整理及び報告書の作成を断続的に実施した。

4 発掘現場における記録は稿島永が担当し、遺構等の実測図の作成は大森淑子、上島元彦が行い、遺物等の

実測図及びトレースの作成は赤羽弘江、大視直子、大森淑子、佐藤直子、白鳥栄子、竹内みどり、早川

裕美子、平沢正子、福島永が行なった。なお、土器復原は福沢幸一氏にお願いし、石器の実測について

は株式会社ジャステックに委託している。

符篇として掲載した鉄製品の自然科学的分析は岩手県立博物館の赤沼英男氏に依頼した。

なお、この章で掲載した更埴市屋代馬口遺跡出土の鉄製羽釜については、サンプルの提供及び写真につ

いて、更埴市教育委員会の全面的な協力を得た。また遺物写真については長野県立歴史館所有の写真を

借用 し、掲載している。

5.調査時及び、整理時に作成した実測図及び写真は、辰野町教育委員会で保管している。
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1 .神谷所遺跡発掘調査団
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第 I章遺跡、の位置と環境

1. 位置と付近の地形・地質

(1)地形

辰野町は、長野県のほほ中央部、北は松本平、東は諏訪盆地に接し、西は木曽山脈を経て木曽谷へと通じる

南北約70kmの伊那谷の最北部に位置する。町内を取り囲む山は、西を木曽山脈の最北部にあたる経ヶ岳(標

高2，296.3m)より連なる標高1.100m以上の 6つの山魂が占め、東には伊那山脈の北端部が延びている。伊那

山脈は天竜川の支流の一つである沢底川を境として南部は標高700m~ 1， 200mの小式部城山魂、北部は標高

800m~1 ，∞Om の東山丘陵に二分されており、東山丘陵は辰野町でも最もなだらかな丘陵状の山地となってい

る。

一方、諏訪湖に源を発する天竜)11は、数段の断層崖に挟まれてその最低部を町を南北に縦断するように南流
にれさわやま

している。この断層崖の山麓部には扇状地の発達が顕著であり、特に徐沢山~桑沢山山麓では扇状地が重な

りあった複合扇状地が形成されている。

天竜川の西部では、横川川や、町内の天竜川の支流としては横)11}IIに続く流路距離を誇る小機)11JIIの上流部

では、横川渓谷に代表されるようなV字谷が深く人り込んでおり、干流で、は川幅がひろがって小規模な谷底平

野・段丘・崖錐が発達している。

また、権兵衛峠一経ヶ岳一牛-首峠一善知鳥峠の連なりは南北分水界となっており、これより北部は千曲川水

系として日本海へと流れ込み、南部は天竜川水系として太平洋へ注ぎ込んでいる。

神谷所遺跡は、検沢山の南西麓襟高約 780m~約800m に広がる、扇端部に豊かな湧き水をたたえた扇状地

上に位置し、断層によって形成された前山をはさんで、その東部に町内が一望できる地点に位置する。

(2) 地質

長野県はその中央部に日本を代表する大断層である糸魚川ト静岡構造線がはしり、その東部にフォッサマグ

ナが存在している。また、南部には中央構造線が東西に縦走し、地質学的には非常に複雑な構造を呈している。

辰野町はこれらの構造線に近い地点に位値し、地質的には西南日本内帯の東端部にあたる。このため、赤石山

地は辰野町北部で途切れ、木曽山脈の花筒岩についても辰野町付近で途切れている。

辰野地域は大陸縁辺部で形成された堆積岩を基層とし、その上部に領家花両岩がのり、その後、霧ヶ峰方面

の溶岩や火砕流、辰野地域南部からの燦の流入によってこの地域の地質的な構造ができあがった。また、木曽

山脈や赤石山脈の衝突境界としての構造盆地として形成された伊那谷には、木曽山脈を中心とした砂礁が堆積

して平地を形成している。辰野地域ではこの堆積層は浅く、 100m未満といわれている。

また、伊那谷は西部や東部の山麓に大きな断層が走っており、特に西部山麓の断層は「伊那谷断層」と呼ば

れ、神谷所遺跡、の所在する後山地籍においては断層によって尾根が孤立し、稗塚と呼ばれる丸山が形成されて

いるほか、西側の明神山は古い扇状地が活断層によって持ち上がったものである。なお、横川川や小横川川

は奈良井川と同様に北に流れる川であったものが、断層が動いたために南流するようになった様子が伺える。

さらに、新町の上水道水源地の掘割では、昭和 4年に春日琢美によってテフラを切る断層が観察され、ス

ケッチに残されているが、このスケッチをみるとテフラの降灰が停止してから15.000年の聞に西方の山地が約

2.3m上昇したことがわかる。また、新町の天竜川河畔の赤渋より、天狗坂を通って宮所、上島を結ぶ線は赤

j決断層と呼は.れ、宮木の大新田より新町の原団地籍へ上がる坂で、断層によって原田の地盤がはね上がった様

子が観察されている。
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第 I章遺跡の位置と環境

2. 歴史的環境

しんまちおおっぱらいせき

新町地区は、縄文時代中期中葉の集落跡が発見された新町大原遺跡、 (60) をはじめ、県宝に指定されている

縄文時代後期の仮面付土偶が出土している泉水遺跡、 (52)が所在する地区である。

この新町区は経ヶ岳山魂の検沢山と天竜川に挟まれた地域で、遺跡の立地も、扇状地上に位置する泉水遺跡、

神谷所遺跡 (66)等と段Eに位置する新町大原遺跡 (60)、新町原田南遺跡 (62)、新町原田北遺跡 (61)、新

町北原遺跡 (49)等に大きく 2分される。前述の泉水遺跡は扇状地上に位置しており、土偶のほかは遺物も採

集されていないために遺跡の状況は不明である。また、神谷所遺跡、に隣接する新町丸山遺跡 (65)の西麓の畑

からは、昭和32年に平安時代後期の鉄製羽釜が耕作中に出土している。新町丸山遺跡は通称稗塚と呼ばれてお

り、当初古墳ではないかとの疑いが持たれたが、この小山は活断層によって断ち切られた、いわゆるケルン・

バットであることが確認されている。神谷所遺跡では鉄製の鍋の破片と思われる遺物も試掘調査によって出土

しており、鉄製羽釜と神谷所遺跡との関係については今後更に検討していかなければならない課題であろう。

一方、段丘上に立地する新町原田南遺跡は、新町原田北遺跡、新町大原遺跡と共に圃場整備事業に先立つて

昭和63年度に調査が実施された遺跡で、縄文時代中期末葉の住居祉をはじめ、中世の居館祉等が出土している。

中世の居館祉は、堀によって区画された地点では掘立柱の建物祉が出土し、その区画外の郭かと思われる部分

には多数の竪穴建物祉が検出され、館の空間的な使い分けについての良好な資料を提供することができた。ま

た、玉縁状口縁をもった白磁碗や白磁製の四耳壷破片、東海系の鉢、鏑連弁をもっ青磁碗など鎌倉期を中心と

した陶磁器が出土しており、辰野町で調査された中でも古い時期に位置付けられる居館祉となった。

新町原田北遺跡、は、試掘のみではあったが、平安時代前半期の住居祉が確認されている。

新町大原遺跡では、縄文時代中期中葉の集落が発見されており、単独に埋設された有孔鍔付土器をはじめ、

石壇を持つ住居社、東海系の土器を伴って一括廃棄された土器群が出土した住居祉等が出土している。そのほ

か、集石炉が20基、中世の掘立柱建物祉の出土等、非常に貴重な成果をあげている。

うずらい北・うずらい南遺跡 (58・59) は、平成 5年度に区画整理事業に先立つて調査が実施され、縄文時

代前期の焼土を伴う土坑が1基出土している。この遺跡、を試掘した結果では、礁が散在した地点や、テフラが

確認される地点が観察され、地形的には不安定な地域といった様相を示している。
くぬぎばやしいせき

また、山麓に立地している遺跡としては禅林遺跡 (51)があげられる。この遺跡、は検沢山麓のわずかな平坦

部に位置し、昭和61年度と平成元年度に調査が行われ、縄文時代早期から後期にわたる遺構が出土している。

なかでも押型文土器を出土した住居祉 l基や深さ 2mに近い円形の大型竪穴や、集石炉10基の出土はこの地区

が縄文時代早期にベースキャンプ地として利用されていたことを伺わせる。また、縄文時代前期から中期初頭

の小竪穴群と、後期の土坑が発見されているのをはじめ、縄文時代中期中葉と思われる壷形土器が出土し、こ

の中から黒曜石の大型のかたまりが発見されるなど、比較的小規模な遺跡にもかかわらず縄文時代の遺跡とし

て非常に貴重な成果をあげている。

その他、発掘調査を実施していないが、道下遺跡 (63)、神戸遺跡 (67)、神戸北原遺跡 (68)、羽場上遺跡

(69)、どん沢遺跡 (70)、神戸南原第一遺跡 (71)、神戸南原第二遺跡 (72)、山崎遺跡 (73)、向袋遺跡 (74)、

北之沢遺跡 (75)、古城遺跡 (76)等が分布している。
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第E章発掘調査の経緯

第H章発掘調査の経緯

1 . 保護協議の経過

平成元年10月11日に「平成2年度開発事業に係わる埋蔵文化財について」の依頼文書に対する報告が辰野町

土地開発公社より提出された。これによると新町区後山地籍において、工場用地の造成のため、約120，000ぱ

を平成2年度から造成する予定であった。このため、同年12月4日に教育委員会と、土地開発公社の二者で保

護協議を実施した結果、隣接している丸山遺跡は緑地帯として保存し、神谷所遺跡のみ造成の対象になること

が判明した。このため、事前に試掘調査を実施して遺跡の分布状況及び、性格等を把握した後に本調査を行う

また、試掘調査後に再度保護協議を実施することを申 し合わせた。

平成2年11月5日には、「新町後山地区開発対策会議」が聞かれ、この席上で、発掘調査については、地元

には土地の買収が終了していなくても調査を行うことをお願いしてあり、地権者の了解が得られれば届けを提

出した後に調査を開始することが報告されている。

平成 2年11月26日に保護協議の経過をふまえる形で、発掘届けが辰野町土地開発公社より提出された。これ

に対して長野県教育委員会教育長から、辰野町長あてに、「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等につ

いて(通知)Jの文書が送付され、発掘調査を実施するように指示を行っている。

発掘届けが提出されたのをうける形で、町教育委員会では平成 3年2月21日に長野県教育委員会文化課の指

導主事を迎えて三者による保護協議を実施した。

このなかで、この事業の対象面積は135，750ばであり、実施時期は平成4年8月から平成6年8月までの予

定で、これを年度区分にしたがって第 l期から第 4期までにわけで造成したいという計画が示された。また、

地権者の一部に代替地を求める声があるために一部を畑地とすることも説明があった。これに対して畑地とし

て残す部分については一部盛土が実施されるということもあるので本調査は実施しないが、遺跡の性格を把握

するために試掘調査は実施したいと説明し、理解を得た。また、全体を調査するとおよそ 7地区に調査範囲を

分割して実施しなければならず、単年度に調査が実施できる面積も限られ、更に、このように広大な面積を調

査することは今まで経験がなく、調査期間も把握できないため、少しでも早く試掘調査を実施し、遺跡の規模、

性格を把握したいという説明も行った。これに対して土地開発公社は、地権者には説明をしてあるので、平成

2年の作物の収穫後には試掘調査に入れるようにしたいという回答を得た。これを受けて、試掘調査を実施す

ることとし、調査によって遺跡の様子がはっきりした時点で、再度保護協議を行い、期間等の調整をはかるこ

ととした。

平成4年1月16日この保護協議の結果をうけて試掘調査を開始し、 3月10日に終了した。

なお、この試掘期間中の、平成 4年1月22日には「新町後山地区開発計画について」という文書が土地開発

公社から提出され、このなかでも、長野県教育委員会文化課の指導を受けるなかで、試掘調査を実施している

旨の説明がなされている。

試掘調査によって遺跡全体の様子が把握できた平成 4年3月4日に、長野県教育委員会をまじえた三者によ

る保護協議を再度行い、開発範聞全体に遺跡が分布していることを説明し、単年度の工事区間ごとに発掘調査

を実施していくことで合意した。
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第皿章発掘調査

第 4図調査地区地形図 (S= 115.000) 
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第皿章発掘調査

1.調査の方法

神谷所遺跡、は、検沢山山系から流れ出る鳥居沢の押し出しによって形成された扇状地上に立地しており、東

にむかつてなだらかに傾斜している地形であった。工事の実施設計では、この傾斜を大きく掘削して数段の平

坦部を造成する計画で、あった。このため、代替用地として盛土する地点を残して遺跡全面を調査する事となり

単年度では調査が終了することが困難であった。このため、まず、初年度の造成事業地点について本調査を実

施することとし、事前の試掘調査によって把握されていた遺構検出面まで重機によって掘り下げた。なお、調

査範囲が広範囲におよんでいるため、 一度に表土を剥ぎ取ることが不可能であったため、南北に二分割し、そ

のうちの北部について最初に調査を実施し、終了後に南部について調査を行っている。

調査はまず重機を使用して表土を除去し、遺構検出面があらわれたところで、ジョレン等を使用して手作業

で遺構の検出をおこなった。遺構が確認された段階で移植ゴテ等を使用して遺構内を掘り下げた。遺構は多く

がテフラ層上而で検出されたので比較的確認作業は容易であったが、東部においては黒色系の遺構検出面から

遺構を検出せねばならず、遺構の存在が予想される地点にサブトレンチをいれて確認した地点もある。

遺構内の調査に際しては、土層の観察を行うために住居祉については十字に土層観察畦を残し、土坑等につ

いては半割にして土層を確認しながら掘り進め、掘り上がった時点で実測図を作成し、記録につとめている。

出土遺物の取り上げ、遺構平面図の作成に際しては調査中に業者に委託して設定した国土座標に沿った10

mxlOmのグリッドを基準とした 2m間隔の方眼を使用した。なお、遺構平面図については1/20の縮尺を基本

として図化を行い、遺物の出土している遺構については 1/10の縮尺を基準として平板測量または遣り方測量

によって記録している。その他、必要に応じて写真撮影等も実施している。

また、グリッドは南北方向を数字で、東西方向をアルファベットを用いて表記している。なお、現場でのレ

ベルについては、基準杭の設定時にあらかじめ設定しておいたベンチマークを使用している。

遺物を整理する段階では造物台帳を作成し、各遺物には遺跡の略称 (KYD)および遺物番号を、また、必

要に応じて遺構名等も注記した。現場での写真撮影については35mm一眼レフカメラを使用し、モノクローム

ネガフィルムと、カラーポジフィルムを用いた。遺物写真については中版カメラを使用して 6x7モノクロー

ムネガフィルムで撮影した。

今回の発掘調査によって出土した遺構・遺物の概要は巻末の報告書抄録に記載している。

2 . 調査結果の概要

( 1 ) はじめに

神谷所遺跡はこの遺跡の南側には鳥居沢川が流れ、遺跡の一段下の段丘上はうずらいと呼ばれる集落が広が

っている。この集落は中世の上諏訪造営帳 (1578年)ですでに宇津羅井として記録に残されている非常に古い

村落である。また、遺跡上段の山麓部は「葦が口(足かくし)Jと呼ばれる地区があり、隠れ里として伝承が

残されているのをはじめとして、遺跡の名称の根拠となった遺跡西部の地名である「神谷所 (かみや所)J、遺

跡の存在する地点の地名である「後山 (うしろ山)J等が 『高遠領新町村元禄検地帳』に見られる。

神谷所遺跡は試掘調査の結果では縄文時代と、平安時代の住居祉が出土することが判明していた。また、耕

作地の代替用地として試掘調査のみ実施し、盛土によって保存された地区には、確定できないものの、堀と考

えられる帯状の黒色土の溝が東西方向に検出されている。この溝状の遺構については、試掘調査時に遺構とい
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う認識がなかったために、平面の検出にとどまり、詳細を記

録することなく埋め戻してしまった。このため、性格を明維

に般認できなかったことは、反省せねばならないであろう 。

また、やはり、埋め土保存された遺跡西部の断層崖付近で

は、方形のプラン内に、焼土が集中して検出され、検出作業

中に鉄鍋の破片が出土している。これは、昭和32年に採集さ

れた鋳鉄製の羽釜の出土地点にごく近い位置にあたる。この

羽釜と欽鍋の成分分析については赤沼英男氏のレポートを符

篇として別掲している。

本報告書では発掘調査対象面積約50，000rrlを3次に分けて

行った発掘調査の内、第 l次調査分の約 17，000rrlを対象に編

集している。残りの調食成果についても、順次報侍者二を作成

していく予定である。

本調査を始めるにあたって、試掘調企の成果を生かして実

施するのが本来であるが、試掘調査時の情報が調査員の経験

不足から十分得られたなかったために、平安時代末期~鎌倉

時代の遺構を念頭において調査を進めることができなかった。

このため、重機による表七|除去時に、遺構検出而より t面に

焼土が数カ所から確認されたものの、そのまま掘削してしま

い、記録することを怠ってしまったうえに、赤沼氏の指摘に

よってようやく事の重大さに気づいた事は、調査員の知識の

欠如にほかならず、弁解の余地もない。

このような多くの過ちをおかしながらも、縄文時代早期の

土坑や、縄文時代前期の住屑土11:、弥生時代後期の住居lJJ:、平

安H寺代後半期の集務担J:が出士したことは非常に大きな成果で

あった。また、前一述している平安時代末期~鎌倉時代の製鉄

遺構の出土は、この地域の製鉄史に不十分な成果ながらも、

非常に貴重な資料を提供できたといえよう。

(2) 発掘調査の成果

今回の調査では前節で記述したとおり 、多くの住居おJ:が出

土し、多くの成果をあげることができた。

まず、縄文時代であるが、前期末葉の住居祉が2基出土し

ている。このうち、第11号住居社からは、いわゆる諸磯 c式

系に属すると考えられる土器が出土している。また、第16号

住居祉は前期末葉のいわゆる晴ヶ峰式系の土器片と、巾期初

頭の梨久保式の古い段階の土器片が混在している。

次に土坑であるが前期末葉の土器3個体分を一括出 1-.した
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2. 調査結果の概要

遺跡途切

調査区区分図

鍾撃面
" ~ 墨

第11号住居祉山土造物



第町1.1:発掘調在

第67号七坑，'B上泣物

第 70号上坑

~ 78号 lて坑

第8号上坑出土造物

土坑(第67号土坑)が出土している。この土器型式の造物は、

町内の遺跡ではあまり出土例の知られていない土器であり、

しかも、ほぼ器形の判明する上器が一括111土していることか

ら注目される。また、第90号上坑からは諸磯c式と考えられ

る破片がl点出土しているのに対して、第111号土坑からは破

片であるが、いわゆる晴ヶ峰 ・|ー三苔提系と呼ばれる、在地

系の前期末葉の土器が一括出上している。この第111号土坑の

他にも、第121号土坑からも同様の形体の土器片が出土してい

る。このように、 土坑によ って型式の異なる土器が出仁する

ことは非常に興味深い。

今回の発掘調査で出土した土坑のほとんどが落し穴状の土

坑であり、総数は40基にのぼる。この内訳をみると、平間形

がl'J形のものが27基と、椅11J形のものが10基、その他が3基

であった。平面形が円形、精Iリ形の落とし火状土.tJ'Lは、共に

底部ではそれぞれ正方形と長方形をしており、掘り込んだ当

時には上而も底部のような形体をしていたとも考えられる。

これらの土坑の底部には直径20cm程度で、深さ 25cm程度の

ピットと呼ばれる小さな穴が出土するものが大半であった。

また、 11¥土した落とし火状 1:坑の配列をみると、等高線を斜

めに切るような配列で、平面円形のものと、楕円形のものが

それぞれ列をなして出土しており、さらに楕円形の落とし穴

状の土坑は、円形のものよりも広い間隔をおいて出土している。

これは遺構の種類によって時期か、用途が異なっている可能

性を示唆するものと考えるが、遺構の性格上造物の出土をみ

ないので、今後その類例を加えた上で検討していかなくては

いけない課題であろう。

上坑は、落とし穴状の土坑の他にも小竪穴状の形体を示す

ものも 5基1['，土している。これらの k坑からは造物の出土が

見られないため、 l時期は明確にできないが、このうち 2基に

底部の中心部からーカ所ピットが出上しており、第13号住m
祉と重複して出土している小竪穴状遺構は壁耐近くから数カ

所にピットが出土している。

最後に第 8号土坑・第137号土坑である。これらの土坑から

は縄文時代早期の条痕文土器が出土している。このことは、

縄文時代早期にはこの地点でも生活が営まれていたことを不

す資料と考えられる。

次に、弥生時代の遺構であるが、今回の調査では、後期jの

住居担1:が l基出仁した。この住居祉の出上は予想外で、あり 、
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辰野11fT内でも、このような山麓部に集落が存夜していたこと

を初めて明らかにした点でまず大きな成果といえよう。また、

この扇状地の扇端部から は、車かな水がi勇きだし、 小規模な

がらもかつては混地帯が存在していたということであるので、

このような狭小な湿地にも水稲耕作の手が及んでいたことを

推察させることができる資料でもある。しかし、残念なことに、

遺構自体は耕作によると考えられるカクランによ って多くを

破壊され、詳細を把握することはできなかった。

最後に平安時代であるが、この時代は今恒|の調置の"Jで、

最も多くの住居祉が出土 している。

これらの住屑祉は長野県埋蔵文化財センタ ーで調査を実施

した松本平での平安時代の造物の編年表で対応させると、お

およそ 8 期~ 15則に該当する住居社であり、平安時代全般に

わたって出土している。

第 5号{主JlTHII:は、5mx 4.2mの長H形を 宅する住居上tI:であ

るが、カマドの存有:ーする時I語側の床而に周j荷が碓認され、建

て替えが行われた事が判明 した。また、カマドは拡張以前の

位院に存在し、 tJ!;'j長した長さだけ煙道を延ばしているTIJ能性

がある。また、その煙道の天井には石を使用している。また、

この住肘祉床面からは、鎌、鉄j数、鐙が重なるようにしてIH

|二している。

第 6サ住居JJI:はIJfj半部が依壊され、さらにカマドの11¥土状

態も良好とはいえなかったが、今1.'1調査された1'1ニ)計上11中、最

も多くの造物が山上しており、注記に耐えうる資本|で1，275片

を数えた。これらの造物は、床面およびその直仁から11'，土し

ているが、その他にも床の硬化l耐を掘り抜いたド隔の、浅い

抑，り込み内からも 11'，土している。時期的にはほぼ同H寺期と考

えられる造物であるので、この1tl丙祉の築造段階での遺物と

遺構の関係について今後検討していかなくてはならないであ

ろう 。なお、この住尉士11:からは底部をへラ切りし、 墨書:が雌

認できる須恵器の却も 出土しており、おそらく公良時代の造

物と考えられることから、この遺物についても今後の検討課

題であろう 。

第 9号住居士11:は、遺構の保存状態が良好で、カマドもほぼ

当時の姿を留めていると考え られた。また、阿部の峨際には

柱穴が存在し、この暗中央部に出入り円が存住していたと推

定される。

今同の調査では平安H寺代の火災住居が2基検/1'， されている
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2. 訓1t結*の概要

第 l2号住'，'r!II: 

第 5号住居社

~";5 号ft屑祉山土鉄製品

第 8号住居枇
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(第15け住居士l上・第17号住居;包u。どちらの住脳舗についても

当時の生活に使川していたと考えられる土器が一括で'H-l土した。

中でも第17号住居祉は炭化した建築部材が比較的保存状態よ

く出 |二し、加_l痕を留める板材や、牲の一部と考えられる丸

太材等が出 I~ したほか、ムシロ状の敷物や、縄状のl文化物も

山上している。また、 仁器についても山上点数は少ないなが

らも平安時代末期の食膳只の一括資料がHJ，土している。

以後に第10号住}r'+.f:J1であるが、この住肘.hl:は一辺6mの方

形を弔し、床面付近からは菰子石19側、土錐 3個、給銀と考

えられる鉄製品等、そのほかの住肘祉とは異なる遺物が出土

しており、住居.bl向イ木も規模が大きいことを考え合わせると、

一極の工房とも考えられる。

また、調査区内部には、掘立柱建物祉が6基出土し、この

i豆域が倉庫地lぎであったことが判明した。これらの建物枇は、

長車，J，を東内にliJjけたものが2基、南北にliJjけたものが4基で、

重複している地点もあることから、 H寺問l隔があることがわかる。

また、第 3号建物上止の北東部から検出された小規模なピット

と呼ばれる土坑 (第9号土坑)からは、鉄j宰が大量に出土し

ている。

その他、単独埋設と考えられる須忠器聾の上半音15を伴った

土坑も 11'，上しているが、表土除去IEyに造機を破壊してしまい、

詳細は不別である。

これらの遣備の他に、調企l三，，-，央部付近からは東西14m、

南北26mのキ由長方形の遺構がI_I'， 上した。この遺構は調倉当

時、そのドl'絡が明確にできなかったために不明遺構としてい

る。この遺構内からは、白磁碗のLJ縁部や体部、青磁碗等が

出上しており、これらの造物から3f安時代末期~鎌倉時代 (12

jtI:紀)の遺構と推定される。その他にも最長で約30cm、最短

でも 15cmほどの鉄車]状の鉄製品が床面にまとまって出土して

いるのをはじめ同様の形体の鉄製品が床而付近から出土して

いる。また、製鉄を推定させる鉄淳や、輔の羽円の倣片も出

土しており、後述されている赤沼氏のレポートのとおり、銀、

生産関連の遺構と考えられる。

この造構を I=!J{、にして、南部には東|当にはしる講が出土し、

前述の鉄浮の ~H 1::.しているピ ットも含めて考えると、この遺

湖はとjL安時代末期~鎌倉時代の鉄生産|刻述T人の集落と考え

ることカfで、きる。
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第W章遺構と遺物

1 .住居祉

1 )縄文時代

第 11号住居祉

この住居祉は BL-95グリッドを中心に出土している。住居社北部に第5号土坑が重複して出土している。

重複状況からして、第5号土坑の埋没後にこの住居祉が掘られた可能性が考えられる。また、南部壁について

はプランを明確に把握できなかったために大きく堀り込み過ぎてしまっている。

この住居祉は直径3.3mの円形で、住居祉中央部に浅い落ち込みがあり、土器片(第7図3)が出土してい

ることから、炉の存在を伺わせるが焼土等が出土していないため確定的ではない。また、住居枇南東部には焼

土が出土しでおり、この地点では、火が使われていた様子が伺えた。柱穴は床面を精査したものの検出するこ

とはできなかった。

遺物(第7図)

第7図がこの住居祉から出土している土器である。すべて床面より出土している。

1 ~3 はすべて前期末葉の土器で、半裁竹管状工具による並行沈線を主体とする施文を行なっている。 l ・ 3 は

比較的堅織な土器であったが、 2はやや焼成があまいのか内外面に若干剥離がみられた。 lは内面は丁寧にミ

ガキ調整が施され、破片の外周と内面に煤が付着している。 2には内面にミガキ調整の痕跡は確認できなかっ

た。3はlよりも焼成があまいのか、内面に剥離がみられ、ミガキ調整についても粗い。胎土中には細かい砂

粒が多く混入していた。4は2と同一個体である。これらの土器はいずれも淡褐色系の色調で、あった。

/ 

¥ 
¥ 
¥ 
¥ 

¥ 

786. 100m 3 2 

6 

¥ 
¥ 

¥ 、、
¥ 、、

9 8 

ー円

第6図 第11号住居祉遺構平面図
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暗褐色土
暗褐色土(貨色土多くまじり、炭ややまじ
る)

3 暗褐色土 (貧色味をおび、炭まじる)
4 暗黄褐色土
5 暗賞褐色土 (やや褐色味をおびる)

6 崎賞褐色土 (賞色味やや強い)
7:黄色土(階褐色土ややまじる)
8 黒褐色土 (黄色土まじり、炭ややまじる)

9 暗黄褐色土 (黄色土まじり)
10・黒褐色土 (黄色土まじり)
11 暗黄褐色土 (黄色土粒・炭多くまじる)

12 賞褐色土 (炭ま じる) ーカクラ ン?

o 1m 
ヒエコニ=ニヒニニニ-コ
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第 7図 第11号住居祉遺物出土状況図及び出土遺物
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第W掌遺構と遺物

第13号住居祉

この住居祉は DN-64グリッドを中心として検出された。住居祉南

部は土坑及びかくらんによって破壊され、東部は削平によって壁が失

われて、プランを明確にすることができなかった。また、北部には小

竪穴が存在しており、当初その存在に気づかずに掘り上げてしまった

ために住居祉のみを調査することができなかった。しかし、土層断面

の観察や、床の硬化面によって、小竪穴を住居祉が切っていることは

確認している。規模は推定で直径約 4mの円形と考えられる。

住居祉のほぼ中央部からは焼土が出土しており、この地点に地床炉

があったと考えられる。なお壁付近に柱穴も出土している。

また、この遺構からは中期初頭と考えられる遺物が出土しているが

図示できる遺物は第11図5の土製円盤と、第8図の磨石のみであった。

第 16号住居祉

ζフ
o 3聞

ヒ=エニエニゴ

第8図 第13号住居社出土石器

この住居祉は CN-65グリッドを中心として出土している。住居祉南西部には第89号土坑が一部重複して出

土しており、当初、その存在が明確にできなかったために、住居祉の壁を一部破壊してしまった。

この住居祉は長軸 6m、短軸4.7mを測る楕円形のプランで、中央やや南西寄りに地床炉が存在する。覆土

は全体的に黄色土粒を混入した暗褐色系の土が中心であり、層位によっては炭が多く含まれていた。また、床

付近では、炭化材と考えられる木炭や、礁が出土し、炉付近からは、深鉢の下部(第11図4) も出土している。

床は若干しまっており、柱穴は壁面に近い所に散在しているが主柱穴は特定できなかった。

/ 

788.000m 

cs 
③ __-

第9図 第13号住居社遺構平面図

- 16一
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I 暗褐色土
2 暗褐色土(やや黄色味をおびる)
3 暗黄褐色土 (黄色土粧多くまじる)
4:暗黄褐色土(しまっている)
5 暗黄褐色土(黒味をおびる)
6 黄色土
7 :暗黄褐色土(黄色味が強〈、黄色土粒多

くまじる)
8:黒縄色土(暗褐色土まじる)
9 : I渚黄褐色土 (黄色味が強く、時褐色土や

やまじる、黄色土粒多くまじる)
10:暗黄褐色土(黄色味が強く、しまってい

る)
11:カクラ ン

日 1m
ヒ工工エヱ二乞二二二二ニコ
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第10図 第16号住居祉遺構平面図
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1.住居祉

。日音褐色土 (黄色小紋多くま じる)
褐色土 (黄色小粒・炭多くまじる)
暗褐色土(黄色土ややまじる)

4 褐色土 (黄色土・炭多くまじる)
5 暗褐色土 (黄色小粒・災多くまじる)
6 : 0青褐色土 (褐色味が強〈、炭・黄色土粒ま じる)
7 暗褐色土 (黄色土・ 暗黄褐色土多くまじる)
8 : B:l'褐色土 (炭ややまじる)
9 : 01}黄褐色土(賛色土非常に多くまじる)
10 褐色土(炭多くまじる)

o 1m 
tニ工コ二E江主--ニ2



第W章遺構と遺物

遺物(第11図、第12図)

第11図lは色調が黄褐色の土器で、胎土中に雲母と、砂粒が混入している。焼成は良好で、胎土も轍密な土

器である。外面の文様は横位の押圧隆帯によって口縁部と頭部を分け、口縁部に左上から右下にむかつて斜位

の沈線を引き、その上から交差するように粘土紐を貼り付け格子目文とし、その後に太い粘土紐を横位に貼り

付け、その周囲を更に細めの粘土紐で取り囲むようにして貼り付けた、横長の痛状の施文が見られる。内面は

丁寧な横方向のナデ調整が施されている。この土器と同じ個体と考えられる破片が第66号土坑より出土してい

る。3は破片であるが同一個体であるため、図上で器形が読み取れる程度にレイアウトしている。外面明褐色、

内面暗褐色を呈した、焼成良好で、堅轍な土器である。4は住居祉床面中央部付近より出土している。縄文を地

文とし、押し引きを伴う隆帯を直線あるいは波状に貼り付けている。焼成は良好で胎土も轍密であるが、表面

がやや粗れているため、ややもろい印象を抱かせる土器である。なお、この土器は接合部から剥離している。

第11図 6~20は覆土中より出土した破片である。 7~1Oは結節浮線文を施文している土器である。 7 は結節

文でも粘土紐上にヘラ状工具によるキザミによって施文されている。焼成は良好で、級密な胎土である。ま

た外面の上部と内面には炭化物が付着している。 11~13は半蔵竹管状工具により平行沈線を施文している。 こ

れらの破片は焼成も良好で、胎土も轍密である。なお11には内面に煤状の炭化物が付着している。また、 12・

13・16・18・20は同一個体である。5片とも内面は丁寧なナデ調整によって仕上げられている。なお、 12・16に

は煤状の炭化物が付着している。雲母が多く混入した、鍛密な胎土である。17は単節の縄文が施文されている。

薄手の土器で、焼成は良好で‘あった。19は無節の縄文が斜位に施文されている焼成良好な底部である。

第12図は黒曜石製の石器である。 Iは小型の無茎の石鎌である。先端部の加工や、全体的な形体がやや不整

形であることから、未成品の可能性もある。 2'3 は石匙、 4 は剥器、 5~7 は剥片を利用した剥器、 8 は模

形石器と考えられる。

第 18号住居祉

この遺構は CH-62グリ ッドを中心に出土している。遺構自体の残りが悪く、最深で 4cmの覆土で、覆われて

いる程度であった。このため、遺構の規模等は把握できなかった。なお、床には硬化面が確認されている。

柱穴は壁際付近に検出された P1~P6と考えられる。 床の西部には石で因われた遺構があり、石囲炉と考え

られる。しかし、焼土はこの炉よりやや東にずれて検出されており、住居祉の造られた当初は、この焼土の存

在する住居社中央部やや西側であったと考えられるが、後に何らかの理由で炉を築き直している可能性もある。

また、炉の移築後にこの炉で火を使った痕跡をとらえることはできなかった。なお、炉石には石皿の欠損品

(第14図5)も含まれていた。

遺物 (第14図)

この住居祉の床面からは遺物の出土は少なく、覆土中からもほとんと守遺物の出土はなかった。そのため、図

示できる遺物は第14図の 5点にとどまった。

第14図 lは体部の破片である。焼成はやや甘く、砂粒の混入は少ないものの雲母は多く混入している。第

14図 2~4 は床面より出土した土器である。 3 片とも同一個体と考えられ、焼成はやや甘く、胎土中に雲母を

多く混入した土器片である。5は炉石に転用されていた石皿である。花両岩製で、 1/4程欠損している。皿部

は非常になめらかである。裏面には台石として使用したと見られる窪みが確認されている。また、炉石として

使用されていたため、被熱の痕跡が確認でき、煤の付着も見られる。

- 18一
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第W章遺構と造物
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第12図 第16号住居社出土遺物 (2) 
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A' 
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B' 
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1; 4 3 

l 暗褐色土 (黄色土まじる)
2 暗褐色土 (黄色土粒・黄色小粒ややまじる)

3 暗褐色土 (黄色味をおびる)
4 暗賞褐色土 (黄色土ややまじる)

5:暗褐色土
6:階褐色土(やわらかい、カクラ ン)

7 黄色土
8 炉
9 :カク ラン

o 1m 
ヒエコ=ヒ--ニj

第13図 第18号住居枇遺構平面図(炉:S =1130) 
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第N掌 遺構と遺物

。 10cm 

第14図 第18号住居祉出土遺物
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1. 住居社

第 23号住居祉

この遺構は CA-82グリッドを中心にして出土している。直径4mの円形の住居祉で、床面中央部には焼土

が検出されており、地床炉がこの地点に存在したと考えられる。柱穴は Pl'P2が考えられるがその他に検出

することができなかった。

また、この住居祉の床面付近からは多数の土器片が出土しているのに加え、西部には石柱と考えられる細長

い石が出土している。

遺物(第17図~第20図)

第17図~第20図がこの住居社から出土している遺物である。第17図1・2は底部の破片である。 1は粗い単

節の縄文が施文されており、焼成は良好で‘あった。なお、底部には網代痕がある。2は焼成は良好で、、胎土も

綴密である。なお、破片上部の外面には剥離痕が観察されることから、接合痕を文様化しているタイプの土器

の可能性が考えられる。この土器も lと同様に網代底である。3は4と同一個体である。隆帯で区画された内

部に縄文を施文し、浅い沈線をヲ|いた土器で、口唇部の一部に煤状の炭化物が付若している。内面に一部剥落

があり、やや粗めの横方向のナデ調整が観察される。

5・6は浅鉢の破片である。外面には縦位のナデ調整、内面には横位のナデ調整が観察できる。綴密な胎土で、

砂粒、雲母が多く混入している。6は胎土中に砂粒を多く混入しているものの、焼成は良好である。

ミミb @ 

788.8∞m 

。

対 4

I~ 
l 暗褐色土 (暗黄褐色土ややまじる)
2 暗褐色土(黄色小粒ー炭ややまじる)

3 時褐色土(やや貨色味をおび、炭や
やまじる)

3' 暗褐色土(やや黄色味をおび、炭

黄色小粒がややまじる) . 3と近似

4 階褐色土 (黄色味強く、暗賞褐色土
多くまじる)

5 : B音質褐色土 (褐色味が強〈、暗黄色

土多くまじる)
6・暗黄色土(階褐色土多くまじる)

7 :暗褐色土・黄色土の混合土

8 : B音黄褐色土(黄色土ややまじる)

第15図 第23号住居社遺構平面図
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第W章 遺構と遺物
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第16図 第23号住居祉遺物出土状況図

7は車田い竹管状工具を使用して丁寧な押し引き文を施文している土器である。口唇部には押し引き文と同一

工具を使用してキザミが入れられている。内面の口縁部には印刻状の三角形の沈線が施文されている。体部に

は炭化物が付着しており、煮沸に使用されていたことが伺える。また内面には全面にわたって横方向に丁寧な

ミガキが施されている。胎土も綾密で、黒雲母が混入されている。焼成も良好な土器である。

第17図 8~ 19は、第18図 1-12 ・ 19と共に、縄文を地文とする土器である 。 第17図 8 は縄文を施文した後に

竹管状工具による沈線で施文している。焼成はややあまく、胎土内には砂粒が少量混入されている。色調は淡

褐色を呈している。また、第17図15・16は暗褐色を呈している。

第17図9は13・15・16・第18図29・33・34と同一個体である。焼成はあまく胎土中に砂粒が混入されており、

このためもあってか磨滅が目立つ。第17図9・11.第18図28・33は淡褐色を呈する。また、器面に結節縄文が確

認される破片 (第17図16・第18図28) もみられる。第17図10・12は同一個体で、内傾気味に立ち上がっている

器形である。焼成は比較的良好で、あるが、砂粒や雲母の混入がみられる。内面には煤が付着しており、外面は

褐色を呈している。第17図13・14は突起のつく口縁部の破片である。13は、口唇部に粘土を盛り上げ、竹管状

工具によ って押圧を加え、キザミ状に施文している。また、口縁部直下に薄い粘土紐を横位に貼り付けた後

に器面全体に縄文を施文している。14は縄文を施文した後に、粘土紐で曲線を描き、その聞を竹管状工具によ

って縁取りをしている。また口唇部には同ーの工具によってキザミをつけている。13は焼成があまく、砂粒を

多く混入しているため、内面は剥離している。それに対して14は砂粒や、雲母が混入されているにもかかわら

ず、焼成も良好である。内面は粗いナデ調整を行っている。第17図17は口縁部の破片である。外蘭の一部と、

内面に剥離がみられるが、口縁端部を尖り気味に成形し、口縁部直下の横位隆帯上に縄文を施文している。細

かい砂粒を多く混入させた褐色を呈する土器である。第17図18は、内面は褐色を呈し、外面には煤が付着し

ている。砂粒の混入も少なく焼成の竪織な土器である。口縁上端部には縄文が施文されている。なお、第18図

5は同一個体であり、第18図12もその可能性がある。この土器は、縄文を地文として半裁竹管状工具による半

肉隆線と爪形文によって文様が構成されている。外面には煤が若干付着している。第18図19は砂粒の混入が

多く、内面の剥離が著しい。焼成は比較的良好で淡褐色の色調を呈する。外面に縄文が施文され、煤が付着

した土器である。第17図20は平行沈線を施文している。内面は剥離しているが焼成は良好である。なお、上

一24ー
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1.住居祉

lAA-Oム欝-Q-轡
〈二〉

ζこ〉

く二> 。 5四

第19図第23号住居祉出土遺物 (3) 

部には接合痕が確認できる。第17図21は浅鉢の破片である。口唇部は剥離が著しいが、半裁竹管状工具によ

る交互刺突文が施されている。

第18図 lはやや焼成のあまい土器であり、口縁部直下の文様帯に施文されている曲線の沈線は、工具を二本

同時に持って弱い押し引き沈線文を施文している。2は隆帯にも縄文が施文されている。外面には煤が付着し

ており、内面は淡褐色を呈している。砂粒や雲母が混入しており、焼成は良好であった。4・8・9・10は同一

個体である。砂粒が混入した胎土の粗い土器であるが、焼成は比較的良好である。9は土製円盤に再加工され

ている。7は外面に結節縄文が施文されている。全体の形体からみて土製円盤の可能性がある。いずれも淡褐

色を呈し、砂粒が若干混入している焼成良好な土器である。11は焼成良好で、堅織な土器である。

第18図13・14・17・18・20-26は沈線文系の土器である。13は斜位の平行沈線を施文している。焼成は良好で、

砂粒が多く混入している淡褐色の土器である。14・17・18は格子目を平行沈線で施文している土器で、 14と18

は同一個体である。これらの土器は焼成も良好で、褐色系の色調であった。胎土中には砂粒が混入している。

15は結節浮線文を密に施文している、焼成良好で胎土も堅綾な土器である。20-24・26は堅績な胎土で、焼成

も良好な胎土である。器壁もなめらかであり、他の土器とは異質の土器である。25は無文の土器で、ナデ調整

の痕跡が残っている焼成良好な土器である。27の内面には煤が付着している。焼成はややあまい。30は器台の

可能性も考えられる。外面には煤が一部付着している。31は土製円盤である。32は口縁部の破片である。明褐

色を呈した焼成良好な土器である。35は口縁部の破片で口唇部上部に縄文が施文されている。焼成良好な土器

である。

第19・20図は石器である。第20図 1-6は打製石斧、 7は乳棒状石器、 8は凹石である。7は全面に塙打痕

がある。8は窪みの存在する平坦部分はスリ、その他の部分には塙打痕が確認できる。第19図は黒曜石製の石

器で、 1.2は扶入の石鉄、 3・4は薄片石器で3は削器、 4は描器として使用したと考えられる。
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1.住居祉

2)弥生時代

第12号住居士止

この住居祉は AU-58付近より出土している。当初遺構検出作業中、調査区の南東隅に一部プランが確認さ

れたため、調査区を拡張して発掘調査を行った。

この付近は遺構検出面までの客土厚が約25cmと厚かったにもかかわらず、畑の耕作が深くまで及んでおり、

全体に粗れた土目であった。このため、住居祉のプラン全体を明確に把握することができず、サブトレンチ等

を開坑しながら遺構を掘り下げた。しかし、床面を検出した段階でも広範囲にわたってかくらんが残り、住居

社内の東部にややまとまって床面が検出されたにすぎず、遺存状況はあまりよくなかった。

遺構の規模は、長径5.1m、短径3.8mで、南東部がやや不整形な長方形のプランであった。また、北壁と、

西隅壁は耕作によって破壊されていた。獲高は検出時点では33cmであった。柱穴は PI-P4と考えられ、中

でも P1. P 3は長楕円形で、あった。

埋聾炉は南壁寄りの PlとP4の柱穴の軸線よりやや住居祉の中心部に入った地点より出土している。また、

反対側の柱穴聞にも土坑が検出されており、彼片も出土していることから何らかの施設が存在していた可能性

も考えられる。

覆土中からは紡錘車の破片(第22図7・8)や、高坪の脚部も出土している。

788.2∞m 

‘← 

町

@ 
。~~

」レ---- ./〆__-- _-----

¥ 

1 :耕作土

2 :カクラン

Q0 

10 
787.5∞m 

、
2 

3 : B音褐色土(黒味をおびる)

4 暗賛褐色土 (暗褐色土・黄色小粒多くま

じる)
5:黒褐色土 (黄色小枝多くまじる)

6: n音貨褐色土(暗黄色土多くまじる)

7 黄色土.ag褐色土の混合土

8 黄色土
9 暗賞褐色土 (褐色味が強く、黄色土粒多

くまじる。

10:焼土

o 1m 
ヒzコ=ニヒ--三

第21図 第12号住居祉遺構平面図 (炉:S =1130) 
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第N主主 遺構 と遺物

遺物 (第22図)

第22図がこの件φ屑対より出土している遺物である。

1-3は斐の破片と考え られる。 Iは斜位のハケ調整の後に、間隔のあいた振幅の少ない 5条 l単位のクシ

描波状文を 4単位施文している。施文方向は左から右である。頚部の屈曲が強く、口縁部はやや短めに立ち

上がる器形と考えられる。 2.3は整の頚部と考えられる。2は振幅の少ない 5条 l単位の波状文が2段確認

できる。2はIと同一個体である。3は扇状文が施文されている、頚部の破片である。4は埋聾炉に使用さ

れていた聾の体部である。全体的に器壁は厚く、あまり精綴な印象はない。外面全体に斜位のハケ調整が施

された後、やや長大した頭部に 4条 l単位の波状文が4単位確認されている。波状文は各段共に 4回の断絶を

はさみながら左から右方向に施文している。内面はヘラ状工具による縦位のナデ調整が施されている。 5・6

は床付近より出土した斐の上部の破片である。両者共に胴部の最大径が口縁部の最大径を上回る器形である。

調整は、はじめにミガキ調整を胴部の左上から右下

にむかつて行い、その後に口縁部を横位に行ってい

る。内面はすべて横位にミガキが行われている。

7・8は土製紡錘車の破片である。円盤状に形を整

えた後で中心部分に一方から穿孔している。9は高

杯の脚部で、外面は赤色塗彩が施され、縦位によく

ミガキが行われている。また、杯部の内外面にも赤

色塗彩が施されている。脚部の内聞上部には指頭圧

痕が残されている。

b U バ目、
D日

U 

第22図 第12号住居担t出土遺物
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l 住居祉

3)平安時 代

第 1号住居士止

AT-104を中心にして出土している。この付近一帯は全体に耕作が深くまでおよんでおり、遺構の残存状況

は良好とはいえなかった。住居祉は一辺3.3mの方形で、深さが約15crnのプランが検出できた。住居祉の北部

隅にはカマドが築かれており、袖部の焚口付近には石が立てられていて、これと、カマド中心部の支柱石によ

って煮炊具を支えていたと考えられる。なお、カマド自身は粘土によって構成されており、カマドの構成材と

なりうる石はカマド内からは出土していないことが、断面観察によって判明している。

床はほぼ全域に硬化面が確認されているが、柱穴は明瞭に出土していない。また、住居祉中央部からカマド

左横にかけて土坑等が出土しているが、この住居祉が使用されていたときに存在したかは確認できなかった。

また、ピ ッ トも Pl ~P4 が検出されているが、柱穴になるか疑問が残る。 なお、この住居祉のカマド付近か

ら黒色土器を中心とした遺物が出土している(第25図・第26図)。

/ 

A A' 

3乞戸グ ? ー込
A 

786.7∞m 

B 

786.7'∞m 4 

'黒色土
黒褐色土
暗褐色土
E音褐色土 (焼土ややまじる)

: a音褐色土 (褐色土ややまじる)

暗褐色土 (焼土まじる)
B~褐色土 (黄色粒ややま じる )
暗褐色土 (やや黄色味をおびる)

9 暗褐色土 (黄色土まじる)

10: ~i?i賞褐色土

A' 

B' 

11 焼土 (炭まじる)

12 :焼土
13 暗黄色土 (褐色味をおびる)

14 黒褐色土 (焼土ややまじる)

15 貨色土
16 暗褐色土 (黄色粒・焼色ややまじる)

17 暗褐色土

18 褐色土 (焼土まじる)

19 粘土 (明灰色粘土)

D 

787日mm

第23図 第 l号住居祉遺構平面図 (炉 S=1130) 
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第W章遺構と遺物

/ 
ミー櫨Y

o 1m 

第24図 第I号住居祉遺物出土状況図

遺物(第25図、第26図)

第25図1~13は内黒土器の杯である。 口径 13 .4 cm~ 14.5cm と、 16.2cm~17 .6cm ・器高 3 . 8~4 . 3cmの 2 種類が

中心となっている。なお、口径の小さい杯は底部が残存していないため、器高を測定することはできなかった。

口径の小さい器種は口縁部が直線的に立ち上がるが、大きい器種は口縁部が外反する傾向があるため、椀の可

能性もある。 lは黒色処理が抜け、土師器のような色調を持つ。また、 4には外面に墨書が確認できた。

第25図 14~.17は内黒土器の椀である。口径 16cm~17cmを測り、器高は測定できる摘で測定すると、 5.4~

5.5cmで、ある。底部には糸切り痕が残されている。

第25図 19~27は費である。 20は口縁上端部が内湾し、受口状に整形されている。 23もその傾向が伺える。

18は土師器の皿である 。 小型化が進んだ段階のものである。 21は長胴費の底部である。 24~27は小型聾である。

24は、底部が極端に薄く仕上げられている。26は、この遺跡で大勢を占める小型聾と比べて器壁が厚い。内面

には調整痕が確認されず、外面については、縦位の板状工具による整形痕が頭部付近に確認されるのみで非常

にっくりが粗雑な印象をうける。27は、外国にケズリが施され、口縁部と体部の境に段差を持つ費で、武蔵型

の重である。

第26図は床付近およびカマド中から出土した聾の破片である。 1~4 ・ 7 ・ 8 ・ 11 ・ 13 ・ 14 ・ 16は長胴翠の破片であ

る。いずれの破片にも、外面には、縦位のハケ目調整がみられる。5・10・12は須恵器聾の破片であり、外面に

は格子目のタタキがみられる。内面には受具の痕跡は確認できなかった。6・9・15・17・18は小型聾の破片であ

る。いずれも外面に横位のカキ日が施されている。

この住居祉からは総じて8期と考えられる遺物が中心に出土しており。この住居祉は当該期に属すると考え

られる。

- 32一



1. 住居社
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第25図 第 l号住居社出土遺物 (1) 
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第W章遺構と遺物

14 

15 
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第26図 第 I号住居祉出土遺物 (2) 
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1 .住居枇

第 2・3号住居祉

この住居祉は AT-IOlを中心にして出土している。遺構検出している時点でカマドが検出されたため、住

居祉の存在が確認された。プランを検出した段階では、 l基の住居祉かと考えていたが、調査が進んでいく段

階でカマドが2基出土したため、重複していると判断した。そのため、出土遺物は一括して取り上げてしまい、

遺構、遺物ともに十分な調査成果を得ることができなかった。

2基の住居祉の内、西側に検出された住居祉は東壁を除いてほぼ規模を確認できたが、東側の住居祉につい

ては、削平が著しく、プランを検出することができなかった。この住居祉の前後関係は、カマドの残存状況か

らして、西側のカマドが新しいと考えられることから、西側の住居祉が新しい可能性が高い。カマドは旧カマ

ドは灰白色粘土を主要材として構築され内部から石は出土していない。また、新カマドは暗灰色士を主要材と

して使用しており、やはり芯材として石を用いてはいない。なお、新カマドの上部からは焼土が出土している

ものの、両カマドとも床面付近には焼土が確認できなかった。また、これらの住居祉は残存状況が悪く、 2号

住居祉でも深さが15cm程度しかなかった。

8 

第27図 第2・3号住居枇遺構平面図

- 35一

"" 

‘£コ

e。

e。
匂。

1 :黒色土 (階褐色土まじる)

2・陪賓褐色土
3・暗褐色土 (黄色土まじる)

4 暗褐色土
5 黒褐色土(焼土ま じる)
6 カクラン

7 :褐色土 (a~褐色土ま じる)
8 黒褐色土 (黄色土まじる)
9 : H~褐色土 (黄色土・炭まじる)
10 :暗賞褐色土 (:地山)

o 1m 
ヒ=ニ=ニニニニヰ

内



第W章遺構と遺物
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6 暗黄色土 (暗褐色土ま じり、 やわらかい)
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第28図 第 2・3号住居祉カマド遺構平面図及び遺物出土状況図
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1.住居社

遺物(第29図)

第29図がこの住居祉から出土している遺物で、ほとんど遣存状態の悪いカマドから出土している(第28図)。

lは灰紬陶器の皿である。口径 12.4cm、器高2.6cmを測る。ハケ塗り施粕であり、内・外面共に紬薬に光沢

がある。2-5は灰軸陶器碗である。2は薄く紬が掛けられていたためか、光沢がない。3. 4は三日月高台

を有している。口径・器高はそれぞれ16.3cm'5.6cmと12.8cm'5.3cmであり、施紬方法は3がハケ塗りで底部

の糸切り痕は回転ヘラケズリによって消されている。4は漬掛け施紬と考えられる。3は光沢のある紬である

が、 4には光沢がない。5は口径14.6cm、器高4.7cmを測り、内面の紬には光沢がなく焼成もあまい。漬掛け

施糊である。底部は回転ヘラケズ Iハこよって糸切り痕を消している。新しいカマドからの出土である。6は土

師器域と思われる。口縁部の一部が残存しているにすぎない。7-10は費である。7は内・外面共に縦位のハ

ケ目調整を施している。外面のハケ目調整は上部から下部にむかつて 4回に分けて行っており、内面には成形

時の指頭圧痕が残っている。口縁部が直立気味であり、小型棄でも特異な形態、特徴を持つ。8・10は長胴賓

と考えられ、内外面共にナデ調整によって整形している。10の底部は多くの長胴蓋と比較してやや器壁が厚い

印象をうける。

9は小型聾の上半部と考えられる。器壁が厚く、外面から粘土の積み上げた場所が確認できるほど粗い整形

で、内面には接合痕も確認できる。時期としては灰紬陶器の碗から推定して、 8期-9期と考えられる。

実ミヨ二d 〆て一 「 ヌ

X 二/
γ一一「

。 10酬

第29図第2・3号住居祉出土造物
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第W章遺構と遺物

第 4号住居祉

この住居祉は BE-I03を中心にして出土している。4.7mx4.9mのやや歪んだ方形のプランを持つ住居祉で、

床面には硬化面が確認されている。この住居土tl:は火災にあったのか、覆土中に焼土が混入し、床面にも東隅部

を中心にして、焼土が確認されている。柱穴は明確に検出することができなかったが、 PI-P3が考えられる。

カマドは住居枇西壁中央に築かれている。断面の設定がうまくいっておらず、また、一部破壊されていたの

か、左袖の状況をうまく捉えていないが、袖部には大型の偏平な割石を立てて、その外側を版築状に土を重ね

ている。また、袖石は大きな石の内側にひと回り小さい割石をたて、天井石の支えとしている。カマド床直上

には焼土が出土しているが、その下層からも暗褐色系の土が出土しており、カマド築造時に一度掘り込んでか

ら整地していることが伺える。また床面からは誕の破片を中心に小片が出土している(第32図)。

/ ¥ぞ

も

@ 
巴

¥寸
A 

785.7ωm 

A' 

785.7∞m 

l 黒褐色土
2ω 暗褐色土

3 焼土
4 硝褐色土 (黒褐色土まじる)
5 : s音褐色土 (焼土ややまじる)
6・暗褐色土 (やや黒味をおびる)

7 暗褐色土 (褐色味が強い)
8 :硲褐色土 (褐色味が強く、焼土多くまじる)
9 : H音褐色土(黒味をおび、焼土ややまじる)
10 時褐色土(焼土多くまじる)
11:暗褐色土 (焼土多くまじり、灰黄色粘土粒ややまじる)
12 賠責褐色土(焼土・賞灰色粘土多くまじる)

13 略褐色土 (焼土ややまじる)
14 階賞褐色土 (焼土ややまじる)

15 焼土
16: s音質備色土 (焼土多くまじる)

17 :焼土 (小石ややまじる)
18 暗褐色土 (焼土多くまじる)
19 暗黄色土 (暗褐色土まじる)
20 暗賛褐色土 (焼土多くまじる)
21 焼土 (しまっている)
22: ~覧会色土 (地山)

23 :暗褐色土(地山)

C 

C C 
11 

18 
D 

785.700m 

D' 

- 38一

第30図 第4号住居祉遺構平面図 (カマド S;1/30) 

o 1m 
ヒョ=二E立=ニニニニニニj



l 住居祉

遺物

第32阿がこの住居祉から出土している遺物である。 1.2は土師器杯である。 1は口径 12.5cm、器高3.6cm

を測り、糸切り痕を残す。2は口径12cmであるが形体的には椀の可能性もある。

3は内黒土器の杯で、口径11.7cm、器高3.4cmで、ある。内面のミガキは丁寧であるが、黒色処理は抜けている。

4は灰軸陶器碗である。口縁部の一部に漬掛け施軸が施されており、内面には自然降灰によると考えられる

紬が薄く付着している。

5-10は聾の破片でる。 5.6は、比較的器壁が厚く、外面の整形技法はナデ調整が主体となっている。ま

た、 6は内面に横位のハケ調整がみられる。口縁部が短くつまみ上げるような形で折り返され、急に絞り込む

ように細く、しかも直線的に底部に至る器形である。 7・8は長胴聾の上部である。7はナデ調整による整形

を行なっており、口縁部は短く折り曲げられるように立ち上がっている。8は肩が大きく張り出し、口縁部が

短く折り曲げられるようにして作られている聾で、外面に縦位のハケ目調整が体部上部から行なわれており、

頭部ではやや粗くなっている。9はやや粗いハケ目で縦位と斜位に施文し、内面にはナデ調整が施されている。

10は長胴聾の底部で、下から上にむかつてハケ目調整を施文している。11・12は須恵器聾の破片である。11は

口縁部の破片である。12の外面には平行タタキ目が確認できる。

これらの遺物から、この住居祉は 8期と考えられる。

日 1m 
ヒェ=ニ=と--ニゴ
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第31図 第4号住居祉遺物出土状況図
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第W章 遺構と造物
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第32図 第4号住居祉出土遺物 (11: S = 1/6) 
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1 . 住居祉

第 5号住居士止

この住居祉は BN-94を中心に出土している。調査区の東境に出土したため、南西隅の一部が調査対象地区

外となってしまった。遺構検出当初は 5mx4.2mの長方形の住居祉かと考えていたが、床面を精査している

時点で‘内側に周溝が巡っていることが判明し、 3.8mx4.2mの規模で、あった住居祉を拡張していることが判明

した。床面は拡張部を除いてほぼ全面にわたって硬化面が確認されている。

東の壁際に焼土が出土したことで、当初はこの地点にカマドが築かれていたことが確認できた。その後、カ

マドは西墜に築かれているが、カマドの総延長が1.9mと、他の住居社よりも規模が大きく、住居祉の拡張部

分は天井石がおかれた煙道とも考えられる構造を呈していることから、当初、この位置にカマドが存在し、拡

張時に煙道をつくった可能性も考えられる。なお、カマドの粘土内から石等が出土していないことから、袖部

は粘土のみによって築かれ、その上に天井石をのせたと考えられる。なお、焚口に焼土が厚く堆積していた。

柱穴は明確に検出できず、住居祉南壁付近と、東部の焼土付近から土坑が出土している。これらの土坑がこ

の住居祉に伴うものかは明確にできなかった。

遺物は拡張された部分の床付近からはほとんど出土しておらず、拡張以前の住居祉の範囲内にとどま ってい

る。これらの土器はほとんどが破片であり、図上でも器形を完全に復原できるものはほとんど出土していない。

また、東部隅付近からは、鉄製品が3点重なるようにして床而から出土した (第37図3~ 5)。

786日)()m

o 1 m 
ヒ=ニ=ニヒ--二ニゴ

e、3

l 暗褐色土 (黄色粒ややまじる)

2 黒色土 (黄色粒ややまじる)

3 黒褐色土(黄色粒ややまじる)

'" 

5 4: H音黄褐色土 (黄色粒 ・焼土粒まじる)

5 黄色土 (暗褐色土まじる)

6 :暗褐色土 (焼土 ・粘土 ー黄色粒まじる)

暗褐色土 (黄色粒多く まじる)

街色土 (黄色粒ややまじる)

9 暗褐色土 (黄色粒 ・焼土救まじる)
10: a音黄褐色土 (黄色味強く、黄色粒・焼土粒多 くまじる)

第33図 第 5号住居枇遺構平面図
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第W章 遺構と遺物

遺物 (第36図、第37図)

第36図 1~3 ・ 13は内黒十.器である。 口径はそれぞれ11.9cm ・ 13cm ・ 15cmである。 なお、器形を完全に復原

できる遺物がないため、器高は不明で、ある。なお、 3は黒色処理が抜け落ちている。

4 ・ 6~8 ・ 10は灰柚陶器碗、 5 は灰紬陶器皿である。 器形からして 7 は皿の可能性もある。 4 は体部上半部に

軸薬が掛けられ、内面には自然降灰と考えられる軸が付着している。6は漬掛け施紬と考えられ、底部に回転

ヘラケズリが行なわれ、糸切り痕を消している。8は内・外面共に全面に軸薬が確認できる。なお、内面の上

半部の紬は鹿子状を呈している。1Dはハケ塗り施紬と考えられ、底部は回転ヘラケズリが行なわれ糸切り痕を

消している。ややゆがみの多い粗雑な碗である。また、残存している高台は図示しているもののみであるが、

いずれも三日月高台である。5は内面は全面に施紬されており、外面にも上半部に施紬されている。この皿は

漬掛け施柚と考えられる。

9は須恵、器の杯である。胎土に異物が多く混入しており、粗い。この遺物は混入品の可能性が高い。

11・12・14は土師器杯である。11は口径14.6cm、器高4.5cm、12は口径1l.6cm、器高4cmで、ある。なお、 11

は器形的には内黒土器の可能性もあるが、内面にミガキが行われた痕跡がないため、 土師器に分類している。

いずれも底部に糸切り痕を残している。

第36図 15~2D ・ 24、第37図 l は葺である。 第36図 15 '16は底部の破片で、 15はナデ調整が行われている。

16は下部から上部に向かつて縦位のハケ目調整を実施した後に最下部に横位のハケ目調整を行っている。

~ 
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. 
Q 、。 O-Qlド l 文子斗 ヌ

実註ヲ/
句勺 ヤ髄議F

戸二 o 1m 
ヒ づ

第34図 第5号住居紘遺物出土状況図
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l.住居祉

第36図17は体部から「く」字状に口縁部が屈曲して直線上にひろがっており、口縁端部は玉縁状に作られて

いる。第36図18は口縁部が体部から短くそして強く屈曲している器形である。体部は長胴になるのか、器形

は明確で、ない。また、口縁部の一部に煤が付着している。第36図19は長胴聾の口縁部である。外面は体部を中

心に縦位のハケ目調整を行っており、口縁部にも一部その痕跡をみることができる。内面の口縁部は横位のカ

キ目が施文されている。口縁部は短く立ち上がっている。第36図20・24もこの19と同タイプの斐と考えられる。

第37図lは長胴斐の上半部である。体部の内・外商には縦位のナデ調整が施され、口縁部は指によって折り曲

げられて作り出されており、指頭圧痕が確認できる。底部にむかつて絞り込まれていくような器形の斐である。

第36図21-23は須恵器誕の破片である。 21・22は聾の口縁部である。両者とも口径約42cmを測る。23は体部

破片で平行タタキ目がみられる。

第37図2は、菰手石である。覆土中から 1個出土している。

第37図3-6は鉄製品である。これらは住居祉の床面から一括して出土したものである。3・4は鎌である。

いずれも刃先が欠損している。また、着柄用の折り返しが通常とは反対に折り曲げられている。5は鐙と考え

られ、踏込みを固定する部分が一部欠損しているo 6は鉄鉱である。刃部の一部が欠損している。

これらの遺物から、この住居祉は 8期と考えられる。
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H音褐色(焼土を青灰色粘土やや混じる)

。背灰色粘土(階褐色と焼土混じる)

。焼土
黄白色粘土 (o!l'褐色土と小石混じる)

日宮褐色 (焼土多くまじる)

H音褐色 (焼土、背灰色粘土多く混じる)

H音褐色(黄色味を帯び黄色小粒多く混じり 背灰色粘上

やや混じる)

B 鶏褐色 (黄色小粒やや混じる)

9: o!l'賞褐色 (黄色土粒多く混じる)

10: ~黒色土
11 暗黄褐色土(黄色土殺やや混じる)

12 暗黄色土
13・暗褐色土 (黄色小粒多く混じる住居社ブク士)

14 焼土 (H!l'褐色土混じり砂多〈混じる)

15: H:1i褐色土 (青灰色粘土ややまじり、焼土多くまじる)

16・njJ褐色土(焼土やや混じる)

17 暗褐色土 (黄色小粧やや混じる)

18 時褐色土 (政色小粒混じる)

19 :踏褐色土 (やや黒味を結びる)

20 暗黄色土(暗褐色土を多く混じる)

786.5∞m 

12 10 Il 

。 1 m 

第35図 第5号住居士tI:カマ ド遺構平面図
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第 6号住居祉

，--------十;~
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c二二コ

第37図 第 5号住居社出土遺物

l.住居祉

¥ 
¥ 3 

一〈フ

一口

-0 

o 5cm 
ヒ

この住居祉は、 AU-58を中心として出土し、今回の調査区域内で最も標高の高い地点からの出土となって

いる。規模は一辺5，2m程の方形と考えられるが、傾斜がきついため、斜面下側の壁(東壁)は確認されず、

さらに耕作によるカクランが一部で見られる。覆土は他の住居枇よりも黒色系の土が多く堆積していた。また、

調査中には覆土中からも多量の遺物が出土し、この住居祉から出土した遺物は注記できた破片数で1.275片を

数えた。床は北壁付近を中心に硬化面が確認されているが、カクランより東部では一部に硬化面が確認できる

程度である。

カマドは、西壁から出土しており、石組みのカマドであった。袖に使用した石はカマド築造時の形体をとど

めていたが、平石で組まれていたと考えられる天井石は崩れてきているようで、石の下層から焼土(焚口)が

検出されている(第40図)。また、カマドの両脇の壁を掘り込むようにしてテラス状の遺構も出土し、遺物も

出土している。なお、カマド左側の土坑11では焼土が多量に出土しており、灰捨て土坑と考えられる。柱穴は

特定することができなかった。

この住居祉は床面からも遺物が多量に出土し、床面を掘り下げると、小規模な土坑が遺物を伴って多数出土

している。これらの土坑の内、カマド前付近の土坑2からは29片、 土坑4からは25片、土坑8からは 2片が出

土している。また、焼土が出土した土坑11では12片出土している。しかし、発掘調査中に覆土出土として多量

に取り上げているので、この土坑付近ではこの数字以上に遺物が出土している。なお、これらの土坑から出土

した遺物は小片が多く、 実測に耐えうる資料はなかった。このため、本報告書には掲載していなし、
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第W章遺構と遺物
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第38図 住居祉床下出土土坑番号
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l 黒色土(黄色粒ややまじる)
2 黒色土(貨色粒多くまじる)
3 黒褐色土(黄色粒・焼土多くまじる)

4 :暗褐色土 (黄色土まじる)
5 時筒色土 (黄色土粒焼土多くまじる)

6 暗褐色土 (黄色土多くまじる)
7 : ~県褐色土(黄色粒・焼土ややまじる)
8:黒褐色土(黄色土まじる)

9 黄色土



遺物(第43図~第50図)

第43図は内黒土器である。ほと

んどが小片からの復原のため、底

部を欠損しており、器形を判別

できるものは少ない。3-8・10・

12・14・16-22・24・26が床面付近

および住居社覆土からの出土であ

る。 口径 11.7 cm-14.2cm、器高

3.8cm-4.2cmと、口径15cm-16.7

cm、器高5.9cm(24)の2法量が

ある。また、床下層の土坑内出土

遺物 (1・2・9・12・23・25)では、

口径13cm -13.5 cm、器高 4.1cm 

前後の土器と、口径16.1cm前後の

2法量に分類できる。なお、 16・

17・23・26は黒色処理が抜けてい

る。第44図~第46図7は長胴楚で

ある。第44図 1・3・6・9、第45

図9はカマド脇のテラスからの出

土である。口縁部が直線的でやや

長く立ち上がる器形である。外面

には頚部付近までハケ目調整が施

され、口縁部の内面には横位のカ

キ目が施文される。

第44図2・7・第45図4・8. 10は
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宏
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1. 住居祉

/X:(' 

794.0∞m 

。 1m 

1: a音褐色土(黄色土・焼土多くまじり、
やわらかい)

2 焼土(暗黄褐色土・黄色土多く ま
じる)

3 焼土(かたい)
4 暗褐色土(やや黄色味をおび、や

わらカ‘い)
5 : s:l'褐色土(やや黄色味をおび、焼

土ややまじる、やわらかい)
6 黒褐色土(賞色土粒焼土多くま

じる)
7 賠責褐色土(黄色土多く まじる)
8 黄色土(地山)

第40図 第6号住居社カマド実測図

床直上付近および、覆土での出土である。口縁部は直線的に長く立ち上がり、口縁部外面のヨコナデが体部の

上端部にかかり、ハケ目をナデ消している。内面のカキ目は体部にまで達している個体もある。第45図7・11、

第46図2・3'5・7・12は床下土坑からの出土である。床面付近の聾よりも若干口縁部の屈曲が弱い傾向が伺

えるが、やはり口縁部外面のヨコナデが体部上部にかかり、ハケ目をナデ消している。また、内面に施されて

いるカキ目も体部上部まで及んでいる個体もある。また、第44図10は他の聾と異なり 、口縁部の屈曲も短く、

弱い。また、ハケ目調整もハケ目の太い工具で施されており 。全体的に粗雑な印象をうける。第46図8-11は

小型聾である。いずれも体部に横位のカキ日が施されている。

第46図12・13・第47図 1は須恵器聾である。第46図12・13はI条の突帯を有し、 平行タタキ目が見られる。内

面には当て具の痕跡は確認できない。長頚の棄と考えられる。第47図 1は短頚の費である。外面には格子目タ

タキが施されており、内面には平行沈線状の当て具の痕跡が残されている。外面には 2条の突帯を有する。こ

れらの斐は破片のため耳の存在は確認できない。第46図14-16は須恵器杯である。14は胎土に混入物が多 く粗

雑な印象を受ける。15の底部はヘラ切りであり、ヘラ状工具による記号と墨書が、見込部にはらせん状の墨書

が確認できる。16は軟質須恵器である。17は須恵器査の底部と考えられ、糸切り痕を留めている。
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第47図2-第48図17は住居祉床面から床面直上より出土している聾の破片である。第47図8・11・第48図15・

16は須恵器姿、第48図7は小型輩、他は長胴愛である。長胴菱はすべて体部の破片で、縦位のハケ目調整が施

されている。小型棄には横位のカキ目が見られる。

第48図18-第50図26は、床下層の土坑から出土している聾である。第49図2・3・14、第50図15は須恵器蓋

の体部破片である外面には平行タタキ目が見られる。また、内面には当て具の痕跡は見られない。第48図

25・27・28、第49図13、第50図2・25・26は小型費の破片である。小型蓋の外面には横位のカキ目がある。その

他の破片は長胴聾の体部である。長胴斐は外面に単位の長いハケ目が縦位に施されているものがほとんどで

ある。これらのハケ目は深く施文されているものが多いが、第48図19のようにより細かいハケ目で浅く施文し

ているものも見られる。その他第49図11は、縦位のナデが行われている。第49図 17は目の粗いハケで縦位に

浅く施文しており、ハケ自の太さも、多くの費のハケ目よりも細い。また、内面にも無秩序な方向にハケ目

調整が施されている。

第50図27-31は鉄器である。27・28は薄い板状の製品の一部であり、用途は不明である。29は釘の体部である。

頭部と先端部は欠損している。30は万子である。峰部側の棟区に刃部との境界の段差があり、 刃区は明確に確

認できない。なお、中心尻が欠損している。31は万子の茎部である。刃部は欠損している。

出土した土器から、この住居祉は 7期と考えられる。
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第lVli'k遺構と 造物

第 8号住居祉

この住居祉は BQ-89を中心として出土している。3.6mx3.7mの正方形のプランを持ち、深さは約30cmで‘

あった。また、南壁は一部調査区域外となっており住居社全体を調査することはできなかった。床面のほぼ全

面に硬化面が確認されたが、柱穴は明確に確認できなかった。カマドは灰色粘土を中心に構築されているが、

一十ブ乙==-

A 

786宜)()m 10 

、\ト\k±与三議ζ~ダ
¥¥¥¥ r/刀'

Il;x褐色十:(黄色 1-.粒ややまじる)

Pi'iÿi~暗色 u黄色t粒多くまじる )

辺倒色土 (黄色土粒ややまじる)

。期制色土 (やや黄色味をおび、前色 t粒まじる)

5 : 1I:'ii.'r'i椎l&上 (煎色仁多くまじる)

6 熊尚色上 (yt色 1-.粒多くまじる)

7 : s庁制色 1:
8 賄側色士 (やや前色味をおびる)

9 ・ ~I，~弛j色士
10: s何l!;I色土 (尚色i:'，Vi色土粒まじる)

11: 11百貨尚色土 (黄色味が強 〈、 黄色 I~fy. まじる )

12 前尚色二lニ{黄色上粒まじる)

C 

786恒泊m

A' 

12 

D 

17 

13 鎖倒色上 {粘上位・黄色I絞まじる)

14: 1I:'i尚色土 (的色村 1-."天1'1色粘土まじる)

15: H音褐色J:(やや:;(¥P.j<をおび.灰白色料i上ややまじる)

16: H:'i尚色 u此色粘土少鼠まじる)

17: lIi¥'政側色村1質土

18: Ul'i怯j色ご1:(I:k色粘土 ・前色村J粧多くまじる)

19: u:'iru色Jニ(灰色粘 l牧多くまじる)

15 

20: H:'iru色上 (黄色紘一け立多くまじり .1.反色粘土粒ややまじる)

21: H:'i尚色上 (灰色料け粒多くまじり. ';q色粘仁枝ややまじる)

22: 11荷梢色1.:(灰色粘土粒ややまじる)

23・H青尚色サ (焼土まじり、灰色粘上粒ややまじる)

第51図 第8号住居祉実iWJ図 (カマド S= 1130) 
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1 . 住 居 祉

カマドの支柱石と、 壁際に平石が設置されてあるのが確認できたのみで、カマド自体の遺存状況は良くなかっ

た。また住居社北西隅と北東隅からは、 土坑も出土している。また、住居祉床面付近からは礁が出土しており、

遺物の出土は少なく、図示できたのは第54図Iのみである。

遺物

第54図lが、第8号住居祉から出土した小型斐である。口縁部の円周から推定して復原しているため、図面

の口径がやや小さい可能性がある。体部の外面と口縁部の内面には横イ立のカキ目が施されている。

¥ 

A 
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788. 300 m 

~三手三ず
1 :黒褐色土
2:階褐色土
3 暗黄褐色土 (炭・黄色小粒ややまじる)

4 暗黄褐色土 (黄色味が強〈、黄色粒 ・焼土粒まじる)

5 : s音褐色土(やや黒味をおび、黄色小粒ややまじる)

6 暗褐色土 (やや黒味をおび、黄色小粒まじる)

7 黒色土 (黄色小粒ややまじる)

8: a昔褐色土(黄色土・黄色小粒多くまじる)

9 暗褐色土 (黄色味をおびる)

10陪賛褐色土 (黄色粒多くまじる)

11 ・陪褐色土 (黄色味をおび、黄色粒多くまじる)

12 陥褐色土(暗黄色土粒多くまじる)

13 暗黄色土 (砂質、やわらかい)

14 :暗褐色土
15 焼土(黄色味がかる)

16・焼土

17 :黄色土
18: Bi}黄褐色土 (焼土ややまじり、やわらかい)

19・暗黄色土 (褐色味をおび、やわらかい)

20・暗褐色土(暗黄色土まじり、 やややわらかい)

21 崎褐色土 (黄色土多くまじり、やわらかい)

第52図 第9号住居右上実測図 (カマ ド・S=1130) 
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第W章 遺構と 遺 物

第 9号住居祉

この住居祉は BE-82付近から出土している。プランは4.7mx4.2mで、深さ50cmを測る。住居祉壁際をのぞ

いて硬化面が確認できたが、柱穴は明確に検出されなかった。カマド右脇と、西隅壁際には土坑が出土してお

り、カマド左袖からは用途不明の石が出土している。また、周溝は住居祉内の周聞を全周しており、なかでも

東壁際には周溝の切れている地点があり、ピットがその途切れた周溝の両端部付近から検出されていることか

ら、出入りするための施設がこの付近に存在している可能性が高い。

カマドは北壁のやや東に寄った地点から検出されている。このカマドは、暗黄褐色系の土が主体となって構

成されており、遺存状況も良好である。カマド自身は粘土を中心として築かれているが、 煮炊具を乗せる部分

には平石を立て、その外側を暗黄色系の土で固定しており、さらにカマド中央部には支柱石を設置して、カマ

ド内に煮炊具が落ちないような構成となっている。また、焚口付近の外部には暗褐色系の土が盛り上げれられ

ており、焚口内の灰等が床面に散乱するのを防ごうとする意図が伺える。なお煙道は検出されていない。

この住居社からは、カマド付近を中心とした床面付近や、覆土中から内黒土器が出土している。

遺物 (第54図~第55図)

第54図2-23は内黒土器である。4・14・22・23は椀、その他は杯と考えられる。杯は 14cm-15.2c皿と、 16.1

cm-16.2cmの2法量である。器高は口径の小さい杯で3.6cm-4.5cmである。口径の大きい杯は底部が欠損し
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第53図 第9号住居祉遺物出土状況図
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第W章 遺構と 遺 物

第 9号住居祉

この住居祉は BE-82付近から出土している。プランは4.7mx4.2mで、深さ50cmを測る。住居祉壁際をのぞ

いて硬化面が確認できたが、柱穴は明確に検出されなかった。カマド右脇と、西隅壁際には土坑が出土してお

り、カマド左袖からは用途不明の石が出土している。また、周溝は住居祉内の周聞を全周しており、なかでも

東壁際には周溝の切れている地点があり、ピットがその途切れた周溝の両端部付近から検出されていることか

ら、出入りするための施設がこの付近に存在している可能性が高い。

カマドは北壁のやや東に寄った地点から検出されている。このカマドは、暗黄褐色系の土が主体となって構

成されており、遺存状況も良好である。カマド自身は粘土を中心として築かれているが、 煮炊具を乗せる部分

には平石を立て、その外側を暗黄色系の土で固定しており、さらにカマド中央部には支柱石を設置して、カマ

ド内に煮炊具が落ちないような構成となっている。また、焚口付近の外部には暗褐色系の土が盛り上げれられ

ており、焚口内の灰等が床面に散乱するのを防ごうとする意図が伺える。なお煙道は検出されていない。

この住居社からは、カマド付近を中心とした床面付近や、覆土中から内黒土器が出土している。

遺物 (第54図~第55図)

第54図2-23は内黒土器である。4・14・22・23は椀、その他は杯と考えられる。杯は 14cm-15.2c皿と、 16.1

cm-16.2cmの2法量である。器高は口径の小さい杯で3.6cm-4.5cmである。口径の大きい杯は底部が欠損し
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第53図 第9号住居祉遺物出土状況図
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第W章遺構と辺I物

ており器高は不明である。なお、 7は外面上半部に、 16は外面上部に煤が付着している。また、 15には体部の

欠損部分に墨書が確認でき、20・21の体部外面にはヘラ状工具によるとみられる刻書が確認できる。椀は22で

口径16cm、器高5.4cm(体部は4.6cm)、23は高台が欠損しており、器高は不明であるが、口径16.6cm、体音11高

は5cmである。なお、体部中部に墨書が確認できる。これらの内黒土器のうち、 5'19は黒色処理が抜けている。

第54図24・25及び第55図 1-3は聾の破片である。第54図24は口径9.8cmで、全面にナデ調整が施されている。

25は外面に横位のハケ目調整が施されている。

第55図 lは、土師器小型聾の破片で、外面に横位のカ キ目が施されている。

2.3は須恵器の聾である。 3は底部の破片である。第54図26は軟質須恵器である。

これらの出土造物から 7期と考えられる。
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第55図 第9号・第14号住居社出土遺物 (1-3:9住、 4-11・14住)
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l 住居祉

第 10号住居祉

この住居祉は AY-95付近から出土している。一辺 6mの正方形で、あり、 i奈さは50cmで、ある。また、東壁際

に、両端にピットを伴う溝が検出されており、この地点が出入り口の可能性が高い。この住居祉は、今回調査

した中で最大の規模であり、形体もしっかりしている。また、住居祉南部からは掘立柱建物祉が出土している。

床面は全面に硬化面が確認できる。壁際には周溝が確認され、床面にはピットが出土しているものの柱穴は明

確にできなかった。

カマドは西壁中央部に出土しており、石を立てた周囲を粘土で固めた構造をしている。またカマド中心部に
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l 黒褐色土
2 賭褐色土

3 暗褐色土 (黄色粒ややま じる)

4 : ail'褐色土 (掲色味強く、黄色粒多くまじる)

5 暗縄色土 (やや黄色味をおび、黄色粧まじる)

6 暗働色土 (やや黄色味をおび、黄色粒多くまじる)

7 : H音賞褐色土

8 黄色土 (暗褐色土まじる)

9 : a音質褐色土(階褐色土まじる)

10 黒褐色土 (やや褐色味おぴる)

11:暗褐色土 (黄色粒 ・焼土ややまじる)
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第56図 第10号住居枇実測図
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第W主主遺構と造物

は支柱石が設置されている。なお、プランとして確認できなかったものの、断面観察によって、掘り型の外側

にまで黄色土や灰色粘土が延びており、その下層から焼土を伴う土が出土したことから、煙道が作られていた

と考えることができる。

この住居祉からは、菰手石が20個北壁際周溝付近から出土しているのをはじめ、土錘、槍錨や、撃と考え

られる鉄製品等、他の住居祉とは出土している遺物が異なっており、工房的な様相が伺える。

話
吋

N
g
E

日昔褐色土 (灰色粘土 ・黄色土粒多くまじり、砂質)

陪黄色土 (灰色粘土多くまじり、砂質)

暗褐色土(黄色土・焼土ややまじる)

11音黄色土(黄色土粒多くまじる)
日告褐色土

階褐色土 (黄色土 ・焼土多くまじる)

7 時黄色土 (やわらかい)

8 黒褐色土 (焼土粒・黄色土粒多くまじる)

9 : H音褐色土(焼土粒・黄色土校・灰色粘土多くまじる)

10: 1暗黄色土(踏褐色土まじる)

11 階黄色土 (焼土多くまじる)

12 階賞褐色土(焼土多くまじり、やわらかい)

13 階褐色土(灰色粘土ややまじり、砂質)

14 暗褐色土(焼土ややまじり、黄色粘土多くまじる)

15: H音褐色土(灰色粘土 ー焼土ややまじる)

16 時褐色土(灰色粘土・焼土多くまじり、砂質)

17 黄色土 (しま っている)

18 焼土
19: aii褐色土(灰色粘土粒ややまじり、焼土多 くまじる)

20・暗賞褐色土
21 暗褐色土 (焼土まじる)

22: Uil'褐色土 (焼土多く まじる)

23 巣褐色土 (焼土ややまじる)

24: lIl}賞褐色土 (焼土粒・黄色土粒多 くまじる)

25: 1Iil'賞渇色土 (賛色味が強〈、焼土多くまじる)

26: s音褐色土(黄色粘土粒ややまじる)

27 階褐色土 (焼土ややまじる)

28: B:l'褐色土(地11t)

六〆

787.2∞m 

10 

17 15 

。 1m 

第57図 第10号住居社カマド実isIJ図
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第58図 第10号住居祉遺物出土状況図

遺物 (第59図~第61図)

第59図 1~4 ・ 11 ・ 12は内黒土器である。 1~3 ・ 11は杯と考えられ、口径は 13.2cm~15.4cmである。2と11

は黒色処理が抜けており、 11はミガキも口縁部上端部にしか見られない。また11には墨書が確認できる。4は

皿である。口径は12.8cmで、内面は全面に級密なミガキが施されている。12は椀の底部である。高台内には

煤が付着している。

5~8 は須恵器である。 5 ・ 6 は蓋で、胎土に砂粒が混入されている。 7 . 8 は軟質須恵器の杯である。 9 .

10は灰粕陶器である。9は壷の底部と考えられ、高台の内側には糸切り痕を残している。10は皿である。軸薬

は内面に全面ハケ塗り施粕されている。底部の糸切り痕は回転ヘラケズリによって消されている。

13~17は聾である。 13~15は小型聾で、体部にはカキ目が施されている。 16 ・ 17は長胴斐の口縁部である。

16は口縁部と体部の境界までハケ目調整が施され、口縁部内面には横位のハケ目調整が行なわれている。また

体部内面にも横位のハケ目調整が一部見られる。17はハケによる調整痕は見られず、ナデ調整による整形が行

なわれていると考えられる。頭部がやや強くしまった、口縁部が直立気味の器形である。

18~20は土錘である。 床面から出土している。 重さは平均で約 2.3g であった。

第59図21~24、第60図は菰手石である。 第60図が床面一括で出土しており、第59図 21~24は覆土中からの出

土である。重さは平均して約100.6gで、あった。

第61図 1~ 6は土師器聾である。 1.2・5が長胴菱、 3・4・6は小型斐である。7期と考えられる。
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第W掌遺構 と遺物
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l 住居祉
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第60図 第10号住居社出土遺物 (2) 
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l.住居社

第 14号住居祉

DI-63を中心にして出上している、一辺約 4.2mの正方形のプランを持つ住居祉である。壁高は、約20cmで、

あった。西壁にカマドが築かれ、左袖脇には土坑が出土しており、貯蔵穴と考えられる。その他にも床面下層

から土坑等が出土しているが、遺物を伴わないため、この住居祉との関係は不明である。

また、西・北・南壁際には周溝が巡らされているが、東壁からは検出されなかった。柱穴は P1'P 2が考え

られるが、それ以上は明確に検出することができなかった。床面は全面に硬化面が確認され、精査した結果、

周溝と考えられる溝が、北部床面から rLJ字状に検出されたことから、拡張された可能性がある。

カマドは、調査時には既に破壊されており、築造時の掘り型が検出されたのみで、焼土の手前に離が散乱ヒ

ている状況であった。

この住居枇からは遺物の出土も少なく、床面付近から出土したのは 2点のみであり、内 l点は土坑からの出

土である。

遺物(第55図、第67図)

第67図3-5は内黒土器である。口径 13.2cm-14.5cm、器高5.2cm(5)である。いずれも内面のへラミガキ

はやや間隔があきはじめている。 1. 2は土師器杯である。口径はそれぞれ 12.2cm' 11.4cm、器高は3.6cmで、

あった。

第67図6・7は灰紬陶器である。6は皿の破片である。内外面共に光沢のない柚薬である。7は碗である。

内面には自然降灰と考えられる自然紬が付着している。漬掛け施軸の可能性が考えられる。

第67図8・9、第55図4-11は長胴聾である。第67図8はカマド脇の土坑付近より出土している。ハケ目調整

のl聞の施文単位が長く、体部中央部から下部にまで及んで、いる。またその後底部から上にむかつてハケ目調

整が行われている。第67図9は体部上端部の縦位ハケ目調整が、口縁部のヨコナデによってナデ消されている。

出土遺物から 8期と考えられる。

第 15号住居祉

DA-72を中心にして出土した住居祉で、覆土中から大量の炭化材及び漉土が出土していることから火災住

居と考えられる(第65図)。

また、当初 l基と考えていたが、床面の調査にはいると床面下層からもう I基の住居祉が重複して検出され、

建て替えが行なわれていたことが判明した。このため、 2基の住居祉の遺物を混在して取り上げてしまってい

る。また記述の都合上、建て替え前の住居祉を第15号(旧)住居社、建て替え後の住居祉を第15号(新)住居

祉とする。

まず第15号(新)住居祉であるが、 5.5mx6.2mのやや長方形のプランと考えられるが、前述のとおり、南

壁の多くが破壊されており、短辺については正確とはいえない。また、住居社中央部付近にも耕作によると考

えられるカクランがあり、床面を破壊している。カマドは北壁より出土している。このカマドは石芯の粘土カ

マドと考えられ、右袖部をみると、カマド内側に偏平な石を立て、その外側を灰白色系の粘土や、暗褐色系の

士で作りあげている。なお、左袖部は破壊されてしまっているのか、袖部左側の床面付近から灰白色粘土が出

土しており、その下層には焼土が厚く堆積していた。また、喋が多量に出土していることから、この礁がカマ

ドの材料であった可能性が考えられる。

焼土、炭化材は住居社中央部付近から集中して出土しており、炭化材については棒状の形体をしているもの

が多かったが、いずれも遣存状況は悪く、建築部材として特定できる材は出土していない。ピットは数カ所か
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1 :耕土
2 黒褐色土
3 黒褐色土 (黄色土粒ややまじる)
4 黒褐色土(黄色土粒多くまじる)
5 暗褐色土 (黄色土粒多くまじる)

的 6 瞳色土 (黄色土粒多くまじる)
日 7 黄色土

8 階黄褐色土(黄色土多くまじる)
9 階褐色土 (やや黄色味をおび、黄

色土粒多くまじる)
10 暗黄褐色土 (暗褐色土多くまじ

る)
11 暗褐色土(黄色味をおび、炭多く

まじる)
12: a1l'褐色土 (炭ややまじる)
13 暗黄色土
14 暗褐色土 (やや黒味をおび、焼土

多くまじる)
15 カクラ ン

o 1m 
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第62図 第14号住居祉遺物出土状況図及び実測図



787.500m ワハ 19 

II 

自音褐色土(カクラン)

昭一褐色土 (焼土ややまじる)

目音渇色土(焼土多くまじり、炭ややま

じる)
階褐色土(焼土多くまじり、炭ややま

じる)

5 暗褐色土 (炭ややまじる)

6 暗褐色土 (灰色粘土ややまじる)

7 暗褐色土 (焼土多くまじる)

8 焼土 (1](・哨褐色土ややまじる)

9 日膏褐色土 (やや黛味をおび、焼土・炭や

やまじる)
10: s音褐色土(焼土多くまじり、黄色土や

やまじる)

II 階褐色土(黄色土粒多くまじる)

12 暗褐色土 (焼土・黄色土粒ややまじる)

13 路褐色土 (黄色土粒多くまじる)

14: Hil'褐色土

15: H音褐色土 (黄色土粒ややまじる)

16 暗褐色土(褐色味が強く、黄色土粒多

くまじる)

17 :暗褐色土 (やや黒味をおびる)

18 :焼土 (炭多くまじる)
19 稽褐色土 (やや黒味をおび、焼土やや

まじる)

20 黒褐色土
21: D音褐色土(黒褐色土多くまじる)

22 暗褐色土(黄色土粒 ・炭ややまじる)

23 暗褐色土 (貨色土粒ややまじる)

24 地山

第63図第15号住居社実測図
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第W寧遺構と造物

A 

787.2∞m 

B 

787.2∞m 

A A' 12 

A' 

3 7 

2 5 

6 
B' 

6 

1 :暗褐色土(燐土粒 ・炭ややまじる)
2 暗褐色土 (やや黒l床をおび、焼土・粘土粒ややまじる)

3 暗褐色土 (灰白色粘土多くまじる)

4: a音褐色土
5 暗黄褐色土

6 灰白色粘土

7 焼土
8 黒褐色土(焼土ややまじる)
9 暗褐色土 (褐色味強く 、焼土多くまじる)
10 暗褐色土(焼土多くまじる)

11:黒色土
12 暗褐色土 (燐土ややまじる)

。 1m 

第64図 第15号住居祉カマド実測図

ら出土しているが、 主柱穴は特定できない。

次に第15号 (旧)住居祉であるが、プランは 3.6mx 4 mを測るが、第15号 (新)住居祉と同様に南墜を中

心としてカクランがおよんでおり、明確なプランは把握できなかった。床面のほとんどに硬化面が確認でき、

P I~P3 が柱穴と考えられたが、もう 1 か所は検出することができなかった。 周溝は西壁を除いてほぼ全周し

ていたと考えられるが、カクラン部については明確にできない。また、商壁中央部付近には焼土が検出され、

その周囲に小規模なピットや、溝が出土していることからこの地点がカマドであったと考えられる。このカマ

ドは遺構検出時にはすでに焼土のみとなっており、第15号 (新)住居祉を造る際に離を抜き取ったものと考え

られる。

遺物 (第66図)

第66図、第67図 10~34、第68図、第69図 1 ~1lがこの住居社から出土している遺物である。

第66図はこの住居祉から出土している鉄製品である。 1・2は鎌の破片である。lは刃部であり、両端部が

欠損している。2と同一個体の可能性も考えられる。2は鎌の下半部である。着柄のための折り返しが確認

できる。 3~5 は釘である。 3 は先端部が欠損している。 4 ・ 5 は頭部及び先端部が欠損している小片である 。

6・7は用途不明品であり、 6は板状、 7は鉄俸状の製品である。

第67図 1O~17は内黒土器である。 口径が12. 9cm~ 14.1 cmで、器高4.4 cm~5cmを測るものと、口径 15. 2cm と

なるもの(15)の2法量に分類できる。いずれも内面のミガキがやや粗くなっている傾向が伺える。また、 11

は器形的には内黒土器と判断しているが、内面の黒色化した器面にミガキを明瞭には確認することができない。

第67図 18~33は土師器である。 ほとんどが破片であり、器形が判明できるのは 2 点にすぎない。 口径でみ

ると 9 .6cm~llcm と、 12 . 6~15.7cmの 2 法量に分かれそうである。 器高では口径の小さい杯は 4 cm前後とやや

深めの器形と考えられる。また、 26の底部には墨書が確認され、見込部分にも墨が確認されている。内面の墨

-72一
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第65図 第15号住居並遺物出土状況図
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第66図 第15号住居祉出土遺物 (1) 

については見込部に一面に痕跡が確認され、墨書なのか

硯として使用したために墨が付着したのかは明確でない。

33は体部内面に縦に細長く煤が付着しており、灯明具と

して使用した可能性も考えられる。

第67図31は盤である。脚部は破損しているが、口径は

15cm、体部の器高は3.6cmで、あった。

第67図34、第68図1-17は灰紬陶器である。第67図34

は広口瓶の口縁部である。口縁部の一部が出土している

のみで、反転復元して図化している。外面は光沢のない

紬薬であるが、内面には光沢がある。第68図lは葦であ

る。天井部には軸薬が掛けられ、口縁部にはほとんど掛

けられていない。また、内面には墨痕が確認できる。第

68図2-11・17は碗である O このうち 7-11・17はいわゆ

る深碗と考えられ、口径は15cmを超えている。また、小

型の碗は口径が13.3cm-14cm、器高が4.2cmである。これらの碗の軸薬は 5・6がハケ塗り施柚と考えられる

他はすべて漬掛け施軸と考えられる。胎土は白っぽい色調とやや黒っぽい、灰色系の色調を帯びた胎土とに分

けられ、白っぽい胎土のものは特に胎土が轍密であった。この色調からみていくと、 2と10、5と6の胎土が

近似している。なお、 5と6は内面に高台を直接置いた重ね焼きの痕跡が見られ、底部はきれいにケズリ調整

がされている。さらに11にも高台を直接置いた重ね焼きの痕跡が確認できるが、底部には糸切り痕が残されて

いる。17は重ね焼きの痕跡は確認できず、底部もケズリ調整が施されている。12-16は皿である。12・14は紬

薬に光沢がなく、 15は粕薬がムラに掛かっている。また、 12には重ね焼きの痕跡が残されている。底部の糸切

り痕は、 12・14・15には見られない。13は底部と体部下部に墨書が見られる。

第68図18-24、第69図 1-11は聾である。第68図18・19は小型愛である。18は体部の上半部に最大径を持ち

口縁部が直立気味に立ち上がる器形である。口縁部外面はヨコナデ調整がされており、横位のカキ目は頭部下

部から施文されている。口縁部の内面には横位のカキ目が施文されている。19は外面前面に横位のカキ目が施

文されている。内面はナデ調整が行われている。18よりやや小振りな聾である。

第68図20は長胴聾である。口縁部外面のヨコナデ調整が体部までおよび、ハケ目調整がナデ消されている。

また、ハケ目調整をヘラ状工具による沈線が横切っている。内面は口縁部下部から体部上部にかけて横位のハ

ケ目がみられる。第68図21-24、第69図 1-3は無文の聾と考えられる。第68図23はつまみ上げるように短く

折り曲げられている口縁部に聞き気味になる体部をもっ聾である。第68図24、第69図3は短頚の聾である。口

縁部は弱い屈曲程度で、ほとんど無頚に近い形体である。いずれも体部上部のみの残存のため、全体の器形は

不明である。なお、第69図3はやや小振りの聾である。また、第69図2は器壁が他の個体に比べて薄く作られ

ており、内面にミガキが施されている。第69図4は広口の棄である。頚部が強く屈曲し、鉢状の体部にいたる

器形で、体部全面に強いヨコナデ調整が観察される。また、口縁部付近には煤の付着が観察される。第69図6

は素地に混入物のないやや白い色調の胎土で、口縁端部が内面に折り曲げられている。なお、内面には横位の

ハケ目調整が施されている。第69図7は口縁部が短く、そして強く折り曲げられている。内面には一面に横位

のハケ目調整がみられ、煤も付着している。第69図8は淡褐色を呈し、内・外面共にヨコナデ調整が施されてい

る。出土遺物から、 8期と11-12期の 2時期と考えられる。
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第W章遺構と遺物
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第W章遺構と遺物

第 17号住居祉

この住居壮は CX-74付近より出土している。この住居111:は覆土中から多くの炭化材が出土しており、炭化

材を取り除くと下層から多くの遺物が出土している。プランは長辺の一辺が4.8m、一辺が5.9mで、短辺が

4.5mの台形を呈する。柱穴は明確に検出されていない。また床面からは土坑が出土しているが、南隅から出

土している土坑は断面揺鉢状を呈している。床面の硬化面はカマド付近から、住居祉中央部にかけて検出され

ている。

炭化材は棒状のものが比較的放射状に広がっており、屋根材が炭化して残存していたと考えられる。また一

部には柱と考えられる炭化材も出土しているほか、板状を呈するものや、紐を使って萱状植物をムシロ状に編

み上げた炭化物や、麻紐と考えられる紐状の炭化物、炭化種子等出土している(図版21)。なお、住居枇北部

の床直上から出土した、板状の炭化物には、加工痕と考えられる部分が伴っていたことから、調査時において、

合成樹脂を使用して補強し、取り上げている。また、柱と考えられる炭化材についても同時に取り上げている。

カマドは西隅に出土しており、偏平な石を立てて、その外側に、暗褐色系の土で固定している。なお、カマ

ドと、西隅壁との聞は、当初はテラス状の高まりと考えて調査を実施したが、断面観察ではテラスなのか、住

居祉床と同じ高さまで掘り下げてあったのかは、明確にすることができなかった。

遺物(第72図)

第72図がこの住居祉から出土した遺物である。 1.2は灰紬陶器である。 1は完形品で、口径 9.8cm、器高

2 .4 cm を ì~U り、内・外面共に煤が付着している。 また、体部から口縁部にかけて、 4 ヶ所指で縦位にナデあげて

輪花皿としている。住居祉北部の加工痕のある板材付近から出土している。2は深碗の底部である。高台は高

く作られている。

3-14は土師器である。 3-9・13・14は杯である。この内 3・4は小型の杯で、口径 9cm、器高1.6cmと1.4

cmで、形体的には非常に退化している印象を受ける。 5---:9は大型の杯で、口径 13.5cm-16.1cm、器高 3.5

cm-3.8cmで、やや浅い器形である。10-12は盤である。口径 9.4cm-1O.9cm、器高は 2.8cm(12)である。

15は小型聾の上半部である。口縁部は短く直立に立ち上がり、短頚費のような形体をしている。また、体部

の外商には全体に横位のカキ目が施され、内面はヨコナデが行われている。

16は、須恵器蔓の口縁部である。17・18は石器である。17は偏平な円形の石で、 表面には磨った痕跡が確認

できる。 18は砥石と考えられ、淡褐色の石を使用している。

19-21は鉄器である。19は床商から出土している麻引き金具である。把手部付近には木質部が残存している。

これらの遺物から15期と考えられる。
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遺物と遺構第W章

第 19号住居祉

この住居士11:はBV-60を中心に出土している。この住居祉は、遺構検出中にカマドの存在に気がついて発見

した遺構である。覆土をみると、上部に畑の耕作によるカクランが入札断面図では表現されていないが、 一

このため、サブトレンチを開講して遺構の確認を行っている。その結果、
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第W章遺構と遺物

カマド付近で壁高約lOcm程度しか検出できなかった。この住居枇はカマドの存在する壁で一辺約3.5m程度と

考えられるが、床に硬化面が確認できないため、あくまでも推定にすぎない。

また、唯一壁の存在するカマド周辺の調査でも、カマドがほとんど破壊されており、支柱石付近が原状を留

めているにすぎず、この支柱石より住居祉側に焼土が確認されているが、袖等は明確に検出できなかった。

また、カマド脇からは土坑も出土しているが、この住居祉の貯蔵穴と考えられる。

遺物(第69図、第74図、第75図)

第69図 12-17、第74図 1-5、第75図 1-3がこの住居お1:から出土した遺物である。

第69図 12-14は内黒土器杯である。口径 12.4cm-13.6c皿、器高3.8-4.2cmの1形体のみである。12は黒色

処理が一部抜け落ちているものの焼成は良好で、ミガキ調整も鍛密に行なわれている。13は黒色処理が完全に

ぬけ、内面が褐色を呈している。内面のミガキ調整も12と比べるとやや粗い。14は内面のミガキは轍密である。

また外面には煤が付着している。

第69図15は口径17.4cm、器高5.5cmの灰紬陶器碗で、ある。高台は断面四角形であり、底部の糸切り痕はナデ

消されている。内面は見込部にはハケを押し当てて、体部はハケ塗りによ って施紬している。外面は軸薬は掛

かっていない。

第69図16・17、第74図1-5は長胴聾の破片である。第69図16は頭部のしまった口縁部中部がやや肥厚した

器形で、体部上部にまで口縁部のヨコナデがおよび、体部のハケ目調整がナデ消されている。また体部にはヘ

ラ状工具を使用して横位の沈線が引かれている。内面には体部上部にまで横位のハケ目が施文されている。第

69図17は16と比較して頭部のしまりは弱く、口縁部もやや直立気味である。体部のハケ目調整は頚部で口縁部

のヨコナデ調整によってナデ消されているが口縁部下部にはハケ状工具による調整の痕跡を留めている。また、

体部には横位のナデじよってハケ目調整を消している箇所もみられる。内面は口縁部に横位のハケ目が施され

ている。第74図 1-3は底部である。いずれもナテ調整によって仕上げられ、ハケ日調整等はみられない。

第75図 1-3は鉄製品である。 1は万子である。切先部が欠損している。なお、茎部には錆着した木質部が

残存している。 2.3は釘の身部と考えられる。

遺物が少ないため明確にはできないが、ハケ塗り施紬の碗の出土していることから、 8期と考えられる。
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住 居 社

第20号住居士止

この住居社は BU-77付近より出土している。住居祉北東部について、 当初プランを捉えることができたと

考えて調査を進めたが、床面付近においてなお道路敷の砕石状の砂利が出土し、なおかっこの部分のみが硬化

していたことから、道路の基礎部分と判断し、図面には反映させていなし、。

カマドは比較的良好な状態で遺存しており、暗黄色土を基本とした土で石を固定し、 カマドを築いているこ

とがわかる。カマド袖の外側付近に焼土が集中しており、 ここが焚口であった可能性が高い。

遺 物 (第74図、 第78図)

第74図9~12、第75図 4 ~8、第78図がこの住居祉から出土 した遺物である。

第78図1. 2は土師器である。いずれも底部を欠損しているが、杯と考えられる。口径は12.0cmと13.8cmで・

ある。第78図3~20は内黒土器である。 多くは杯と考えられるが、 5は椀の可能性も考えられる。口径は13.5

cm~14 . 8cm、器高は3 . 5cm~4 .4 cmで、あり、 法量的には l 法量 と 考え られる。 全体的に比較的丁寧なミガキが

点 r
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第W掌遺構と遺物

行われているが、 14・15は見込部分のミガキが欠落している。なお、 6・11は黒色処理が抜けている。また、

12・13は体部外面一面に煤が付着しているのをはじめ、 6は外面の口縁部付近に一部煤が付着している。

第78図21は緑軸陶器の皿である。高台は小さくまとめられ、やや薄い緑色を呈し、光沢がある紬薬を器商

全面に施柚している。また、体部外面には重ね焼きの痕跡が残されている。口径は15cmを測り、器高は2.4cm

である。22は灰稀陶器碗である。やや黒味のある胎土で、粕薬は少し緑色味を帯びている。施紬方法は漬け掛

けである。

第78図23-28は斐である。23は粗雑な作りで、口縁部も大きく波うっていることから、ロクロを使用せずに

成形していると考えられる。25・26は淡褐色系の明るい色調で、ハケ目調整は器面全面に施しであるものの、

やや粗雑な印象が残る。27・28は長胴翠である。28は口縁部まで縦位のハケ目調整が行われている。

29は内・外面共に黒色を呈した鉢状の器形を持つもので、内 ・外面にやや粗雑なミガキが施されている。

第75図は鉄製品である。4-7は用途不明品である。4・5は鉄の小片、 6は長方形の形体をしており、非

常に薄い。四隅には穴が開けられていると考えられる。7は棒状の鉄製品である。断面が長方形をしており、

工具の柄の可能性も考えられる。8は麻引き金具である。出土遺物から 8期と考えられる。
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第77図 第20号住居祉遺物出土状況図
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第W章 遺構と造物

第21号住居祉

この住居祉は BX-80から出土している。東壁はカクランによ って一部失われているが、遺存状況は良好で

あった。プランは 4.3m四方の方形で、 北・ 南壁際に周溝が出土している。硬化面は床中央部に確認された。

また、カマドは西壁中央部に出土し、両脇から土坑が検出されている。カマドは、 左袖は遺存状況が比較的よ

かったが、右袖はカマドを掘り上げた段階で石を抜きとった痕跡が確認でき、さ らに土坑内に石、 粘土が流れ

込んでいる様子が断面観察で明らかになっている。カマド自身は石組に灰色粘土を貼った、石芯粘土カマドで

あった。また、住居社外に焼土を伴うピッ トが検出されていることからここに煙道があったと考えられる。さ

らに断面観察によると焼土の混入されている土の上に石がのっていることから、天井石が置かれていたと推定

される。住居社内にはカマドに使ったと思われる石が散乱していた。
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1: sg縄色土(焼土・粘土枝多くまじる)

2・日音褐色土(焼上・粘土:多くまじる)

3・暗灰褐色土 (焼土粒ー粘土校多くまじる)

4 灰白色粘土 (火を受けて、赤化している)

5 焼土(階褐色土まじる)

6 焼土
7 灰白色粘土

8 灰褐色粘土

9 黒褐色土(石の抜き取り痕 ')

10 粘土校黄色土粒 ・黄褐色土の混合土(貼床)
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I 住 居 祉

遺物(第74図、第81図、第82図)

第74図 13~ 19、第81図、第82図がこの住居祉から出土している 。

第81図1- 3 は須恵器杯である。 いずれも軟質須恵器で、口径 12.7cm~14.1cm、器高 3 .4 cm~4.1cmで、ある。

このうち、 2は赤褐色を呈 し、酸化焔によって焼成されていると考えられる。また、 lには体部外聞に墨書が

確認された。

第81図4~7は内黒土器の杯である。 口径 13 . 1~ 14 . 1 cm、口径4.2~4.6cmと器高16 . 1~17cm、器高 5 cmの2

法量が存在する。いずれも内面のミガキは丁寧に行なわれている。なお、 4は体部から底部にかけて墨書があ

り、 5は外面一面に煤が付着し、 6については黒色処理が抜け落ちている。

第81図9は皿である。口径 15.4cm、器高 2cmで、

ほぼ完形であったが、内面にはミガキは施されて

いない。また、底部に糸切り痕を残している。

第81図8は緑柑問器の皿である。口径15.4cm、

器高2.4cmで、薄緑色を呈し、光沢のある柚薬を

全面に施軸している。

第81図1O~15は小型の護である。 10~14は外面

に横位のカキ目が施された饗で、 10・11は体部上

部まで、 12・13は頚部まで施文されており、 10・

12は口縁部内面の横位のカキ目がみられない。さ

らに12は体部内面に整形時のヨコナデ調整の痕跡

をよく留めている。また、 10・11は口縁部が「く」

字状に屈曲しているが、 12・13は若干直立気味に

立ち上がっており、 12では口縁の伸長がみられる。

15は上述の聾と異なり、体部をナデ調整とし、口

縁部を短く折り曲げるようにして成形している。

全体の器形は明確にできないが、直線的な体部と

推定できる。

第74図 13~ 19、第81図 16~18、第82図 1 ・ 2 は長

胴聾である。いずれも体部のハケ目調整は頭部付

近までみられる。第81図16は他の聾に比べて口縁

部が短く、直立気味に立ち上がっている。また、

頚部から口縁部にかけては、ハケ目調整の痕跡を

十分にナデ消しておらず、痕跡をとどめている。

内面のハケ目も体部上部まで施文されている。第

2 

81図17は体部上部と中部のハケ目調整の重複部分 ζ二二コ
ーサ- 0

に、短いハケ目調整を重ねて行なっている。第81 0 3 

図18はやや長めの口縁部をもっ聾である。口縁部
o 5叩

ヒ=コ=ニzニ=

にはハケ目はみられなしミ。第82図lは器形がほぼ

推定できる破片である。ハケ目調整は、口縁部上 第四図 第21号住居社出土遺物 (2) 
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第N章 遺構と遺物

半部、下半部、中部の 3回にわけで施されている。

第82図 3~5 は鉄製品である。 3 は万子の茎部かとも考えられる 。 また 5 は釘の頭部であるo

@ 

787.8∞m 

4 4 

暗褐色土

ー階褐色土(黄色味をおび、黄色土ややまじる)

黒褐色土

暗黄色土

匂
む

暗黄褐色土 o 1m 

ヒエコ=と- - -ゴ

第83図第22号住居祉実測図

第22号住居士止

この住居祉は CD-82から検出されている。遺存状況

が悪く、遺構全体の約 112程度しか調査できなかった。

また、北隅部からは、焼土が出土しており、北東部には

第106号土坑が重複して出土している。この遺構は全体的

に黄色味を帯びた褐色土が覆土の中心であり、他の住居

土tf:と様相が異なることから、平安時代の住居祉ではない

可能性もある。また、焼土が検出されていることを考え

合わせると、不明遺構に関連した、特殊な性格の遺構と

も考えられる。

この遺構からは遺物は出土していない。
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2 土坑

2.士坑

(1 ) 土坑と遺物

今回の調査では、番号をつけて記録した土坑だけでも 143基を数える。そのため、ここではそのすべてにつ

いて記述することは紙面の関係上不可能なので、代表的な土坑のみ記述し、残りの土坑については ・覧表にま

とめた。

土坑は大きく 小竪穴状の形体を示すものと、断面皿状のもの、箱状のもの、そして落とし穴状の形体を示す

ものに大別できる。落とし穴状の土坑は、遺構検出面の形体が、楕円形を呈するものと、円形を呈するものが

あり、底面での形状はそれぞれ方形、長方形を呈していることから、掘り込んだ当初は方形や、長方形を呈し

ていた可能性が考えられる。また、底部にピットが掘り込まれているものもある。

なお、第140号土坑と第141号土坑は集石としての遺構番号もついており、重複しているため、土坑番号を

欠番としている。

第 4号土坑 (第84図)

この土坑は第5号住居社内から検出されている。この土坑は、住居祉によって削平されてしまい、検出時の

深さが15cm程度となってしまった。ちなみに、住居社検出面からの深さでは約50cmを測る。プランは直径約

1m弱の円形で、 底部には小規模なピットが数ヶ所出土している。なお、この土坑の底部付近からは、小片で

はあるが土器片が出土している (第 106図 4~9 )。

遺物 (第106図)

第 106図 4 ~9 がこの土坑から出土している遺物である。いずれも小片のため、 全体像をとらえることは困

難であるが、文様をみると、 4は縄文を地文としてヘラ状工具によって沈線を施文している。5も4と同様に

縄文を地文と して沈線を施文している。両者とも焼成は良好であるが、 5は砂粒の混入が少なく、堅織な印象

をうける。6・7は縄文を施文した土器である。

第 5号土坑 (第84図)

BK-95付近から出土している。直径 1m程の円形で、深さは39cmの断面逆台形を呈する土坑である。この

土坑も第11号住居祉に切られて出土しているが、検出面まで掘り込みがあったとすると、約70cmの深さがあ

ったと推測できる。遺物の出土はないが、機がまとまって出土している。また、覆土は全体的に黒色系の土で

おおわれており、中央部で炭が出土しているほか、その下層からは焼土粒が混入している。なお、底部では焼

土が一面に検出されている。

第 8号土坑 (第87図)

この遺構は AV-93から出土している。平面プランは直径 2.5mほどの不正円形を呈し、断面すり鉢状の土

坑である。また、 土坑の周囲にはピ ットが数カ所検出されているが、この遺構に伴うものかは明確にできなか

った。

遺物 (第107図、 第108図、第113図)

第107図・第108図 1-11、第113図9・11がこの遺構内から出土している造物である。第107図、第108図I

は条痕文を施した土器である。総じて外面は褐色系の色調を呈しているが、内面は黒褐色系の色調をしている。
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第W主主 遺構と遺物

また、焼成も良好なものが多い中で、第107図6・8・11・13はややあまい。施文も、内面に条痕文が確認でき

ないものは第107図6・11・13であり、不明瞭な破片は第107図2・8・12であった。このほか、第107図7には

破片上部に浅い沈線で 2単位の山形を施文している。また、 10の破片下部には軽く絡条体を押し当てた痕跡

が5単位程度確認できる。さらに、 13は貝殻による条痕の可能性が高い。

また第107図4は破断面下部に煤が確認でき、 6には内面に煤が付着 している。

第108図2は、ヘラ状の工具を使用して矢羽根状に文様を施文している。淡褐色を呈した焼成良好な土器で

ある。

第 108図 3~6 は文様構成に刺突文を伴う破片である。 刺突文に用いた原体は植物の茎状の繊維痕をとどめ

るもので、 5の下部には平行沈線状の横位の沈線がみられる。また、 4は条痕文を施文した後に刺突を加えて

いる。6は横位の刺突文の聞にやや浅めの沈線が2条引かれている。なお、 5は外面に煤が付着している。

第108図7~11 は沈線が施文されている土器である。7は縄文を地文として、太めの浅い沈線を縦に波状に

施文している。9は浅く細い沈線を施文している。10は条痕文を地文として、その上から沈線を縦位にヲlい

ている。11の外面には煤が付着している。

第 9号土坑

この土坑は第 3号建物祉の柱穴に隣接した柱穴の一つである。しかし、鉄浮の一括出土があったため、本節

に掲載している。また、柱穴と判断して調査していたため、 土層断面図は作成していなし、。覆土中層から下層

にかけて大量に鉄淳が出土した。(図版77)

遺物

図版77が出土した鉄浮である。重量にして約1，400gであった。

第 45号土坑 (第92図)

DQ-61から出土している。直径約1.1mの円形で、深さは最深部で25cmを測る O 斜面からの出土のため、

北東部はほとんど壁が失われていた。この土坑からは押型文が一点出土している。

遺物 (第108図)

第108図12がこの土坑から出土している押型文土器である。山形文を横位に施文している。原体の幅は明確

にできないが、山形を 2単位施文していることが磁認できる。焼成は良好で、胎土も綴密である。

第 65号土坑 (第85図、第94図)

CR-60付近から出土している。平面楕円形をしており、長径1.32m、短径0.96mで、深さは35cmを測る。

この土坑からは、覆土下層で、土器片が出土している(第109図1・6~ 9)。

遺物 (第109図)

第109図1は土坑底部付近より出土した破片を復元したものである。文様は半裁竹管状工具による並行沈線

を主体として構成されている。 焼成はあまく柔らかい。 6~9 は覆土中から出土した土器である。 6 ・ 8 は同

一個体である。外面に縄文を施文している。また、 6・7の破片下部には粘土紐が一部残されていることから

隆帯が貼付されている可能性が高い。さらに口唇部は粘土紐を貼り付けて、波状とし、内面には三角形の凹部

を残し、文様化している。この土器は焼成が良好な褐色を呈する土器である。9は半裁竹管状工具を使用して

平行沈線を施文している土器である。暗褐色を呈した焼成良好な土器である。
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2 土坑

第 66号土坑 (第85図、第94図)

C] -72付近より出土している。平面プランは不整円形を呈しており、直径は約 1.5mを測る。深さは遺構検

出面から約1.1mを測る。断面形体は箱状をしており、覆土中央部は暗褐色系、周辺部は暗黄褐色系の土で覆

われていた。なお、底部直上には黒褐色の土が堆積しており、一般的な土坑では黄褐色系の土が堆積してい

るのとは対照的であった。 また、この土坑の覆土中層からは土器片が出土 している (第 109図 2 ・第 110図 1 ~

31)。

遺物(第109図、第110図、第113図)

第109図2は土坑中より出土した破片を接合した資料である。この土器は第16号住居祉および第67号土坑か

ら出土している土器と同一個体の可能性がある。第110図1~3 1 は覆土中から出土した破片である。 1 .2・4

は押圧隆帯を貼り付けている。1は押圧隆帯の下部に縦位にやや薄めの隆帯を貼り付けた脇に押引沈線文を施

文している。2は横位のナデの痕跡を留め、その上に押圧隆帯を貼付している。10がこの破片と同一個体と

考えられる。 10は内面に煤が付着している。4は縄文が地文として施文されている。3は印刻文が刻まれて

おり、上端部に接合痕が確認されたが、擬口縁を呈している。5-7は平行沈線を施文している。7はレンズ

状のモチーフを描いている。 8~31は縄文を施文した破片である。 9 は内面の口縁部上部にも縄文を施文して

いる。なお、口唇部にはキザミが施されている。16・19・21・24・30・31は外面に煤が付着している。

これらの破片は概して焼成も良好であるが、 3はややあまい。

第113図5-7は打製石斧であるo 5は刃部と、基部が欠損している。6は基部が欠損している短鮒型と考

えられる。7は完形の石斧であり、援型である。

第 67号土坑 (第85図、第94図)

この土坑は第66号土坑、第54号土坑とならんで出土している。直径約1.2mの平面円形で、あり、深さはおよ 、

そ60cmを測る。断面の形体は、第66号土坑と同様に箱型を呈している。この土坑の覆土上層から中層にかけて、

形体の判明する土器が 3 倒体 (第 109図 3~5) と、その下部に離が一個出土している。

遺物 (第106園、第109図)

第109図3-5が一括して出土した遺物である。3は、縄文を地文とした比較的薄手の土器であり、焼成も

良好で、胎土も堅紙である。縄文は口縁部にまで施文され、屈曲部まで結節浮線文を貼付し、その下部から

「く 」字状に屈曲する頚部までは抑圧隆帯を施文している。なお、体部は一度大きく屈曲してから底部に続く

器形である。また、内面の口縁部には l条の隆帯が巡らされている。この土器の頚部の外面と、内面頭部には

煤が付着している。底部は欠損している。5は頚部が強く屈曲している土器である。口縁部には結節浮線文

が貼り付けられている。焼成は良好で、、胎土も綴密であった。3'5は共に口縁部が波状を呈し、 3単位に波

長を変化させている。4は、底部が「く 」字状に屈曲し、口縁部も大きく開く器形と考えられる。頚部には横

位に抑圧隆帯が貼り付けられていたと考えられるが、剥離し、ほとんど残存していない。焼成は良好で、ある。

第 106図 30~33 も覆土中から出土している。 31は幅広の粘土を器面に貼り付けた後に、半裁竹管状工具に よ

って平行沈線文を施文している。やや砂粒が多いものの焼成は良好である。30は縄文を地文として結節浮線文

を貼付している。口縁音1Iは抑圧によって波状を呈している。焼成は良好である。33は内、外面共に横方向のナ

デ調整の痕跡をとどめた土器である。32はやや焼成のあまい土器で、外面に微妙に隆線文が施文されているよ

うに考えられる。
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第W章 遺構と造物

第 93号土坑 (第98図)

この土坑は CM-77から出土している。直径約0.9m、深さ約20cmを測る断面皿状の形体の土坑である。覆

土は中心部を暗褐色が土で占め、周辺部は黄色系の土が堆積している。この土坑は覆土中層から磯が出土して

いるが、遺物はほとんど出土していなし、

遺 物 (第100図、第111図)

第110図37、第111図2がこの土坑から出土している。第111図2は口縁部である。断面測量のため、口縁部

の傾きはもう少し内傾する可能性もある。文様は、器面全体に半載竹管状工具によって平行沈線文が施文され

ている O 外面には若干煤が付着している。また、焼成は良好である。なお、胎土には砂粒が多く混入されてい

る。第110図37は縄文を施文した破片である。

第 111号土坑 (第100図)

CF-82付近から出土している。長辺1.2m、短辺0.9mの長方形を呈する。深さは約30cmで、断面皿状を呈

している。この覆土中からは、多数の遺物が出土している。土層を観察すると、覆土の堆積状況は、土坑西部

から一方的に土砂が流入してきている様子を伺わせ、ほかの土坑とは堆積状況に追いがみられる。

遺 物 (第111図、第112図)

第111図4~ 19、 第 11 2図が土坑から出土 した遺物である。 第 112図 1 ~22は覆土下層~底部付近で出土 し、

図面に記録して取り上げた遺物である。縄文のみ施文されているもの(1・5・6・10・12・15・17・19)、縄文

を地文として上部に結節浮線文を施文しているもの (4・8・9・18・21)や浮線のみを貼り付けるもの (3)、

また、地文を持たずに結節浮線文を施文しているもの (14)がみられる。4と16、5と37・38はそれぞれ同一個

体である。そのほか、 20・22は平行沈線で施文されているもので、特に20は平行沈線文で描いた菱形文の中心

部の粘土を印刻文状に扶りと っている。なお、8は浅鉢の破片と考えられ、体部外面には接合痕を留めた上に

縄文を薄く施文している。総じて焼成は良好であるが、 18.19は砂粒の混入が多く、ややもろい。また、 1 . 

7・8・14・17の外商と、 11.19の内面には煤が付着している。

第 111図 4~ 19 と 第 112図 23~46は覆土中から出土 した破片である 。 これらの造物は文様によって大きく 5

種類に分類することができる。まず、平行沈線文によって施文された土器(第111図4-6)であるが、5は

三角文の中の器壁を扶りとり 、印刻状の文様としている。6は外面に煤が付着している。5は明褐色を呈し、

そのほかの破片は褐色を呈している。焼成は良好である。つぎに押圧隆帯を貼り付けた土器 (第111図7・8) 

があげられる。8はヘラ状工具によってキザミを施文している。7は焼成はあまい。両者共に褐色を呈してい

る。また、第111図9、第112図24-30・32・46は縄文を地文として上部に結節浮線文を貼り付けている、多く

の破片が焼成良好な土器であるが、第112図32は砂粒の混入が多く、ややもろい。そして無文部に結節浮線文

を施文する破片も出土している(第112図31・33)。そのほか、平行沈練文を施文した後に、この文様に直行す

るようにキザミをいれている土端 (第112図34-36)や、縄文を地文としてその上に浮線文を貼付する土器が

みられる (第112図39-43)。また、縄文のみを施文する破片も出土している (第111図10-19)。これらの土

器は焼成良好であり、 12・13・18が淡褐色を呈しているほかは暗褐色系の色調である。

なお、第111図 10・11・15・18・第112図28・33・41は外面に煤が付着しており、第112図32・42は内面に、ま

た第 112図46は両面にそれぞれ煤が付着している。

- 96一



2 土坑

第 137号土坑 (第102図)

DL-61付近を中心に検出されている。第128号と第129号土坑に切り合って出十ーしている。残存している部

分でみると、直径1.4m、深さ35cmを測る。この遺構からは縄文時代早期の遺物が出土している。

遺物(第108図)

第108図13・14がこの遺構から出土した遺物である。13は縄文を施文した後にヘラ描沈線を施文している。

口唇部も同様に縄文を施文した後に沈線を施文している。胎土中に雲母や砂粒が多く混入されており、焼成は

良好で、あるがややもろい。14は竹管状工具による沈線文が施されている。砂粒が多く混入されており 、やや

もろい。両者共に外面は淡褐色系の色調、内面は暗褐色系の色調である。

第 142号土坑(第85図、第104図)

BC-58から出土している。重機による表土除去作業中に、須恵器の破片が出土した時点で、遺構検出面よ

り深く掘削していることに気づいたため、遺構の上部および遺物の一部を破壊してしまった。短径1.1m、長

径1.2mの楕円形のフ。ランで、前述のとおり掘削が深くまでおよんでしまい、残存した深さは約15cmで、あった。

遺物(第111図)

第111図20がこの土坑から出土している。口径約45cm、残存高約35cmを測る。大部には全面に平行タタキ

目が確認できるが、内面には工具痕を留めていない。

〆r4号

786.0∞m 

。

5 

時褐色土(黄色味をおび、黄色小粒ややまじる)

陪褐色土 (黄色味をおび、黄色小粒ややまじり、

炭まじる)

H音褐色土(黄色土ややまじる)

晴褐色土(黄色土との混合土)

5 階褐色土 (やや粘質)

6:日昔褐色土

7・黄色土

8 暗黄褐色土 (黄色土粒ややまじり粘質)

1m 

第84図土坑実測図(1)

一-97一一

5号 、く人

785初Om

l 黒色土
2 : P青褐色土 (黄色土とやや炭がまじる)

3 巣色土 (炭ややまじる)

4 :暗縄色土

5:暗褐色土 (焼土粒まじる)

6 : I暗褐色土 (黄色土粒多くまじる)

7 暗褐色土 (黄色土粒ややまじる)

呂 暗黄色土 (暗賛褐色土まじる)

9 : B~褐色土 (黄色土粒と焼土まじる )



第W章 遺構と遺物

65号

惜
眠
1

引

v
気
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て〉

¥何 142号

~ 

0 切m

第85図土坑 実 測図 (2)
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H苦褐色土(やや黄色味をおび、炭まじる)

黒褐色土(やや褐色味をおび、炭まじる)

日昔黄褐色土 (黄色土粒まじり、炭ややまじ 一一一

る)

4 暗賞褐色土 (炭ややまじる)

5 黒褐色土(黄色味をおぴ、黄色土粒含み、

炭多量にまじる)

時黄色土 (やや褐色味をおびる)

黄色土
H音質褐色土 (炭まじり、暗褐色味が強い)

9: H音黄色土

10暗黄色土 (黄色土粒と炭ややまじる)

11 踏黄色土 (黄色味が強い)

12黄色土 (炭ややまじる)

13 暗黄色土 (炭ややまじる)

14 暗黄色土 (しまっている)

/1号

-@-

メr ~ 号

匂

785.700m 5 6 

l 黒筒色土

2 黒褐色土 (黄色小粒ややまじる)

3 : 0音褐色土 (黄色土ややまじる)

4 黒褐色土(黄色小粒多くまじる)

5 黒褐色土 (やや黄色味をおび、黄色土粒ま

じる)

黒褐色土 (黄色小粒多くまじり、やや黄色)

黒筒色土 (黄色小粒ややまじり、下層にag:
黄褐色土まじる)

8 日昔褐色土(黄色土と黄色小粒ややまじる)

9 暗褐色土

10 階黄色土 (og黄褐色土との混合土)

11: og褐色土 (s音黄褐色土との混合土)

12: s音黄褐色土 (階黄色土やや混入、黄色土粒

やや混入)

13・暗褐色土 (暗黄色土やや混入、黄色土粒や

や混入)

14 暗褐色土 (黄色味ややおびる)

15 日音質褐色土 (黄色味が強い)

16 日奇貨褐色上

17 暗黄色土(黄色土まじる)

18暗賛褐色土(黄色土まじる)

19 崎賞褐色土 (黄色土粒まじる)

20 暗褐色土 (黄色味をややおび、粘質)

21: s音褐色土 (粘質土)

22: H音賛褐色土 (粘質土)

メf 2号

786.000m 

2 

5 

メfグ 6号

793.8∞m 

16 

階褐色土(黄色土多くまじる)

暗褐色土 (黄色土まじる)

日昔褐色土 (黄色小粒まじる)

階褐色土(やや黄色味をおび、黄色土粒

まじる)

5 暗褐色土 (階黄色土と略褐色土の混合土)

6 暗黄色土 (時褐色土との混合土)

7 階黄褐色土 (黄色土まじる)

8:U音褐色土 (やや貨色味をおび、製っぽい)

9: 01¥'黄色土 (やや崎褐色味をおびる)

10・08'縄色土(時黄色土まじる)

II 暗黄色土 (黄色土と陪褐色土まじる)

12 黄色土 (階黄色土まじる)

13 階黄色土 (黄色土粒まじる)

14: 01¥'黄色土 (黄色土粒多くまじる)

15. D~j古色土 (褐色味がかる)

16: ai'i黄色土 (褐色味がかり、黄色土粒やや

まじる)

17 時黄色土 (暗褐色味が強い)

第86図土坑実測図 (3)
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2. 土坑

H音褐色土
日音褐色土(やや黄色味をおび

る)

H音褐色土 (黄色土ややまじる)

暗褐色士 (やや黒味をおび黄

色土混じる)
5:U音賀補色土

6 黄色土 (やや階い)

7 賞色土 (暗褐色土と黄色土が

交互にまじる)

階黄褐色土(褐色味が強い)

目前島色土 (黄色粧ややまじり、

やわらかい)

10: Bg褐色土と黄色土の混合土

(やわらかい)

時

/
 

794.5∞m 

5---¥1¥1 ¥ -ア-

3~\_2- )4) 
¥10、ふご__.-/A 
'--必主主ミ三pι-8

1¥9.T-. 
6 7 

日音褐色土 (黄色小粒多く含む)

s;'fi褐色土 (黄色土まじり、黄色小粧

やや含む)

3 崎賞褐色土 (暗褐色味が強く、黄色

小粒やや含む)

H音質褐色土 (やや黄色い)

ag賞褐色土 (黄色土まじる)

黄色土 (階黄色土まじる)

7 時黄色土(ややしまっている)

8 暗黄色土 (黄色味が強い)

9: og褐色土 (黄色味をおびる)

10・B:!賞褐色土 (黄色土ややまじり、や

や黒い)

o 1 m 
ヒコ三=乞二ニ- ニゴ



1: 
1 黒褐色土

一一一2 暗褐色土 (H音質褐色土まじる)

3 : a音質褐色土
4 日昔貧褐色土 (黄色粒まじる)

6 褐色土 (やや黄色味をおび、黄色粒少しま

じる)

7 暗黄褐色土 (黄色土と黒褐色土との混合)
8 崎黄縄色土 (黄色味やや強い)

9: Bll'黄色土 (日音褐色土まじる)
10 暗黄色土 (非常にし まっており、黄色土粒

多くまじる)

11 黄色土
12 黒褐色土 (時褐色土まじる)

¥ 
a~ 

じ〉よ

第W寧遺構と造物

¥ 
8号

787.400m 

4' 

12号

13号

A A' B s' 

798.200m 798.2∞m 

¥ 14 ~号
一戸中 R弓合

4 

暗褐色二七(やや黄色味をおびる)
暗黄褐色土 (黄色味が強い)

自E黄褐色土

4 黒褐色土
4' 黒褐色土とH昔黄色土の混合土

5 暗黄褐色土(褐色味が強い)
6 暗黄色土
7 晴黄色土 (やや暗褐色味がかり、黄色

4' 土粒ややまじる)

8 : Bll'黄色土 (黄色土粒多くまじる)

9 暗黄褐色土 (黄色土粒まじる)
10: H音黄色土 (精褐色土まじる)
II 黄色土 (やや暗い)
12 黄色土 (かたい、ハードローム、階褐

色土まじる)
13 黄色土 (かたい、ハードローム)

796.7仰m

10 

10号

787.900111 3 

4 9 

1: B音褐色土 (黄色土粒多くまじ

る)
2 : B音質褐色土 (黄色土粒多くま

じる)
3 : B音黄褐色土 (黄色土粒少量ま

じる)

4 : B音質褐色土 (貧色土まじる)

5: s音賛褐色土

l 踏褐色土(黄色土粒多

くまじる)
暗黄褐色土

H音質褐色土(黄色土粒
少量まじる)

4 黄色土

15号

。
797. 300m 

7 

100一

第87図 土坑実測図 (4)
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2

一3
4

5

6

7

8

9

797.700m 

2 

司王万
3 4 

暗褐色土 (焼土・炭多くまじる)
暗褐色土 (焼土ややまじる)

暗褐色土 (やや褐色味が強〈、焼

土ややまじる)

4: Bll'黄褐色土

¥ 
l 黒褐色土
2 : Hi奇褐色土 (やや黒い)
3 黒褐色土と黄色土の混合土

4 陪褐色土
5 陪賞褐色土

6:暗黄褐色土 (黄色味が強い)
7 時黄褐色土(黄色土粒まじ

る)
8 :暗黄褐色土 (黄色土粒やや

まじる)

9 :黄色土 (暗黄褐色土まじる)

0 1m 



xk¥
一号。

平今デ

l 黒褐色土

2 : a音黄掲色土(黄色土まじ

る)
3 :黄色土

19号

JU 
798筑泊四

¥X'¥，-_2 な7
¥ l 4"--3 泊'--L--5

¥ "'-ノ.r-t6
'- '>話/8/

22 号

797官わm

1: 8音褐色土 {やや黄色小粒まじる)

2 : 8i}褐色土(やや黄色味をおびる)

3 : H音質褐色土 (縄色味が強い)

4 : a昔前色土 (時賞褐色土まじる)

5: 8音黄褐色士 (黄色土粒ややまじる)

6 黒褐色土
7 陥黄褐色土 (褐色味が強い)

8 暗黄褐色土

9: 1暗黄色土 (黄色土粒ややまじる)

10:日青賞色土 (黄色土まじる)

11: 8:l'黄色土

1: n古賀褐色土 (暗褐色土との混合土)

2 黒褐色土

3 暗褐色土 (やや黄色味をおびる)

4 : n音賞褐色土 (やや褐色味を強い)

5 階黄色土 (やや褐色味をおびる)

6:8音黄色土(黄色土粒ややまじる)

7 黄色土 (暗黄色土まじる)

8 黄色土(ややngく、 H音黄色土まじ

る)

7長茄 m 一一 1: n:l'褐色土
2 :暗黄縄色土 (黄色土との混合土)

3 : H音質褐色土(やや黄色味をおび、黄色

土まじる)

階褐色土 (やや黄色味をおびる)

B~黄色土 (暗褐色土まじる)
日昔黄色土 (黄色土まじる)

陪黄色土(黄色土粒まじる)

H音黄色土 (やや褐色味をおび、黄色土

粒まじる)

9 黄色土 (暗黄色土まじる)

10 暗褐色土 (黄色土ややまじる)

11 黄色土

2. 土坑

18号

798.4∞m 
一一ー1:B音褐色土

2: nil':iJl:褐色土(黄色土ま

じる)

3 暗褐色土(やや黄色味

が強い)

4 : 8音黄色土 (黄色土まじ

る)
5 暗黄色土 (黄色味強く、

黄色土まじる)

6 暗賀褐色土 (黄色味強

7 黄色土 (nil'黄褐色土や
やまじる)

8 黄色土(しまっている、

ハードローム)

9 暗黄褐色土 (黄色土粒

まじる)

799α旧m

8 

23号

799.5∞m 

8 

- 101-

第88図土坑実測図 (5)

! 日青褐色土(黄色土ややまじる)

2・暗褐色土 (黄色味をおびる)

3・暗賞褐色土 (黄色土まじる)

4 暗賞褐色土(黄色味が強〈、

黄色土多くまじる)

5:暗黄褐色土 (黄色味が強 〈、

黄色土粒多くまじる)

6 黄色土(ややH青u、)
7 黄色土 (8音質褐色土まじる)

8 暗策褐色土 (暗黄色土まじる)

9 黄色土

H音燭色土

H音褐色土(黄色小粒まじる)

H音質褐色土 (黄色土少量まじる)

暗黄褐色土 (褐色味が強い)

P~黄褐色土 (黄色土校多くまじ
る)

6:a音黄色土 (糞色土粒まじる)

7 階黄褐色土 (黄色土粒少しまじ

る)

8 時賞縞色土
9: sil'黄色土(黄色土ややまじる)

10質色土(時黄褐色土まじる)

日 黄色土と8;''st褐色土の混合上

12:暗黄褐色土 (しま っている、黄色

土粒まじる)

13 日音質褐色土(しまっている、黄色

土粒多くまじる)

01m  



第N輩遺構と遺物

51号

786.9∞m 

12 

28号

@ 
794.8∞m 

2 

¥ 
24号

l 黒褐色土 (褐色味がやや強い)

2 暗褐色土 (やや黄色味がかる)

3:暗賞褐色土 (黄色土まじる)

4 : A音褐色土 (炭・黄色土まじる)

5 : ~音質褐色土 (暗褐色土多くまじ
る)

6: a音黄色土 (黄色土粒ややまじる)

7 : D;J黄色土 (晴縄色土まじる)

7 8 暗褐色土 (炭ややまじり、黄色

土多くまじる)

9 階筒色土 (1<色土との混合土)

10黄色土 (H音褐色土との混合土)

11:黄色土 (暗褐色土ややまじる)

12: A音質色土 (しまっている)

25号

797.6∞m 

12 6 8 

7%ぽ旧m

29号

¥ 
1: Hg褐色土 (やや黄色味がかる)

2 暗褐色土(時黄色土まじる)

3:~音褐色土 (炭ややまじる )

4 暗褐色土 (黄色土ややまじる)

一-5:H音縄色土(黄色小粒ややまじる)

6 : A音褐色土 (黄色小粒多くまじる)

7:時黄褐色土 (黄色土・黄色土粒ま

じる)
8 暗黄褐色土(黄色小粒まじる)

9 暗黄色土 (黄色土まじる)

10: A音質褐色土 (黄色味強い、黄色土

粒ややまじる)

11 階黄色土 (暗褐色土まじる)

12 階黄色土(しま っている)

13 カクラン

ng.褐色土 (黄色小粒やや含む)

暗褐色土 (黄色小粒多く含む)

暗褐色土 (黄色小粒多く含む、

黄色土粒多く含む)

H音褐色土 (黄色土まじる)

暗賞褐色土 (暗褐色土多くま

じる)
6 暗賛褐色土 (暗褐色土多くま

じり、黄色味が強い)

7: a古賀褐色土 (黄色土まじる)

8 階黄色土 (黄色土粒まじり、

やや褐色味をおびる)

9 黄色土 (P音黄色土まじる)

10 階黄褐色土 (黄色土粒多くま

じる)
11 暗賞褐色土 (しまっている)

¥ 
暗褐色土(黄色小粒やや含む)

暗褐色土 1(黄色小粒やや含み、

やや黒昧をおびる)

。1: H;J街色土 (黄色小紋ややま

じる)

3 暗褐色土 1I (黄色小粒やや含み、

やや黒味をおびる)

4:H音賛褐色土 (暗褐色土まじる)

5 階褐色土(黄色小粒多く含む)

6 階褐色土(黄色小粒多く含み、

黄色土まじる)

7 暗黄褐色土 (時褐色土まじり、

黄色味が強し、)

8: H音褐色土 (黄色小粒多く含み、

やや巣味をおびる)

9: a音褐色土 (黄色小粒黄色土粒

ややまじる)

10: a~褐色土(黄色小粒ややまじり、
やや黄色味がかる)

日時黄褐色土 (黄色土ま じる)

12: P音褐色土 (やや黄色味がかる)

13 日音質褐色土 (黄色土粒まじる)

794.7'∞m 

第89図土坑実測図 (6)

- 102一

2 暗褐色土 (黄色小粒多くま

じる)

3: p;J褐色土 1(黄色土ややま

じる)

一一 4:A音質褐色土 (黄色土ややま
じる)

5 階褐色土 (黄色土多くまじ

る)
6・B3=褐色土 日 (黄色土ややま

じる)

7 暗褐色土

8 階褐色土田 (黄色土ややま

じる)

9 黄色土

01m  



30号

匂
794 .3∞m 

32号

791 800m 

一日'"1 i三ん1
7--L \b 又~5モ三手-4

8 

34号

788恒治m

E手ヨ

LK¥ 

6 

1. P音褐色土 (黄色小粒多く含む)

2 : H音質褐色土 (暗褐色土含む)
3 暗褐色土 (やや黒味をおびる)
4 暗褐色土(やや黄色味をおびる)

5 : P音褐色土 (黄色土粒多く含む)

6:P音褐色士(黄色土やや含む)

7 : P官賞褐色土 (褐色味が強く、黄色
土粒含む)

8:"音黄色土 (暗褐色土まじる)
9:H音黄褐色土(しま っている)

黒褐色土 (黄色小粒含む)
Bj}黄褐色土(黄色小粒多く含み、時
褐色土まじる)

3 暗黄褐色土(黄色小粒やや含み、褐
色味をおびる)

}賭黄色土 (Hg褐色土まじる)

Hfj黄褐色土 (日音掲色土まじり、黄色

小粒多く含む)
6 暗黄褐色土(黄色味が強く、黄色小

粒と黄色土粒まじる)

7 暗黄色土 (暗褐色土まじり、黄色小
粒含む)

8 暗黄褐色土 (しまっている)

1: H音褐色土 (黄色小粒やや含み、黄色

土まじる)
H音褐色土(黄色小粒ややまじる)
日音黄侮色土 (黄色小粒多く含み、自E
禍色土まじる)

4 : H音質褐色土 (黄色小粒多く含みしま
っている)

5: H音黄色土

31号

794 凹泊m

2ー とミー了でアフ
'¥¥._ ~ 6/ 、下 3I V ( 

¥ 4 ¥_':' ¥ 
"-./5 J { 

-
8'" 、一工 、

¥ 33号

791.8ωm 
12 

\9 K 3~ -;--て疋7
W込 4子三ベ ト 7

11 6 8 

2 土坑

時褐色土 (黄色小粒多〈含む)
暗賞褐色土(黄色土と黒褐色士まじ
る)

3 黒褐色土 (日百貨褐色土と黄色小粒含

む)
4: Hg黄褐色土 (黄色土粒と暗褐色土含

む)

5 : "音褐色土(やや黄色味をおびる)
6: a音黄褐色土 (暗褐色土と黄色土まじ

る)
7: Hg褐色土 (やや暗く、黄色土ややま

じる)
8 黄色土

I 賭褐色土 (黄色小粒含む)

2: H音褐色土 (黄色小粒多く含む)

3 暗褐色土(黄色土やや含む)
4 階褐色土 (黄色小粒多く含み、

黒褐色土ややまじる)
5 暗褐色土 (陪黄色土まじり、黄

色小粒含む)
6:P青賞褐色土 (ag黄色土まじり、

黄色小粒含む)

7 暗黄色土 (黄色土まじる)
8:"音褐色土(やや黒味をおびる)

9 黄色土
10: ag黄色土
11 暗賛褐色土 (黄色土粒ややまじ

る)
12 カクラン

787.800m 

ロ平~に4

- 103-
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暗褐色土

日宮黄色土 I
Bg黄褐色土
暗黄色土 H
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第W章 遺構と逃物

/ヤブc:;:;=- 36号

;じ
786. J∞m 

立てTア-;-;土J
¥ ~ '----.-/ _) 5 / 
" 6 "--...L _j___.イ

お5.7∞m

37号 ¥ 

(f) 

l 暗褐色土

2 階褐色土 (やや黒味をおびる)

3 : n音褐色土 (やや黄色味をおびる)

4 : n音褐色土 (貰ー色土ややまじる)

5: all'褐色土 (黄色土多くまじる)

6: n音質褐色土(賛色土多くまじる)

¥
 

786. J∞m 
I 暗褐色土 1
2 暗褐色土E
3 晴樹色土E
4 : B~策褐色土 I (黄色土との混合土)

5: all'賞縄色土n(黄色土との混合土)

6 : all:黄色土可ミP

40号 、

39号

785.6(氾m

、ミ五/

¥ 
-(0-

l 時褐色土 (やや黄色味をおび貧 785.7'∞m 

色土まじる)

2 : H音褐色土 (黄色土まじる) ¥三~こごTフr
3 : H音燭色土(黄色土多く まじる) ¥.乙4二三工Y 、 3

4 前色土 (暗褐色土まじる) ， 786.2ωm 

主主孟ヲ
第91図土坑実 測 図 (8)

- 104一

l 暗褐色土

2:目前自色土 (黄色小粒やや含む)

3 : a，音褐色土(黄色小粒多く含む)

4 階黄褐色土 (黄色小粒多く含む)
5 暗褐色土 (褐色味が強く、黄色小

粒多く含む)
暗黄褐色土 (黄色土まじる)

H音褐色土 (黄色土、黄色小粒やや

まじる)

8 暗褐色土(黄色土多くまじり、黄

色小粒ややまじる)
9:暗黄褐色土 (黄色土多くまじり、

黄色味が強し‘)
JO 暗黄褐色土(黄色土多く まじり、

黄色小紋多くまじる)
II 黄色土(階褐色土ややまじる)

12: all'黄褐色土(黄色土粧ややまじり、

黄色味が強い)
13 :黄色土(階褐色土ややまじる)

14 黄色土(階褐色土多くまじり、黄

色土粒多くまじる)
15 暗黄色土
16暗黄色土 (しまっている)

日音褐色土

暗褐色土 (黄色土まじる)

H音褐色土 (黄色土粒多く まじる)

暗黄色土(陥褐色土まじる)

暗褐色土 (黄色土ややまじる)

時褐色土(黄色小粒まじり、 1ti.色
土まじる)

ag-褐色土 (黄色味をおびる)

H音黄褐色土 (黄色土まじる)

o 1m 

一一



42号

787.41∞m 

788.2∞m 

ロ3らb-
l 階褐色土 (やや黄色味をおびる)

2 暗黄褐色土 (Hi}褐色味が強い)

3: B:'l賞褐色土 (暗黄色土まじる)

-0-
48宅

同志フ
1: n音褐色土 (しま った土)

2: n音褐色土(やや黄色味をおびる)

3: B:'l1lt褐色土 (黄色土まじる)
4 黄色土

、くヘ
43号

785.71∞m 

、、X
¥

一。
7邸 似加

4宅三J-z
1: B:'l褐色土(賞色小粒多くまじる)

2 暗黄色土 (黄色土多く まじる)

3: H音!被褐色土 (炭ややまじる)

4 黄色土

2. 土 坑

-¥ 
788.3∞m 

せ巧~

1: H音褐色土
2 : H昔褐色土 (黄色土ややまじる)

3 時黄褐色土 (黄色土まじる)

4 賞色土 (地山)

47号

788目見m

、さ2_cム
1: H音褐色土
2 暗褐色土(階黄色土まじる)

3 階褐色土(やや盟味をおび、黄色土やや

まじる)
4 暗黄色土 (やや褐色味をおびる)

5 : a音質褐色土

19号 ¥ 

日
50 {j 

788.7∞m 

789.1∞m 

むち~¥8¥ 1 / V 
¥ I>--_ '-<子戸ー3

¥ 11よy ヲr--4

5 6 

l 黒褐色土

2: Bi}褐色土 (黄色小粒多くまじり、やや黄色

味おぴる)

3: H昔褐色土 (黄色土多くまじる)

4 : B:}褐色土(黄色小粒多くまじる)

5 : H音褐色土(黄色小粒ややまじる)

6: B;I;褐色土 (黄色小粒と暗黄色土ややまじる)

7 暗褐色土 (黄色土と黄色小粒多くまじる)

8 時賞褐色士 (階褐色土多くまじる)

第92図土坑実測図 (9)
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1: H音褐色土 (黄色土粒多く まじる)

2 暗褐色土 (黄色小粒多くまじり、炭ややま

じる)

3 : n音黄褐色土 (褐色味が強〈 、黄色土まじる)

4: Bi}賞褐色土

5 : Bi}貰ー褐色土(暗黄色土と暗褐色土の混合)

o 1m 

一 一



6 

1 陪褐色土(やや明るい)

2 : 0音褐色土
3 暗褐色土 (やや黒味がかり 、黄色味をおびる)

1 :時褐色土 (やや黄色味をおび、炭ややまじる)
5 暗備色土 (やや黄色味をおび、炭多く まじる)

6 時褐色土(やや黄色味をおび、炭多くまじり 、し

まっている)

7:暗褐色土 (黄色土まじる)

8 : Hi}賞褐色土 (黄色土まじる)

)

)

:

4

)
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第W章遺構と遺物

52号

788.3∞m 

789伎町田
2 

6草草

787. 200m 

を出:5
l 階褐色土 (黄色小牧多くまじる)

2:日音褐色土 (0音褐色土まじる)

3 暗褐色土 (0音質褐色土まじる)

4 : 0青褐色土 (暗黄色土まじる)

5:暗賞褐色土(暗褐色味がかる)

、人

o 
X
、
ペ
ト内

)

53号

789.8α)m 788.8∞m 

3芯三ケ 56~昌
l 晴樹色土(黄色小粒ややまじる)

2 階褐色土(暗黄色土多くまじる)

3 : Di}褐色土 (11音黄色土ややまじる)

4 : Di}褐色土 (やや黄色味をおび、黄

色土粒ややまじる)

1: 0昔褐色土 (黄色土粒多くまじり、黄

色味がかる)

2 : D~縄色土(黄色土ややまじる)
3 : H音褐色土 (黄色土まじる)

4 : H暗質褐色土 (暗褐色土ややまじる)

5 日音褐色土 (黄色土多くまじる)

6: Oi}黄色土
7: 0l1i~褐色土 ( しま っ ている )

¥ 
0-

789.1∞m 

57 ~ 

1-そ三三アー3

789.1∞m 

59号 ¥久

E宣
1: n音補色土(黄色小粒、土粒多く

まじる)

2: 11音褐色土(黄色土多く まじる)

3: I暗褐色土(やや黄色味がかり、

黄色小粒、土粒多くまじる)

4 暗黄色土(暗褐色味がかる)

5: D:}賞褐色土(暗褐色土まじる)

6: D:}賞褐色土 (しまっている)

¥ 
〆之、
¥ Jハ 1: Rrr-禍色土 (黄色土多くまじり、

¥ /イ 黄色小粒多くまじる)

""'-"'--一_// 2 H音街色土(黄色小粒ややまじる)
3 : H音褐色土 (黄色土多くまじる)

4 : D音褐色土(やや黄色味をおびる)

1 :暗賛褐色土 (褐色味が強い)

2 :時褐色土 (黄色土粒ややまじる)

3 : H音質渇色土(黄色土粒ややまじる)

fu 
60号

790αlOm 

百二三文
789.800m 

l 暗褐色土 (黄色小粒ややまじる)

2 暗褐色土(暗黄色土多くまじる)

3: D:}褐色土
モ￥戸

o 1m 

一一
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2. 土坑

号。
63号

789捌 m

790. ¥∞m 

〕ミ再1 巴三万 787.2∞m 

l 暗黄色土(黒褐色土まじる)

2 黒褐色土

3 黒褐色土 (時黄色土ややまじる)

4 黒褐色土(やや掲色味が強い)

5 : ~:!i掲色土 (黄色土粒多くまじる)

暗褐色土 (黄色士ややまじる)

暗褐色土 (U音黄褐色土・黄色土多

くまじる)

3 : n音褐色土(やや黄色味がかる) 6 

65号

暗褐色土
日音褐色土(やや黄色味がかり、 1古色
土ややまじる)

暗褐色土 (黄色土多くまじる)

H音補色土 (やや黒味がかり、黄色土

ややまじる)

5 日E褐色土 (やや黒昧がかる)

6: Bi¥'黄褐色土 (しまっている)

7 暗黄色土 (しまっている)

¥ 

主三三ナ
建主主2

1 暗褐色土 (黄色土粒ややまじる)

2 階黄褐色土 (j黄色土多くまじる)

3 :暗褐色土 (黄色土粒・炭ややまじる)

4 階褐色土 (やや黄色味がかる)

5: s音賞褐色土 (黄色土まじる)

7湖町Xlm

787.9∞m 

H音褐色土 (黄色土多くまじる)

時褐色土 (やや黄色味がかか黄色土多

くまじる)

3 階褐色土(やや黒味がかる)

4 階黄褐色土(1暗褐色土まじる)

5 : ng.賞褐色土 (黄色味が強〈、黄色土多く

まじる)
6・暗賞色土

66号

¥ 
-Q-~ 

1: n音褐色土 (黄色味がかり、黄色

小枝多くまじる)

2 硲絹色土(黄色土黄色小粒多

くまじる)
暗褐色土 (黄色土との混合土)

暗褐色土 (黄色土粧・黄色小粒

多くまじる)

5 黄色土 (地山)

6 日産費褐色土 (黄色土多くまじる)

7 階褐色土(黒褐色土・炭ややま

じる)
8: n音褐色土(炭ややまじる)

9 陥黄色土 (褐色味がかる)

10 暗褐色土(黄色味がかる)

II 暗黄色土(黄色土まじる)

12 12 階黄色土

13 暗黄色土(暗褐色土粒多くまじ

る)
14 壁褐色土

2 

.E主主

!f.，褐色土 (黄色小粒多くまじる)

H音褐色土 (黄色土ややまじり、黄

色小粒多くまじる)

3 時黄色土 (階褐色土まじる)

4 : n音質褐色土 (黄色土黄色土粒ま

じる)
5 階褐色土(やや黒味がかる)

6 暗黄色土

7 黄色土
8: ng.黄色土 (黄色土粒ややまじる)

9 暗黄色土 (しま っている)

788.7∞m 

786.6∞m 

14 o 1m 

第94図土坑実測図 (11)
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第W章遺構と造物

68号

790.8∞m 

h手
9 4 7 

。
793.4∞m 

1 暗褐色土(カクラン)
2 階褐色土(賞色土粒 ・黄色小粒多く

69号

一

791.1∞m 
l 

l 暗褐色土 (黄色小粒ややまじり、賞

色味がかる)

2 暗褐色土 (黄色小粒多くまじり、黄

色味をおびる)
3 暗黄色土
4 : H音褐色土 (黄色小粒ややまじる)

5: Hll'黄褐色土(黄色小粒ややまじり、

まじる) -了、ケ可ιマー_ .4 黄色味が強u、)

3 黒褐色土 (黄色土粒多くまじる)

4 喧褐色土 (黄色土粒ややまじる)

5 暗黄色土 (暗褐色土多くまじる)

6 階黄色土

¥3¥/2 ">ζ¥ 6:R音黄褐色土 (黄色小粒ややまじる)

7 暗黄色土 (やや褐色味がかる)

7 : U音黄筒色土 (黄色小粒多くまじる)

8 暗黄色土(やや褐色味をおびる)

11--ヤ{-<e5"J，I 
l口 、H

9 6 

8 暗黄褐色土 (しまっている)
9 : [音褐色土 (しまっている)

10 暗黄褐色土

11 暗黄褐色土(褐色味が強い)

9 黒褐色土

l 暗褐色土 (黄色小粒ややまじる)

2 : [音褐色土 (黄色小粒ややまじり、炭やや

まじる)

精褐色土 (貨色小粒多くまじる)

日苦褐色土 (やや黄色味がかり、黄色小粒

多くまじる)

5 暗黄褐色土(黄色土多くまじる)

6 : H音褐色土 (黄色小柱ややまじる)

7: n昔黄褐色土 (0音褐色土ややまじり、黄色

土粒少しまじる)
8 暗黄褐色土 (褐色味が強い)

9 暗賛褐色土 (H音黄色土ややまじる)

10 暗黄褐色土(しまっている)
11: n音質褐色土 (黄色味が強い)

795.4∞m 

l 暗褐色土 (やや黄色味をおび、黄色小粒やや

まじる)
暗褐色土 (黄色小粒ややまじる)

階褐色土と時黄色土の混合土

4 階褐色土 (やや黒味をおびる)

5: n音黄色土 (暗褐色土多くまじる)

6 黄色土

72号 ¥ 

匂
796.2∞m 

6 9 

1: n音褐色土

2 暗褐色土 (黄色小粒まじる)

3 暗褐色土 (やや黄色味がかか黄色

小粒多くまじる)

4 : H音褐色土 (黄色土ややまじり、やや

黄色味がかる)
5: H音質褐色土(褐色味が強い)

6・暗賞褐色土(黄色土ややまじる)

7 黄色土 (時賞褐色土まじる)

8:8音賞褐色土 (黄色土ややまじる)

9:日告黄禍色土 (黄色味が強く、黄色土

ややまじる)

10黄色土 (暗黄色土ややまじる)

11: H音質褐色土 (褐色味が強く、しまっ

ている)

12 :日音質褐色土(しまっている)

第95園土坑実測図(12)
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10 

796.7∞m 

76号 ¥ 

¥ 

l 暗縄色土 (やや黄色味がかり、賞

色小粒ややまじる)

2 暗褐色土 (やや黒味がかる)

3 暗掲色土(やや黒昧がかり、崎賞

色土ややまじる)

4 階褐色土 (黄色小粒ややまじる)

5 暗褐色土(黄色土多くまじる)

6 暗黄褐色土 (黄色土ややまじる)

7 階黄褐色土(黄色土多くまじる)

8:暗黄色土(階褐色土ややまじる)

9:木炭まじりの暗掲色土

即 時褐色土(貧色土ややまじる)

11 暗黄褐色土 (縄色味がかる)

12: B音黄褐色土 (しまっている)

13 階賞褐色土 (黄色土殺ややまじる)

l 暗褐色土 (やや黄色味をおび、黄色

小粒まじる)

2: H音褐色土 (暗黄色土多くまじる)

3:8音褐色土 (黄色味をおび、黄色小粒

多く まじる)

4 日昔褐色土 (賛色味をおび、黄色土や

やまじる)

786 . 100m 5 暗褐色土 (黄色味をおび、黄色小粒

2 ややまじる)

6 崎賞色土 (黄色土ややまじる)

7 日音褐色土 (黄色土粒ややまじる)

8 暗賛褐色土(褐色味が強く、階黄色

土;ややまじる)

9 時11<補色土(黄色土多くまじる)

10: D音質褐色土(黄色土と黄色土粒やや

まじる)
11 ・暗賞褐色土(暗褐色土と暗賞色土が

まじり、黄色小粒多くまじる)

12: n音質褐色土 (黄色土粒ややまじる)

丈一土(しまってゆ)

巳ヨ
794.1∞m 

暗褐色土 (黄色小粒ややまじる)

日音褐色土 (やや黒味をおび、黄色小

粒ややまじる)

3 暗褐色土 (黄色土ややまじる)

4 : H音褐色土 (黄色土多くまじる)

5:8音質褐色土 (Il;}褐色土ややまじる)

6 : 8g褐色土と暗黄色土の混合土

7 : n[;褐色土と暗黄色土の混合土 (6よ

り暗黄色土が多い)

8: Hlf褐色土 (やや製味をおび、黄色土

ややまじる)

9 :暗褐色土 (暗黄色土多くまじる)

10:時黄色土
8 11 暗賛色土 (1清褐色土ややまじる)

12: 8音質褐色土 (しまっている)

2. 土 坑

75号/つ~ ¥ 

796白河m

77号

792.4∞m 

79 号

I 暗褐色土(やや黒味がかる)

日音褐色土 (暗黄色ょややまじる)

aii褐色土 (やや黄色味がかる)

4: R音黄色土 (黄色土ややまじる)

5: III音褐色土(黄色味がかか暗褐

色土ややまじる)

6 黄色土 (暗黄色土やや混入)

7 暗賞褐色土 (黄色土粒多く まじ

る)

8:U音黄褐色土(黄色土多くまじる)

9 黄色土とH音質褐色土の混合土

10:階黄色土(陪褐色土ややまじる)

11: 1暗褐色土(やや黄色味がかり、

黄色土粒ややまじる)

入I
3 暗黄色土(やや褐色味がかる)

1 :暗褐色土(やや黄色味をおび、黄

色小粒多くまじる)

2 :暗褐色土と暗黄褐色土のまじり

3 : a音褐色土(やや黒味をおび、黄色

小粒多くまじる)

4 : a:l'褐色土 (暗黄色土多くまじる)

5 :暗褐色土 (掲色味が強く、黄色小

粒多くまじる)

6 暗褐色土 (黄色味をおび、黄色土

粒やや含む)

8 7: nl?i黄色土 (やや褐色味をおびる)

8:H音質褐色t (黄色土ややまじる)

9 暗縄色土 (黄色土粒多くまじる)

10 黄色土 (8音質褐色土ややまじる)

11 黄色土 (暗黄色土多く まじる)

12 陪黄色土 (しまっている)

13 暗賞褐色土(しまっている)

へロゾ暗褐色土
2 暗褐色土 (貨色土多くまじ

3 崎賀補色土 (賞色土多くま

黄色土(暗褐色土多くまじ

可さ三弓一
o 1m 
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第W章遺構 と遺物

一。
81号

80号

798日)()m
791虫泊m

可プ 疋p 792.2∞m 

5 

暗褐色土
aij褐色土 (Bil'黄色土多くまじる)
a~褐色土 (黄色土粒ややまじる )
黒褐色土 (黄色土粒多くまじる)

1 :黄色土
2: B音褐色土 (黄色土ややまじる)
3 黒褐色土 (黄色土ややまじる)
4 黒色土 (黄色土粒ややまじる)
5 暗褐色土 (黄色土ややまじる)

83号

。 84号

-0 
5寺主3

平手フ

86号¥
-0-

\ー~ 1 暗褐色土(褐色土に近い)

2: H音褐色土(黄色:1二ややまじる)

7包.8oom 一一一 3 : U青褐色土(やや黒味をおび、黄
1 3 2 色土粒ややまじる)

一 4 : B音褐色土 (やや黄色味をおびる)
ド4ご十~ 5 暗褐色土
斗£二:::z:::;:.-ノ 6:B音褐色土(黄色土多くまじる)

456  

788.3∞田

I 時褐色土 (やわらかい)
2 時褐色土 (黄色小粒やや含む)
3 暗褐色土 (黄色土ややまじる)
4 : n音褐色土(黄色土ややまじり、黄

色小粒多く含む)
5: Bi{黄褐色土 (黄色土多くまじる)

時褐色土(黄色小粒やや含む)
暗褐色土(黄色土やや含む)
日昔褐色土(黄色土多くまじる)

¥ 88号

87号

¥ _¥ 2 ~ 1ーでアI 4 

6~忌ぷ~76/
E べ¥入 二三乙二'_j 5 
8~~一千一一J

6 7 

1 暗褐色土 (炭ややまじり、黄色小
粒多く含む)
階褐色土
暗箱色土 (やや黒味をおび、黄色

小粒多くまじる)
時褐色土 (炭と黄色小粒ややまじ
る)

階黄色土(暗褐色士と黄色土多く
まじる)
al'i褐色土 (黄色土と黄色土粒多く
まじる)

7 階黄色土(階賞褐色土と黄色土粒
まじる)

8 黄色土(暗黄色土多くまじる)

7叩 100m 789.900m 

H音褐色土 (黄色小粒多く含む)
時黄褐色土(黄色土多くまじる)
暗褐色土 (やや黄色味をおび、黄色
小粒ややまじる)

4 : B昔縄色土 (黄色土多くまじり、炭と
黄色小粒ややまじる)

5 階褐色土 (黄色味をおびる)
6 : n青黄色土 (Bil'褐色土多くまじる)
7 : Bil'褐色土 (しま っている)
8 暗黄褐色土 (しまっている)

\ ， 1~一一フ-r

巳~3 バンヲL
，，-、、、、マ'一 /1 h dγ、¥可-ノ υ

8 7 
o 1m 

ヨ
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すり i 試揖のためのカクラン

2 暗褐色土(やや黄色味をおび、黄色小粒ややまじる)

3: ag褐色土 (黄色味をおび、炭ややまじり、黄色小粒多くま

じる)
4 暗褐色土(黄色上、黄色土粒多くまじり、炭ややまじる)

5:日音褐色土 (黒褐色土と炭と、黄色小粒ややまじる)

6 暗黄褐色土 (黄色土殺多くまじり、炭多くまじる)

7 黄色土
8: R音黄色土(暗褐色土まじり、炭ややまじる)

9: 時黄色土と B~褐色土のまじり(炭ややまじる)

10・時黄色土 (炭ややまじる)

11 階褐色土 (黄色土粒多くまじる)

12: ag褐色土 (黄色土松と炭多くまじる)
12 

ヘ
0-

¥ 
92号

787.8∞m 

B' -
93号

4ヰ事
A' 日

l 暗褐色土(黄色土粒まじる)

2 暗褐色土 (黄色小粒ややまじる)

3 暗黄褐色土(黄色土多くまじる)

4 暗褐色土と暗黄色土の混合土

5:黄色土(暗褐色土ややまじる)

6 黄色土(地山)

守72桂p
787紙泊m

xk 94号

790.4∞m 

7
 

下辺三マ

1: D音褐色土

2 暗褐色土と黄色土の混合土

3 時褐色土(黄色土粒多くまじる)

4 階褐色土 (黄色土多くまじる)

1 :暗褐色土(黄色土粒ややまじる)

2 暗褐色土 (黄色土粒多 くまじる)

3 黄色土

第98図土坑実測図(15)

2. 土坑

90号

787.6∞m 

モ等三ヲ

l 暗褐色土 (暗黄色土多くまじる)

2 暗黄色土 (暗褐色土ややまじる)

B' 

1 暗褐色土 (やや黄色味をおび、黄色小粒や

やまじる)
2 日E策褐色土(褐色味が強い)

3 :暗褐色土(黄色土と黄色小粧ややまじる)

4: R音褐色土 (やや泉味をおび、黄色小粒やや

まじる)
5 日昔褐色土(黄色土粒まじり、炭ややまじる)

6 黄色土 (暗黄色土まじる)

7: a:l'賞色土(黄色土ややまじる)

8 暗褐色土
9: R音褐色土 (黄色土多くまじる)

10 黄色土(やや暗い)

96 岳

子宮0.3∞m

~巧ニン

暗褐色土(黄色土粒多くまじる)

暗縞色土(黄色土多くまじる)

o 1m 



第W章遺構と遺物

790. 300m 

〉ミ1 ;Zヌ亡3

l 階黄褐色土 (a音黄色土粒黒
色土多くまじる)

2 階黄褐色土(時黄色土粒多く
まじる)

3 暗黄褐色土 (暗黄色土粒やや
まじる)

100号

7卯 3∞m

104号

黒褐色土 (階黄色土多くまじる)
sjj禍色土 (炭・黄色小粒ややまじる)

暗絹色土 (黄色土ややまじる)
H音褐色土 (黄色土多くまじる)

陪褐色土 (やや黄色味がかる)
賭黄褐色土 (階褐色土ややまじる)

7・暗黄色土 (階褐色土ややまじる)
8・暗黄褐色土 (黄色士多くまじる)
9 暗黄褐色土 (黄色土粒ややまじる)
10: a音質褐色土(黄色味が強く、黄色土粒

多くまじる)

790.7oom 

3主主;

I 階褐色土 (黄色士粒ややまじる)
2 暗褐色土(黄色土粒多くまじる)
3 暗黄褐色土
4 時一貧褐色土 (褐色味が強く、黄色土粒やや

まじる)
5 暗黄色土

¥ 
一 一

787.7oom 

¥2¥. 1 __.i5-r 
3 守こ:_V~7

6 

1: ag褐色土 (炭ややまじる)
2: H苦黄褐色土 (黄色土ややまじる)
3 階褐色土 (黄色小粒ややまじる)
4 陪褐色土(黄色小粒多くまじる)
5 :階黄色土 (階褐色土多く まじる)
6 暗褐色土 (黄色小粒、黄色土粒少

しまじる)
7 暗褐色土 (暗黄色土多くまじる)

99号

790. 100m 1 ヮ

3トア

¥ r;:-- /4/ 

6-ーι て 、5

7 

時褐色土
暗褐色土 (炭多くまじる)
黄色土

4: ag黄褐色土 (炭多くまじる)

5 暗賞褐色土 (黄色土ややまじる)
6 : a音褐色土 (やや黒味をおびる)
7 暗黄褐色土 (暗褐色土多くまじる)

『そコι十~

103号

ιコ
792.6∞m 

1 暗褐色土(黄色小粒多くまじる)
2: a音褐色土 (黄色小粒・炭ややまじる)
3 : D音褐色土と黄色土の混合土
4 :陪褐色土(黄色土多くまじる)
5 暗褐色土 (やや黄色味がかり、黄色土多

くまじる)106号
バfグ

787ωOm 2 

5 

11 

6 暗褐色土 (暗黄褐色土多くまじり、黄色
土ややまじる)

7 暗黄色土 (階褐色土多くまじる)
8 黄色土 (陪黄色土多くまじる)
9 : H:l'賞色土 (暗褐色土ややまじり、しまっ

ている)
10 階黄色土

l 暗縄色土 (黄色小粒ややまじり、炭ややま
じる)

l' 階褐色土(黄色小粒ややまじり、炭やや
まじり、やや黒い)
E黒褐色土
日音褐色土 (A音質褐色土多く まじる)
H音褐色土(暗黄色土まじり、やわらかい)
暗黄褐色土(黄色土粒 ・炭ややまじる)
時黄褐色土(褐色味強く、黄色土ややまじ
る)

7 暗黄色土(黄色土粒・炭ややまじる)
ふ暗褐色土 (しまっている)
9 階褐色土 (黄色土粒・炭ややまじる)
10 暗黄色土 (しまっている)
11:暗黄色土 (褐色味をおび、しま っている)

o 1m -
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黒褐色土 (黄色土ややまじる)

階褐色土 (黄色味をおび、黄色土粒ややま

じる)
3: R音褐色土 (黄色土ややまじる)

4 : R音質褐色土(黄色土ややまじる)

5 暗黄色土 (a:I褐色味が強い)

6:暗黄色土 (暗褐色土多くまじる)

7 : U官補色土 (やや黄色味がかる)

8 目暗昔褐色土 (黄色土粧黄色土ややまじる)

¥ 9M一一H暗糊叩叫音閥削叫褐純叫色位土………(化M山………しは山…一…まh日……つ代叩一てれ一し吋る … く
じる)

113号

ο 1 帆土 (やや…)

冷" / / 2 暗黄褐色土 (R:I褐色土ややまじる)

、ご---'y 3 暗褐色土 (黄色土ややまじる)

4・暗褐色土 (暗黄褐色土ややまじる)

5 目音質褐色土 (a音褐色土・黄色土ややまじ

る)

黄色土
時黄色土 (やや暗褐色味をおびる)

、

1 :暗褐色土 (黄色土粒多くまじる)

2 : R音褐色土(黄色味がかる)

3:暗褐色土 (黄色土粒ややまじり、炭やや

まじり、黄色小粒多くまじる)

4 階黄褐色土 (a:I縄色土ややまじる)

5 : s青褐色土(黄色土粒ややまじり、黄色土

まじる)
6:暗黄色土(階褐色土まじる)

7・暗黄色土
8: a音黄色土(黄色土粒多くまじり、炭やや

まじる)

1 :階褐色土 (黄色小粒多く含み、炭ややまじり、黄

色土ややまじる)

2 黒褐色土 (黄色土まじる)

3 黒掲色土
4 時黄補色土 (炭ややまじり、 1電色土まじる)

5: s音褐色土 (黄色小粒多くまじる)

6:陪褐色土 (黄色小粒多く 含み、炭ややまじる)

7 : R音褐色土 (黄色味をおび、黄色上多くまじる)

8:時黄褐色土 (目音褐色土多くまじる)

9 階褐色土 1(黄色味をおび、黄色土ややまじる)

10、時褐色土II(黄色味をおび、黄色土ややまじる)¥山号

788.7∞m 

791.200m 

日音質褐色土 (炭ややまじる)

暗燭色土 (黄色小粒多く まじり、炭多くまじる、

やや黒っぽい)
硝褐色土 (黄色小粒多くまじり、炭まじる)

暗賀補色土 (炭ややまじり、黄色土ややまじる)

号

明

791，7∞m 
6 

---.:--ー~ーι7・

\~ミヲカ二 6
6/" V /'乙τ~宇'----- 5 

¥/ 7 - I 

4' 
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2.土坑

700.7∞m 

l 暗褐色土 (炭ややまじる)

2 暗褐色土 (黄色土ややまじる)

3 :暗褐色土(やや黄色味をおび、貨色土

まじる)
暗褐色土 (黄色味をおびる)

暗褐色土 (黄色味をおび、炭ややまじ

る)
6 崎賞褐色土 (黄色土まじる)

7 時貨褐色土 (黄色味が強い)

8 黄色土 I
9 陪黄褐色土 (黄色土まじり、黄色味が

強し、)

10: R音黄褐色土 (褐色味をおび黄色土まじ

る)
11 黄色土H
12 黄色土 (階黄色土多くまじる)

13 暗黄色土(黄色土粒多くまじる)

01m  



第N章遺構 と 造 物

114号

789卯Om 2 

予言
4 

1 : U音褐色土 (炭ややまじり、黄色
土ややまじる)

2 暗褐色土 (黄色味がかる)
3 時黄褐色土(黄色土まじる)
4 階褐色土
5 :時黄褐色土

¥一
。

115号

3巧 出5

l 暗褐色土 (やや黄色味をおびる)
2: Hl}褐色土 (黄色小粒多くまじる)
3 暗黄色土 (暗褐色土多くまじる)
4 日音褐色土(黄色味をおび、炭ややま

じる)
5 日音質褐色土

¥ 
。一

118号

790.3∞m 

3宅設4

4 

1人 1 j.グ -
¥ 2 "--=-戸-----y
レ/人_./ 5 I 

3/1:::子ごで~ごここブ

日 7 6 

黒掲色土 (黄色小粒ややまじる)
暗黄色土 (暗褐色土まじる)
階賞褐色土 (H音褐色土 ・黄色小粒
ややまじる)

4 :暗褐色土 (黒褐色土・黄色小粒や
やまじる)

5 階褐色土 (黄色土まじる)
6 陪補色土 (やや黒味をおびる)
7 :暗褐色土(やや黄色味をおびる)
8 暗黄褐色土 (黄色味が強い)

1 暗褐色 |ニ(黄色小粒ややまじり、
黄色味ややおぴる)
陪褐色土 (黄色小粒ややまじる)
暗褐色土 1(黄色土多くまじる)
陪褐色土rr(黄色土多くまじる)
時褐色土 (黄色味がかり、黄色土
粒ややまじる)

790.2ωm 

xk¥
 。

120号

787.8∞m 

2コピ三ミプ

暗褐色土 (黄色小粒ややまじる)
暗黄褐色土(黄色小粒多くまじる)

122号

一

"---ご~ァて二./ t 階褐色土 (やや黄色味をお
びる)

2 :暗褐色土 (黒っぽい)
3・暗褐色土 (黄色土ややまじ

る)

¥ 
一

788∞Om 

7史主宰4

1 :時黄褐色土
2 : H~黄褐色土 (炭ややまじる)
3 暗黄褐色土 (黄色土ややまじる)
4・暗黄褐色土 (黄色土多くまじる)
5・暗褐色土(黄色土多くまじる)
6:H音褐色土(黄色土との混合士)

788瓜泊四

モミp-
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116"号

787日∞m 唱

1 3 

c _.._____._ /ム/〆す~4

\~2 2ムバグ-5

7/ 司 / I '8 
6 マ

9 

1: R音褐色土(黄色土まじる)
2: H音褐色土 (黄色土多くまじり、黄色

小粒多くまじる)
3: U青褐色土 (やや黄色味をおびる)
4 陪黄褐色土 (H音褐色土多くまじる)

5 黄色土
6:R音褐色土(黄色小粒多くまじる)
7 暗褐色土 (暗黄色土多くまじる)
8 精黄褐色土(黄色土ややまじり、長

色小粒多くまじる)
9 黒褐色土(やわらかい)

790収配m

む寺ミヲ

黒褐色土
E音褐色土 (黄色小粒多くまじる)
黄色土 (暗褐色土ややまじる)
暗黄褐色土 (a音褐色土ややまじる)

¥ 

0 1m 



¥ 
-(Cコ-
123号

l 黒褐色土(黄色土ややまじる)

2 賠責褐色土 (黄色土粒ややまじる)

3: Ril'賞褐色土 (黄色土ややまじる)

4 : ff音j黄色土 (H音褐色土まじる)

5 階黄色土 (階質褐色士多くまじる)

6 黄色土 (暗黄褐色土多くまじる)

7 黄色土(暗褐色土多く まじる)

1271J 

788 .4∞m 

Eヨ6と5

124号

793.6∞m 

¥ 

⑪ 

5 

l 暗褐色土 (黄色小粒ややまじる)

2:暗掲色土 (暗黄色土ややまじり、黄色小粒多

くまじる)
3 暗褐色土 (R:l'黄色土ややまじる)

4 : H音黄褐色土
5: Oli賞褐色土 (H音褐色土多くまじる)

6 暗黄褐色土(褐色味が強い)

7 暗黄褐色土 (黄色味が強い)

8 暗黄色土 (暗褐色土ややまじる)

官 時黄色土(やや褐色味がかる)

10:踏黄色土
11 暗褐色土(黄色土殺ややまじる)

12暗褐色土

黒褐色土 (炭ややまじる)

sffi黄褐色土
日昔褐色土 (黄色小粒多く ま

じる、黄色味をおびる)

H音褐色土(黄色味をおびる)

暗褐色士、 (0音黄色土まじる)

s:!i黄色土

1 :暗褐色土
2: R音褐色土 (階黄色土多くまじる)

3 : ;，)，縄色土 (黄色土ややまじる)

4 :黄色土(暗黄色土多くまじる)

5:黄色土 (H音褐色土多くまじる)

6:暗褐色士 (やや黄色味をおび、黄色土下層

にまじる)

¥ 

2.土坑

125号

137号

788.6∞m 2 

6 5 一一一←
ーでマてT__......-そン 4I 

、7 0' 

3 

n:i褐色土 (黄色味ややおびる)

H音褐色土(暗黄褐色土、炭多くま

じる)
3 暗賛褐色土 (黄色土粒ややまじる)

4 暗fIt褐色土 (黄色土多くまじる) 4 
5 暗褐色土 (やや黄色味おぴ、黄色 5 

小粒ややまじる) 6 

6 暗貧褐色土
7 暗賛褐色土(やや黄色味が強い)

793.3α)m 

I 焼土 (カクラン)

2 階褐色土
3 階褐色土(黄色土ややまじる)

4 : 0苦褐色土(黄色土多くまじり、黄色小

粒多くまじる)

5 : H音褐色土(黄色土との混合土)

6 暗褐色土 (黄色土ややまじり 、黄色小

粒ややまじる)

7 : Oli褐色土(やや黄色味をおび、黄色土

粒まじる)
8 暗賀補色土 (黄色土多くまじる)

9 黄色土(階褐色土多くまじる)

10 黄色土

¥ 

797.000m 

2 
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1: H音質褐色土 (褐色味が強い)
2: 日音黄褐色土 (黄色小粒多くまじる)

3:0音褐色土 (日苦黄色土多くまじる)
4 陪褐色土 (やや黄色味をおび、黄色

小粒ややまじる)

¥ 、 5 : R音質褐色土(黄色味強く、黄色小粒
T 多くまじる)

6 時黄褐色土 (黄色小粒多くまじる)
∞ 7 : Bl1i褐色土 (やや黄色味がかる)

8:R音褐色土 (褐色土下層にまじり、黄
山 色小粒ややまじる)

9 暗褐色土 (s音質褐色土多くまじる)
10 暗黄色土 (黄色小粒多くまじる)

11 暗褐色土 (炭ややまじり、黄色小粒

多くまじる)
12階賞褐色土(黄色小粒多くまじる)
13・暗黄色土 (やや褐色味をおびる)

14 黄色土 (暗褐色土まじる)

15 黄色土
16 暗黄色土

問三Lーヘ

/(¥〉;¥

、コゴ//uli
0¥ ，.._ 

遺構と造物

〆f

A 

田

口
J
白

寸

∞

8ヨ
日

第W章

_， 

¥ 

A' A 
787.7∞m 

2 

5 

133 ~号

じ
芯ミ主3亡3

号
(
)

¥ 
131号

。一
788 .4∞m 

マヨ三矛2
1 ・県褐色土

2 暗褐色土 (やや黄色味をおびる)

3 黄色土

¥ 136~ :主ミ戸4

黒褐色土 (B;l'褐色土多くまじる)
E音質褐色土

ag:褐色土 (貧色味ややおびる)

黄色土

787.7'∞m 

l 暗褐色土 (陪黄褐色土多くまじる)

2 暗褐色土 (黄色土ややまじる)
3 暗褐色土(黄色味をおび、炭やや

まじる)
4: s1}賞褐色土(暗黄色土多くまじる)

¥ 
間 1 暗褐色土

¥... I 2: B音褐色土 (黄色土粒多くま
的~(ìま「 じる)
/ベ申ハ¥I 3 黄色土 (ロームプロック-

r 1"， I バ1， 暗褐色土多くまじる)
1"'" V /リ I4 黄色土 (ロームプロック・
い しとき怜J 暗褐色土多くまじり、炭や
し__j___Yγ→u やまじる)

I <、 5・黄色土 (ロームプロック・
多くまじる)

6:"音質褐色土 (ロームプロツ
クややまじる)

7 暗黄色土

8:黄色土 (ロームプロ ック・賠責褐色土多くまじる)

9 暗褐色土 (ロームプロ ックややまじる)

10: 0音褐色土 (やや黄色味をおびる)
11 階褐色土(やや黄色味をおび、賞色土粒多くまじる)

12: Bi'i黄褐色土 (暗褐色土ややまじる)
13 暗賛褐色:1:.(褐色味が強い)
14 黄色土 (地山)
15: B1}賞褐色土 (黄色土粒多くまじる)
16 暗賞褐色土(しまっている)

5建豆ギヌ6

1: H音褐色土(暗黄褐色土まじる)

2 階貨褐色土 (黄色土粒ややまじる)
3 陪褐色土 (黄色土粒ややまじる)

4 : si'i:vt褐色土 (黄色土ややまじる)
5: Rll'黄色土(褐色味ややおびる)

E
g的

g
h

同

A' 

135号

134号

A 

o 1m 

A' 

ミ莞矛て;

A 

788 .3∞m 

(20) 土坑実測図
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2. 土坑

第 20号土坑 (第105図)

この土坑は C1-23から検出されている。直径約1.8mの平面円形で、深さは45cm程である。底部中央部には

直径15cm程のピットが 1ヶ所出土している。

第 85号土坑(第105図)

DP-57付近から出土している。直径約1.5m、深さ約30cmの平面円形を呈し、第20号土坑同様に底部中央

部付近に直径20cm程度のピットが1ヶ所出土している。

第 144号土坑 (第105図)

CL-62から出土している。この土坑は、直径約1.9m、深さ45cmを図る平面円形のプランであった。

第 145号土坑(第105図)

この小竪穴は、第146号土坑と共に、第13号住居祉と重複して出土している。直径約 2m、j奈さ約55cmを測

る。覆土下層はしま った土であった。なお、床面壁際に小規模のピットが4ヶ所から出土している。

第 146号土坑 (第105図)

第13号住居祉と重複して出土している。直径約1.2m、深さ約25cmを測る。床面付近には小規模なピ ットが

5ヶ所から出土している。また壁は一部カクランにより破壊されている。

一日/

ペヂ:;;0- 139号 143号

-(0 
793.425m 

790.41∞m 

主主

て?で
787.8α)m 

黒色土
n:j策褐色土

l 黒褐色土(炭ややまじる)

2 黒色土

3 暗褐色土 (黄色土ややまじる)

4:暗褐色土 (黄色土 黄色土粒多く まじ

る)
5:暗黄褐色土 (黄色土多くまじる)

6: I渚賞褐色土 (黄色味強く、黄色土柱多

くまじり、しまっている)

7 暗賛褐色土 (黄色土粧ややまじり 、し

まっている)

l 時褐色土 (やわらかい)

2 黙褐色土

3 暗褐色土 (階黄色土ややまじる)

4:暗褐色土(暗黄色土多く まじる)

5: i音褐色土(やや巣く、 黄色土ややまじる)

6 暗黄褐色土 (黄色土粒ややまじる)

7 : H:}黄色土 (暗褐色土多く まじる)

8 黄色土 (11音黄色土まじる)

9:11音質褐色土

10 暗黄褐色土 (黄色土粒多く まじる)

11:暗黄褐色土 (9より褐色味がやや強い)

12 暗賞褐色土(黄色土粒ややまじり、しまって

いる)

13 賛色土(しまっている) o 1m 

第104図土坑実測図 (21)
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第W章遺構と造物

20号

798.4∞m 

恒三三ヨ
暗褐色土(暗黄色土ややまじる)

暗黄褐色土 (褐色味をおびる)
H音黄褐色土 (黄色土まじる)

145号

788.21∞m 

第13号住居祉覆土
暗賞褐色土 (黄色味が強く、黄色土粒多くま
じる)

黒褐色土(暗褐色士まじる)
暗賞褐色土 (黄色味が強〈、 H音燭色ややまじ

る、黄色土粒多くまじる)

5 暗黄褐色土 (黄色味が強く、しまっている)

788下∞m

立 存i

1: H音褐色土 (黄色味をおびる)
2 時賞褐色土 (黄色小粒多くまじる)

3 暗黄褐色土

4:0青黄色土

788∞仇n

5与》英会ゲ

1: H音褐色土 (黄色小粒と炭ややまじる)

144号

787.7∞m 1 

-“ 5 6 

110下ーク Zム 4 (/;; 
¥可4入_( 8 ___L..-----J-二ニ人
3〆 -9

暗褐色土 (黄色小粒ややまじる)
Bti褐色土 (やや暗黄色土まじる、黄色小

粒ややまじる)
3 崎褐色土 (黄色味をおび、黄色小粒やや

まじる)
4 階褐色土 (やや黄色味をおび、黄色小粒

と黄色土ややまじる)
5: Rli褐色土 (黄色味をおびる)
6: R音黄街色土 (黄色土まじる)
7 時黄褐色土(黄色小粒多くまじる)

8 暗黄色土 (やや褐色味をおび、黄色小粒

多くまじる)

9: Hli黄褐色土 (黄色土まじる)
10 暗黄色土 (時褐色土まじる)

2 陪褐色土 (やや黒味をおび、黄色小粒多くま
じる、炭ややまじる)

3 黄色土粒ややまじる
4 暗縄色土 (やや黄色味をおび炭ややまじる)

5 階黄褐色土

第105図土坑実測図 (22)
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2.土坑

神谷所遺跡土坑一覧
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第W章遺構と遺物

事与噂蜘官審議躍倒的響機幣望書j法_t"";説副
少将 m 議後短径

501 CL-70 1 1.46 1 1.41 1 1.18 1 1.03 1 0.25 

511 BE-92 2.25 2.20 0.70 0.51 1.33 0.20 0.34 円形 長方形 落し穴 第24号土坑と重複

521 DJ.臼 2∞ 1.88 lω 1.57 0.42 円形

531 CL-65 l∞ 0.88 0.74 0.65 0.40 円形

541 C]-72 1.40 1.12 lω 0.93 0.53 不整円形 円形 一部張り出しあり

551 C]-71 1.35 1.16 0.96 0.94 0.39 円形 際出土

561 CI-71 0.81 0.75 0.69 。ω 1.47 円形 縄文削期末紫

571 CI-70 1.36 1.32 1.10 1.04 0.43 円形 石鍛

581 CM-74 1.06 0.88 0.86 0.70 0.41 楕円形 縄文前期末葉

591 CM-62 1.45 1.39 0.96 0.87 0.31 円形

601 CM-63 1.3日 1.21 1.06 0.90 0.31 円形

611 CP-61 0.95 0.93 0.81 0.74 0.24 円芳己

621 CR.ω 1.10 0.93 0.88 0.79 0.34 円形

臼 C5-62 2∞ 1.85 1.51 1.40 0.52 円形 小竪穴?

641 D]-60 1.99 1.83 1.65 1.54 0.62 円形 小竪穴 ?

651 CR-60 1.32 0.96 1.8陥 1.20 0.35 楕円形 土器片

661 CK-72 1.70 1.51 1.15 1.07 1.(刃 不整円形 円形 縄文前期末葉

671 C]-73 1.24 1.14 0.93 0.91 0.59 円形 縄文前期末葉

681 DP-51 1.30 1.21 1.(治 0.91 0.41 円形

691 DD-50 1.22 1.19 0.92 0.85 0.57 円形

701 DL-47 1.90 1.82 0.64 0.54 1.14 0.18 0.24 円形 方形 落し穴

711 CR-38 1.28 1.23 0.94 0.85 0.32 円形

721 CY-26 1.80 1.61 。ω 0.53 1.39 0.21 0.28 円形 不整方形 落し穴

731 DD-36 1.(沼 1.00 0.65 0.57 0.30 円形

741 DB-23 1.91 1.71 0.54 0.50 1.30 0.23 0.31 円形 方形 落し穴

751 B0-42 1.56 1.42 0.51 0.47 1.70 円形 方形 落し穴

761 CK-50 1.52 1.49 0.62 0.54 L02 0.15 0.28 円形 方形 落し穴

771 CI-53 1.65 1.46 0.41 0.35 1.40 0.13 0.27 円形 方形 落し穴

781 CG-45 1.84 1.79 1.24 0.56 0.85 
0.21 

0.17 長方形 長方形 落し穴
xO.09 

791 DB-32 1.65 1.50 1.11 0.90 0.45 円汗長

80 1 CU-16 1.10 0.91 0.40 0.26 0.77 円形 不整方形 落し穴

811 CP-38 1.45 1.43 0.88 0.80 0.30 円形

821 CH-55 1.80 1.76 0.58 0.52 1.50 0.18 0.22 円形 方形 落し穴

831 CX-67 0.83 0.80 0.64 0.64 0.34 円形

841 CV-69 0.99 0.94 0.74 0.70 0.18 円形

85 DO-58 1.61 1.51 1.46 1.34 0.27 。24 0.22 円形 小霊長穴

86 DL-53 0.76 0.76 0.66 。ω 0.29 円形

87 DL-52 1.49 1.35 1.03 0.98 0.56 円形

88 DM-52 1.39 1.32 1.00 0.94 0.57 円形

891 CO-66 1.13 1.07 0.89 0.87 0.78 円形

ωCQ-76 1.40 1.39 1.02 0.97 0.24 円形 縄文前期末葉

911 CN.77 0.99 0.96 0.89 0.75 0.29 円形

92 CN.78 1.55 1.31 1.29 0.97 0.33 楕円形 縄文前期

93 CM.77 0.97 0.90 0.88 0.72 0.22 円形 縄文中期

941 AT.76 1.32 0.95 1.12 0.75 0.21 楕円形 機Il:l土

95 AR.77 1.53 1.24 0.95 0.79 0.38 椅円形 機出土

96 AP.78 1.22 1.22 1.03 1.02 0.27 隅丸方形 機出土

97 AO.79 134 1.11 1.08 0.94 0.22 楕円形 磯出土

98 AL.81 1.09 L05 0.68 0.63 0.30 円形

99 A5-78 1.70 1.42 1.20 0.96 0.25 楕円形
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第W章遺構と造物

(2)その他の土坑出土の遺物

第 2号土坑 (第106図)

第106図 卜 2がこの土坑からの出土である。 Iは破片上部に隆帯を貼り付け、ヘラ状工具によってキザミ

をいれている。2はごく浅い沈線を竹管状工具を用いて施文している。両者とも褐色を呈し、 焼成は良好である。

第 24号土坑 (第106図、第111図)

第106図10・11、第111図3が出土している。10にはハケ目調整がみられる。これらの破片は平安時代の長

胴棄の破片である。第111図3は浅鉢である。外面には文様は施文されず、内面の口縁部上部に押し引き沈線

文が施文され、一部に突起が作られている。

第 37号土坑 (第106図)

第106図12の口縁部破片が出土している。口縁部上端部に 3本の隆帯が横位に貼り付けられ、その上に爪形

文が施文された土器で、胎土に白色の砂粒が多量に混入している。隆司ょの部分に剥落が見られるが、比較的焼

成の良好な土器である。

第 41号土坑 (第111図)

第111図lがこの土坑から出土している。数種類の半裁竹管状工具を使用して文様を描いている。また、頭

部と口縁部上部には横位の隆帯を貼り付け、その上に爪形文を施文している。外面には煤が多量に付著してい

る。焼成は良好で、褐色を呈している。

第 49号土坑 (第106図)

第106図13-15が出土している。13・14は結節浮線文が施されている破片である。13は地文に縄文が確認で

きるが、 14には確認できない。また、口縁部上端部の横位に貼付された浮線には押引文は施文されていない。

また口唇部を平坦に面取りしているためか、内面上端部が折り返されたようにやや肥厚している。15は縄文

を地文とし、その上部に押圧隆帯が区画文として貼付され、その上部に、浮線文が施されている。いずれの土

器も焼成は良好で、胎土も比較的融密である。

第 50号土坑 (第106図)

第106図16・17が出土している。17は破片下部に 2条の平行沈線を施文し、その上部に三角形の印刻文、さ

らに上部に円形の印刻文を刻んでいる。雲母を含んだやや焼成のあまい土器である。16は明褐色を呈した焼

成の良好な無文の土器である。

第 56号土坑 (第106図)

第106図18-28がこの土坑から出土した土器である。18-20は口縁部である。すべての口唇部が押圧による

波状口縁を呈している。20は口唇部を面取りした後に押圧を加えたのか、内面上端部が折り返されたように

肥厚し、口唇部は平坦であった。18は結節浮線文を施文しているが、ほかのものは縄文が主体である。また、

19に縄文を施文した後にヘラ状工具による沈線をひいている。18・19は暗褐色を呈し、焼成も良好なのに対し

- 122一
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て、 20は淡褐色を呈 したやや焼成のあまい破片である。

22は縄文を施文した後、破片上半部をヨコナデによって磨り消 している。また外面には煤が付着している。

煤はその他26・27の外面にも確認できる。23は縄文を地文として結節浮線文を貼付している。内面にはミガキ

が施され、破片上部には接合痕が確認できる。27は縄文を地文として浮親文や押圧隆帝を縦位に貼り付けてい

る。25・26・28は縄文を施文している土器で、 28は幅約1.5cmの横位の文様帯を作るように、縄文を断続的に

施文している。これらの破片は暗褐色系の色調を呈し、焼成は良好である。

第 58号土坑 (第106図)

第106図29がこの遺構から出土した遺物である。29は上部に横位の幅広の結節浮線文を施文している。胎土

には砂粒が多く混入しており、焼成もややあまい。

第 90号 土坑 (第110図)

第110図32・33が出土している。32は結節浮線文を施文している。地文は確認されていない。内面には横位

のミガキが施されている。33は縦位に平行沈線文が施文されている。両者とも焼成は良好であり 、32は淡褐色

33は褐色を呈する。

第 91号土坑 (第110図)

第110図34が出土している。縄文を施文した土器である。

第 92号土坑 (第110図)

第110号図35・36が出土している。すべて縄文を施文している土器であるが。36は外面の施文は器面の柔ら

かいうちに無節の縄文を施している。焼成良好な土器である。35は焼成は良好で、両者とも色調は淡褐色を呈

している。36は外面に煤が付着している。

第 114号土坑 (第110図)

第110図38が出土している。竹管状工具による沈線と、降帝が貼付されている。

第 121号土坑 (第110図)

第110図39・40が出土している。縄文を地文として、その上部に結節浮線文を施文している。なお、39の上

部は接合痕をとどめ、接合痕付近には煤が付着 している。40も縄文を地文として、その上部に結節浮線文を施

文している。

両者とも焼成良好であった。
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第W章 遺構と遺物

3. 集石

(1)集石

第 1号集石(第115図)

この集石は直径 10cmほどの石が17個ほど集中して出土している。この集石下部には掘り込みは確認されな

かった。

第 2号集石(第115図)

BL-96から出土している。直径lOcmほどの磯を中心にして22個ほどの磯が出土している。この集石も、下

部に掘り込みは確認されていない。

第 4号集 石 (第115図)

この集石は、集石といっても、礁がーカ所に集中しているというより、やや散漫に広がっているような印象

を受ける。また、下部に浅い落ち込みが確認されているが、遺構として取り扱えるか疑問が残る。

第 7号集石(第115図)

CM - 79から出土している。 直径 5cm~lOcmほどの離を中心にしてまとまっている。この集石は下部に遺構

等は確認できなかった。

第 8号集石 (第115図)

AU-75付近から出土している。長径約1.1m、短径約 1mで、深さ約10cmの平面楕円形で、断面皿状を呈す

る浅い土坑内の底部付近にlOcm程度の礁が集中して出土している。また、底部付近では釘状の鉄製品も出土

している(第116図1)のをはじめ、少ないながら鉄製品も出土していることから、 重複して出土している不

明遺構に伴う集石と考えられる。

遺物 (第116図)

第116図が出土した鉄製品である。 1は鉄釘状の形体をした鉄製品である。不明遺構で一括出土しているも

のと同様の形体をしており、頭部はiTJ字状に加工され、 先端部にむかうにしたがって細くなっている。2・

3は用途不明品である。2は板状に加工されている。3は断面長方形である。4は釘の体部である。

第 9号集石(第115図)

AT-74付近から検出された。南東部は遺構検出時のサブトレンチのため一部を破壊してしまい、全体を検

出することができなかった。直径約O.8m、深さ約10cmを測る平面楕円形で、断面皿状を呈する土坑内に直径

lOcm程度の擦が出土している。この遺構からは遺物の出土はみられないが、出土状況が第8号集石と近似し

ていることから、この遺構も不明遺構に伴うものと考えられる。

第 10号集石 (第116図)

この遺構は BX-67から出土している。この遺構は第109号土坑と重複して出土している。当初はこの重複

関係が把握できなかったため、遺構の前後関係を土層断面で観察することができなかった。しかし、磯の残存
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3.集石

状況から、集石が土坑を切っていることがうかがえる。

この集石は、直径 1mの周囲に大きく 2ヶ所に分かれて礁が集中している。北部の集中地点の磯のほうが南

部に集中している磯よりも若干小さい。また、集石下部の掘り込みは、 長径 1.5m、短径1.1m、深さ30cmを

測り、覆土は平面楕円形であり、断面でみると皿状の形体を呈している。覆土は黒褐色系の土で覆われており、

炭等は検出されていない。

なお、礁は上部に集中しているのみで、掘り込みの覆土中からはほとんど出土していないため、集石炉とは

やや異なった性絡をもっ遺構と考えられる。

第 11号集石 (第115図)

AT-74から出土している。この集石は番号は一つであるが2基の集石と考えられる。両者とも、直径約5

cm-10cmの離を中心に構成されている。しかし、下部には掘り込み等は検出されていない。

(2)集石炉

第 3号集石 (第114図)

BE-99から検出されている。直径約1.5mの円形状に礁が広がっている。この磯の下部には長径2m、短径

1.5mの平面楕円形を呈す。礁は掘り込みの底部付近まで入れられており、 土坑底部には偏平な石が敷かれて

いた。また、掘り込みの深さは約40cmで、断面すり鉢状であった。覆土は暗褐色系の土が主体であり、焼土

は検出されていなし、。この遺構からは遺物が出土していないため、時期を特定できない。

第 5号集石 (第114図)

CM-56から出土している。遺構確認面では直径 1mの円周を中心にして離が確認され、その下部には長径

1.6m、短径 1.3m、深さ 25cmほどの平面楕円形、断面では碗状の煽り込みが出土している。この掘り込みで

は覆土中から炭が出土しており、底部には板状の木炭が出土した。このため集石炉と判断している。

遺物が出土していないために時期は不明である。

(3)その他の集石

第 6号集石 (第117図)

この遺構は BK-92から出土している。当初は磯が土坑周囲を取り囲むようにして出土したため、集石炉か

と考えたが、サブトレンチを開坑したところ、最深で約 15cm程下がった所で礁が集中して出土してきた。こ

のため礁をすべて掘り出したところ、直径約 1mの平面円形で、断面でみると鍋底のような形に検出された。

この様を被覆していた土は暗褐色系で、炭が若干混入していた。また傑下部には浅い掘り込みがあり、黒褐色

系の土を中心に、やはり若干の炭が混入していた。

さらに、掘り込みの東部には直径 1m程の土坑が重複して出土しているが、土層観察ではこれらの土坑を掘

り込む形で集石が作られているように考えられる。しかし遺構自体の性格を把握できないため、別の遺構とし

て明確に分けることができなかった。
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第W章遺構と遺物
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第W章遺構と造物
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第116図 第10号集石実測図および第 8号集石出土遺物
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3 集石

/々 ブιフ7

1 硝褐色士(黄色土粒やや含む、炭ややまじる)

2: ~褐色土(炭ややまじる)

3 黒褐色土 (黄色土多くまじる)

4 : H音褐色土 (やや黄色味がかか黒褐色土ややまじる)

5 暗褐色土 (a音黄色土多くまじり、炭ややまじる)

6 黒褐色土 (炭多くまじる)

7:H音褐色土 (黄色土粒と炭ややまじる)

8: H青縄色土 (やや黄色味がかか黄色士ややまじる)

9: H音褐色土 (黄色土多 くまじる)

10 暗黄色土 (階褐色土多くまじる)

11 黄色土 (地山)

12黄色土 (暗黄禍色土ややまじる)

13 階黄色土 (黒褐色土多くまじる)

14 暗黄色土 (黄色土粒ややまじる)
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第W意 遺構と遺物

4. 掘立柱建物祉

(1)平安時代

第 1号建物社 (第118図)

この建物祉は BI-87付近を中心として出土している。規模は 2問x3聞で、長軸は東西方向を示す。また、

北部長辺の lカ所は、この地点に縄文時代の土坑が重複していたために明確に検出することができなかった。

柱穴の間隔は長辺では約L8m-2.0m、短辺では約 2.2mとなっている。掘り込みの深さは遺構検出面からは

約15cm-40cmであった。

第 2号建物祉 (第118図)

この建物祉は BG-91付近を中心に検出された。この建物祉は第3号建物祉と重複して出土しており、さら

に、第24号土坑と重複しているために明確なプランを検出できず、北部の柱穴2カ所が出土していないが、

東西に長軸を持つ、 2間x3聞の規模の建物祉と考えられる。柱穴の間隔は、東西で約 2m、南北で約1.7m

を測る。掘り込みの深さは遺構検出面ーから35cm-20cmで、ある。

第 3号建物祉 (第119図)

第2号建物祉と重複して出土している。規模は 3間x2聞で、長軸は南北方向を示しており、第2号建物祉

とは直交する形となっているo 柱穴の間隔は約l.6-l.7mを測り、柱穴の直径は約34cm-43cmで、他の柱穴

と比べると若干小規模で、ある。また、掘り込みの深さは遺構検出面から約20cm-38cmである。

第 4号建物祉 (第119図)

BT-84を中心として出土している。規模は 2間x3間で、東西に長軸を持つ。柱穴の間隔は約1.6m-2.2

mを測る。この柱穴間隔はほかの建物祉と比べると若干間隔にばらつきが大きい。柱穴の直径は約50cm-60

cmで、あった。遺構検出面からの柱穴の掘り込みの深さは、約20cm-30cmで・ある。

第 5号建物祉 (第120図)

この建物祉は、 BQ-85付近から検出されたが、柱穴が明確に検出されていないため、規模は明確にできない。

柱穴の規模は、約40cm-55cmを測り、若干小規模である。柱穴の間隔は、約1.5m-1.7mを測る。

第 6号建物祉 (第120図)

CC-79を中心に出土している。この建物祉は掘り方を完全に調査した段階での記録をとらずに調査を終了

してしまったため、掘り上がりの柱穴の規模が不明となってしまった。柱穴の間隔は、長軸方向で約1.5m-

2m短軸方向で、約 2m-2.2mである。柱穴の直径は約45cm-55cmである。
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第W章遺構と造物
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第W主主 遺構と遺物

5. その他の遺構と遺物

1)平安時代

不明遺構

この遺構は AL-77から BA-77を中心として出土している。東西14m、南北26mの平面長方形を呈してお

り、遺構の深さは検出面から最深で約96cm、遺構西部では検出面と同じ高さであった。この遺構内には直径

40cmの大きな離が5ヶ所から出土しており、そのほかにもこの蝶よりは小さいながらも比較的大きな礁が散

在している。また、AS-74付近では、最長で約30cm、最短でも 15cm程度の長さの釘状の鉄製品が頭部をそろ

えて置かれたような状態で出土している(第121図)。また、そのほかにも床面付近からは多数の釘状鉄製品や、

鎌等が出土している。

また、床面からは集石(第8号・第 9号集石)も出土しており、釘状の鉄製品も出土していることから、こ

の集石も不明遺構に関連した遺構と考えられる。

覆土は、黒色系の土を中心として堆積しており、床面は貼床されていたのか、床の土を剥ぎ取ると地山と思

われる土が検出され、土坑も出土している。この土坑からは遺物が出土しておらず、不明遺構との関係は明確

にはできなかった。

遺物 (第123図~第126図)

第126図は、この遺構から出土した陶磁器である。25は白磁の碗の体部である。口縁部は玉縁を皇し、下部

付近まで紬薬が施されている。内面は体部と見込み部分の境界付近に、一条の圏線がへラ状工具によって引か

れている。色調はやや縁がかった白色である。26は同じ器形の碗の底部破片と考えられる。破片上面に一部

紬薬が確認でき、底部は浅いケズリ高台である。外面の施紬されていない部分はケズリ調整が行われている。

内面は全面に施軸されており、体部と見込み部分の境界付近には一条の圏線が、へラ状工具によって引かれて

いる。色調は25と同様にやや緑がかった白色である。

27は碗の口縁部破片である。25と同様に口縁部は折り返されて玉縁状としているが、粕薬は薄く、褐色味

を帯びた乳白色を呈している。

28は天目茶碗である。口縁部上部の折り返しは見られず、丸碗の形態である。

口絵2は青磁碗である。体部の破片と考えられ、内面に劃花文が見られる。

第 123図~第 124図 ・ 第125図 1 ~5 が床面より 一括して出土した鉄製品である 。 遺物を取り上げた直後に保

存処理を実施できず、錆化が進んだ、段階で、処理を行ったため、出土時の状態を留めていない個体もある。

これらの遺物、とりわけ一括で出土している鉄製品は、その多くが、本来はまっすぐに整形されていると考

えられるのに対して、出土時点では「く 」字状に屈曲している。また、先端部は残存している多くが潰れており、

一度製品として使用されていたかの様相を呈している。頭部の形態は、一般的な釘状の鉄製品のように折り曲

げられているものと、 iTJ字状を呈しているものの2種類が見られる。なお、出土した釘状鉄製品の断面形

状は正方形をしている。

床面直上付近より出土している鉄製品についても前述の様相が当てはまり、この遺構に伴う遺物と考えられ

る 。 また、第 125図 25~29や第126図 22~24のように機能が判明 しない遺物や、煙管の吸い口(第 126図 21 )

等も出土しているほか、図化していないものの製鉄時の残浮物や鉄淳、輔の羽口も出土している。
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2)その他

第 1号竪穴建物祉(第127図)

この遺構は BF-85から出土している。長径0.9m、短径0.6m、i奈さ約20

cmの長方形で、東西方向に長軸をむけている。また、南東部は第 l号溝祉と

重複しており、断面観察では、溝主1:を切って掘り込んでいることが確認され

ている。

遺物

この遺構からは遺物が出土していない。

第2号竪穴建物祉(第127図)

BB-98から出土している。長径1.3m、短径 1m、深さ約24cmを測る。平

面形体は長方形で、南北方向に長軸がむいている。

遺物

この遺構からも遺物の出土はみられなかった。

石列 (第127図)

C1-77から C]-80にかけて東西方向に出土している。直径20cm程度の石

が幅40cm、長さ 8.4mにわたり検出された。この遺構については遺物の出土

もなく時期等は不明であるが、軸は掘立柱建物土!I:と同じであることから平安

時代とも考えられる。

遺 物

この遺構からは遺物は出土していない。

I号 2号

〆f

788.500m 

下ミマ
『

4
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H音褐色土(炭混じ り)

時褐色土(黄色土混じり)

日音質褐色土 (黄色土混じりややしまっている)

o 1m 
コ

第127図 竪穴建物社・石列遺構平面図
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第N章 遺構と造物

溝 士止

この遺構は一応平安時代の範障と考えたいが、時代を明確にできる遺物が出土していないため、時代不詳と

しておく 。

第 1号 溝 祉 (第128図)

この遺構は、不明遺構の西部に南北に出土している。発掘調査時の調査区の設定上南部を一部調査できてお

らず、さらに北部の先端部については明確に検出できなかったため、遺構全体の規模を把握することができな

かった。

この溝の底部の形体は、 北部では船底形を呈し、底面は比較的平面的であるのに対して、南部ではj霧中央部

に尾根状の高まりがあり、 2本の小規模な溝が平行して掘り込まれている ような様相であった。遺構自身の遺

存度は北部よりも南部のほうが良好な印象を受ける。

遺 物

この遺構からは遺物の出土はなかった。

第 2号溝 t止 (第128図)

この溝は、第l号溝祉の西部に平行する ようにして検出されている。この遺構も、プランが明確に把握でき

なかったため、規模は明確にできなかった。

遺 物

この遺構からは、土器、石器と考えられる遺物が数点出土している。

第 3号溝 祉 (第128図)

この構も、第2号溝祉と同様に第1号潜おLの西部に平ー行するように して検出されており、プランが明確に把

握できなかったため、規模は明確にできなかった。

遺 物

遺物は出土していない。

第 4号溝祉 (第129図)

この遺構は不明遺構の東西軸と平行する形で出土している。溝自身はさほど深くなく、深い所でも20cm程

度である。また、東部は近年の削平による段差で、遺構の検出がうまくいかず、西部は削平によって破壊され

ているようで、両端部の構造は把握できなかった。なお、講中央やや東寄りに、第4号j拝祉に直行する ように

j棒状の遺構が出土しているが、調査段階では明確なプランが把握できたわけで、はないので、遺構として捉えら

れるか疑問である。

遺 物

この遺構からは遺物は出土していない。

第 5号溝祉 (第129図)

この溝は、 BC-I09から出土している。東部は調査区域外であるため、全体を調査することはできなかった。

この溝も深いところで、約30cm程で、あり、比較的浅い遺構であった。
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遺構外出土遺物6. 

遺構外出土遺物6. 

今回の調査では、遺構外からも遺物約1.920点が出土しているが、遺構内から出土した遺物を中心に編集し

ここでは石器と鉄製品についてのみ図示し、報告したい。ているため、

これらの石斧は大きさの差は第131図~第134図は石器である。第131図・第132図1-3は打製石斧である。

あるが、短冊型 (第131図3-8・10・第132図1)、援型 (第131図 1・2・9・第132図2・3)に分類できる。短

冊型はlOcm"13cm "17cmの3種類に分類できる。また、接型は13cm"16cm" 18cmを測る。

6は表裏共に細かい窪みがみられる。4は表裏共に深く窪んでいる。第132図4-6は磨石である。

第133図 lは台石として使用されたのか、裏面に使用痕が確認できる。

第133図2は特殊磨石である。裏面にスリの痕跡が見られる。

第133図4は環状石斧である。制作途上での廃棄なのか、中心部は窪んでいるのみで、貫通孔はない。

7は平基無茎鋭、他は凹基無茎鍬で3は凹基有茎銑、1-11は石鍬で、第134図は黒曜石製の石器である。

9は石匙の可能性がある。12・13は石錐である。12はつまみ部がなく、 13は刃部がある。なお、 11は未製品、

欠損している。

14は石匙である。つまみ部が欠損している。

1-9は鉄釘である。また、 12は鉄鍋の破片の可能性がある。その他19は煙管の

吸い口であるが、ほかは用途が不明である。22は寛永通宝である。

第130図は鉄製品である。
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第lV章 遺構と遺物
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6. 遺構外出土遺物
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第V章まとめ

第V章ま とめ

今回の調査で出土した各時代の遺構は、 3回の調査によってこの遺跡全面に、とりわけ遺跡東半部に集中し

ていることが判明した。しかし本書が第l次調査の報告書であるため、今回はこの調査地点についてのまとめ

とし、遺跡全体の位置づけについてはすべての整理が終了した時点で検討していきたいと考える。

まず、縄文時代であるが、第8号土坑を中心にして早期の条痕文土器が出土している。この土坑は、断面椀

形を呈し、底部に平坦面がない。出土した破片は条痕文の他に、竹管状工具を使用して施文した一群がある。

早期の遺構として明確に佐置づけられるのは今回の調査ではこの第8号土坑のみであり、その他同時期と考え

られる遺構は確認できない。しかし調査区南部を中心として小竪穴が出土しており、これらの遺構との関連

について検討が必要であろう。

次に、前期であるが、土坑11基に、前期の土器が出土している。これらのうちでも、第67号土坑から出土し

た土器は今回の調査で唯一器形が判明する土器が出土している。前章ですでに述べたとおり、直径1.2mの円

形を呈する土坑に長さ約40cmの礁が覆土中層にあり、その上部に、押しつぶされる形で3個体出土している。

これらの土器はいずれも底部が欠損し、 1個体は口縁部も失われていた。中でも、第109図3・5は器形と地文

は北陸地方に共通するものがあるが、横位の押圧隆帯等は在地的な様相を示している。また 4のようなタイプ

の土器は岡谷市扇平遺跡、等より出土しており、在地的な土器である。このように、各地域の要素をみてとる事

ができ、この時期を考える上で良好な資料を提供できた。なお、第109図2及び第11図1は同一個体の可能性

が高い。また、第56号土坑からも破片であるが、同じタイプの土器が出土している。総じて十三菩提(日向日

式)期と考えられる。(1)

この他、第11号住居祉からは、住居祉中央部で出土している炉として使用したかと思われる土器片をはじめ、

床面付近から出土しているものはすべていわゆる日向H式の土器である。次に第16号住居社であるが、いわ

ゆる能畑 I式と考えられる。しかし、第11図3は破片での出土ではあるが、九兵衛式の新しい時期と考えられ

るため、今後の検討課題である。第18号住居祉は耕作による削平が著しく、壁をほとんど残していないため遺

物の出土も少ないがいわゆる唐草文系 I式の土器が出土している。

このほか縄文時代と推定できる落とし穴状の土坑も40基出土していることを考え合わせると、この遺跡では

縄文時代早期末葉から中期後葉に至る頃まで l時期に数基程度の住居が存在する小規模な集落が形成され、断

続的に生活域として利用されていたことがわかる。また、第2次調査では前期末葉の一括土器を出土した住居

;祉が発掘されているので、その遺物整理後にさらに検討していく必要があろう。

次に弥生時代であるが後期の住居祉がl基出土している。第2次・第3次調査でもこの時期の住居祉が出土

しており、断層崖下の湿地を利用しての水稲耕作が行われていたことが想像できるが、第2次調査時に住居祉

がまとまって検出されているので、詳細は次回に考えてみたい。

平安時代には、今回の調査だけでも14基の住居祉と、 6基の掘立柱建物担1:が出土している。住居祉は 7期 ・

8期を中心と して出土しており、 11期と15期がそれぞ、れ l基出土している。

住居社では、第17号住居祉は火災住居であり、多くの炭化材と、床面には12世紀前半の土師器を中心とした

遺物が出土している。また、第7期(9世紀後半)の第9号住居祉と、第10号住居泣からはそれぞれ439gと

1.211 gの鉄浮が出土しており、なかでも第10号住居枇からは20個の菰手石、 3個の土錘、盤と考えられる鉄

製品が l本出土している。また、この住居祉の南部には掘立柱建物祉が列をなして検出されており、住居祉の
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規模的にも他の住居社よりも大きいことから、工房的な施設と考えられる。また、第 9号住居祉では墨書、刻

書土器の出土が多く 、他の住居祉とは異なった遺物の構成を示しているの

掘立柱建物祉は 2間x3間と 2間x2聞の規模があり、長軸は東西方向と南北方向がある。これらはほぼ90

度のずれであることから軸方向は統ーされているものと考えられる。また、第3号建物祉の北東部のピット群

から約1，400gにのぼる鉄津が一括廃棄されたかのように出土している。しかし出土位置を明確に記録しなか

ったために、ピットの特定が困難となってしまっている。

また、今回の調査では、性格不明な遺構 (不明遺構で掲載)が出土しているが、この遺構は赤沼氏の指摘に

よって鉄生産関連施設であることが判明している。第W章ですでに述べているように、整地された遺構内から

は大きな機(直径約40cm-80cm)がならんで出土し、この遺構に伴うと考えられる鉄製品を出土する土坑も 2

基検出されている。これらの遺構は、鉄生産時に使用された何らかの施設の可能性が高い。さらに、遺構床面

付近より出土している鉄製品や小鉄塊、鉄淳、輔の羽口、および緑青が析出したるつぼの出土を考えると、鉄

に加え、銅に関する生産活動も実施されていたものと推定された。

なお、出土している鉄製品は主として釘状鉄製品であるが、いずれの鉄製品も完形品ではなく、欠損または

屈曲しており、 一度使用されたものと考えることができる。このことは、使用に耐えられなくなった製品の再

利用も同時に行っていた可能性があることを示している。

この遺構からはその他にも白磁碗や、土師器杯の小片も出土している。土師器については小片のために年代

を明確にしえない。しかし、白磁碗については長野自動車道の発掘調査成果として15期(12世紀初頭)に位置

づけられていることから、鉄に関する生産活動が行われていたのは当該時期であったと考えられる。

また、第4号溝祉をはさんで南側には、遺構として明確に検出できず、遺物についても採取できなかったも

のの、不明遺構と同様なプランが存在した可能性もあり、表土除去作業中に失われた遺構も存在する可能性が

高い。さらに、凶部には焼土が検出され、周辺からは柱穴も出土しており、明確に検出できなかったものの、

何らかの施設を伴う鉄生産関連遺構の可能性も考えられる。

次に調査区全体をみると、掘立柱建物祉や竪穴住居祉および清祉の軸方向はほぼ揃っており、規格性をみて

とることができる。また、試掘調査時には堀とも考えられる黒色土の帯が、調査対象外の地区から検出されて

おり、明確にはできないものの、ほほ同じ軸方向と考えられる。

この遺跡の住居主tが松本平の編年でいう 7期から15期まで断続的に営まれていたことを考えると、この集落

がいつから鉄生産関連活動に関わりはじめたのか、また集落全体の構造がどのような配置になっていたのか等

の問題が残る。また、第 3次調査では、龍泉窯の鏑連弁を持つ青磁碗の破片や、中世と考えられる竪穴建物祉

も出土していることから、中世の初めまではこの遺跡、が存続していたことがうかがえる。

また、金属考古学的調査によって神谷所遺跡では銑鉄を脱炭して製造された鋼を使用して農工具を製作して

いることが想定された。第9・10号住居祉からは多くの鉄浮も出土しているため、ある程度の規模をもった精

錬遺構が存在していた可能性もある。製品がこの遺跡内のみの流通にとどまるとは考えられないことから、周

辺の遺跡にもここで製作された製品が流通していたことも想定していかなくてはならない。

今後、第 2次・第3次の調査報告書をまとめるにあたり、これらのことを加味しながら遺跡の性格を明確に

していきたい。

最後に、今回の調査での出土ではないが、隣接遺跡である新町丸山遺跡出土と伝えられる、鋳鉄製の羽釜に

ついて触れたい。この羽釜は、昭和33年に神谷所遺跡の東部に存在する通称稗塚と呼ばれる小丘の西側麓の

畑地で耕作中に発見されたもので、当時の表土下約30cmから出土している。中世に一般的に見られる鉄釜と
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第V章まと め

は形状が異なり、肩部から口縁部にかけて若干内径しながらも直線的に立ち上がり、鍔部以下の胴部が長く、

底部に棒状の突起(湯口~湯道部分)が約 6cm程残されている。

稗塚は、新町丸山遺跡、として遺跡に登録されているが、 実際には断層によって形成されたいわゆるケルン・

パットと考えらる。また、出土した地点についても試掘調査の際、遺構が確認されなかったため、遺跡の可能

性は低い。そのため、出土した羽釜は、西部の断層崖上に立地する神谷所遺跡から、崖の崩落によって流れ込

んだ可能性が高い。

この羽釜と同様な形態を示すものに、更埴市屋代の馬口遺跡、群馬県利根郡昭和村糸井太夫遺跡出土の資料

がある。これらの羽釜は発掘調査によって出土しており、馬口遺跡の羽釜は10世紀後半(折戸53号窯)、糸井

太夫遺跡出土の羽釜は10世紀中葉から後半に位置づけられている。また、群馬県利根郡月夜野町に所在する

月夜野古窯跡群の須磨野A支群を中心として、これらの羽釜を模倣して作られたと考えられる軟質須恵器や、

還元焔焼成された 10世紀前半代の羽釜が出土している。(これらの土製羽釜は、10世紀代では還元焔焼成であ

ったものが、 11世紀に入ると酸化焔焼成に移行していくようである。なお、この月夜野型の羽釜は、利根郡、

吾妻郡、北群馬郡子持村の北毛地域にほぼ限定できるという 。)これらの資料から、辰野町で出土している鋳

鉄製羽釜も、型式的にみて10世紀前半代の遺物と考えることができる。

古代の鋳鉄製の釜については出土資料が少なく、不明な点が多いようであるが、 8 世紀前葉~9 世紀の羽釜

の鋳型から推定すると、その形態は肩部が大きく内傾し、口縁部が短く直立している。また、畿内においては、

中国の茶釜を模倣したと見られる緑粕陶器が出土している。この茶釜は、茶道具として中国から流入した茶法

に関係する遺物であると言われている。新町丸山遺跡等より出土した羽釜とこれらの羽釜とは形態が異なって

おり、長野県、群馬県に特有の器形である。そのため、この地域の地方的な遺物と捉え、地方の鋳物師の手に

よるものとの考え方も示されている。

また更埴市付近では、馬口遺跡出土のような形状をした釜が過去に数多く出土しているという地元の証言や、

月夜野型の羽釜については、鋳鉄羽釜を補完する目的で焼成されていると考えられること、また、月夜野型羽

釜に限らず、底部に突起を伴わないものの同様な器形を呈する土製の羽釜が長野県内でも一般的に出土してい

ることから、この器形の鋳鉄製の羽釜が一般的に流通していたことが考えられる。

長野県内では、土製羽釜は10世紀後半期には出現しており、 12世紀前半に消滅している。その後、内耳鍋が

出現する14世紀前半期まで、明確な煮沸具は確認されていない。鋳鉄製の羽釜は、この土製羽釜の出現期のも

のであり、以後の存在は確認できない。畿内においては鋳鉄製羽釜の出土は確認されていないようなので、新

町丸山遺跡等出土の鋳鉄製羽釜タイプが分布する範囲については明確にすることができないともいえる。羽釜

は畿内において 12世紀から伝世品が存在し、中世までその存在が確認されている。 しかし、これらは寺院と

いう空間において使用されたものであり、羽釜の使用に関しては当時の日常生活からすると、かなり異質だ、っ

たのではないかという指摘もあり、発掘調査によって出土した 15世紀中葉ころの羽釜の形態が伝世品に近似

していることを考慮に入れても、これらの羽釜が、一般的に使用されていた羽釜の形体なのか疑問をはさむ余

地もあるように感じる。

今回a馬口遺跡 ・丸山遺跡の羽釜について金属考古学的調査(自然科学分析)によって、その成分が西日本的

であることが判明した。これは赤沼氏の指摘にあるように、西日本の鋳物師がこの地域に進出してきている可

能性を示すものではないだろうか。中世後半に入ると羽釜は畿内を中心に出土する遺物で、東日本ではいわゆ

る鍋が主流となっていく 。湯口の形状が丸形の製品は西日本に多い傾向も指摘されており、これらの状況から

しでも、この羽釜が、西日本の系譜をヲ|く製品であることを物語っていると考えられる。
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また、党鐙を鋳造した集団について見ると、信濃では大和下回の鋳物師の手によるものが多く、さらに、下

回の鋳物師は同時に寺や農民に向けての羽条を製作していたということも注目に値する。

さらに、 15世紀までの内耳鉄鍋の成分分析の結果においても、現在のところ新町丸山遺跡出土の羽釜と似た

成分のものはみつかっておらず、中世末頃になってようやく同じ組成の鍋の出現が東北~北海道地域で確かめ

られている。このことは、共伴遺物の変化もともなっていることから、地元とは異なる系譜の鋳物師集団 (関

西系か?)の流入も考えられるという 。

また、「在地の製鉄・精錬技術あるいは遺跡、の集中するところに意識的に畿内の鋳物師の進出、あるいは畿

内の鋳物師の系譜をヲ|く鋳物師の進出がみられた」という見解や、工房の場と、材料を与えられて、各地を

「遍歴」していたとの考え、党鐙の名文に他国の有力鋳物師と地方の鋳物師と連名に した名文を持つものもあ

るという事も示唆に富んでいる。これらのことをふまえても、製品に使用した原料鉄の分析からは、畿内系鋳

物師の影響も考えなくてはならないだろう。

ではなぜ畿内で出土していない器形の羽釜がこの地方で生産されていたのであろうか。 また、試掘調査時に

出土している鉄鍋片の組成が、羽祭のそれとは異なっていることを考えると、この鉄鍋を鋳造した鋳物師は羽

釜の製造者とは異なる 日j能性もある。鉄鍋については東北地方の鍋が流通している可能性も考えられる。なお、

原料銑鉄に関しては、使用不能になった鋳造鉄器の破片も鋳造の原料になり得るとのことであり、在地の鋳物

師の原料についても多方面からのアプローチが必要であろう 。また、貸鍋 ・貸釜制度の観点もまじえながら検

言すしていかなくてはならない。

末筆になりましたが、赤沼英男、伊藤修、小平和夫、長崎元贋の各氏には多くのご教示を賜りました。ここ

に深く感謝するとともに、力不足によってそれを卜分に生かしきれなかった事をお詫びします。

E主

(1) 縄文土器の時期等については長崎元康氏のご教示による。

(2) 平安時代の遺物の時期については小平和夫氏のご教示による。

(3) 赤沼英男氏のご教示による。
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符篇

出土遺物の形状と組成からみた神谷所遺跡における鉄および

銅製品の製作活動について

岩手県立博物館赤沼英男

1 .はじめに

長野県上伊那郡辰野町新町に立地する神谷所遺跡は、工業団地造成に伴い平成 2年から 6年の 5ヶ年にわた

り発掘調査された遺跡である。平成 6年度の発掘調査では、 11世紀前半および12世紀後半に比定される住居社、

平安時代後期と推定される性格不明の遺構、時代不明の土坑や焼失住居祉が確認された。これらの住居祉等か

らは、農具や工具はもとより、鉄塊や鉄淳、緑青が付着したるつぼが見出されている。遺跡内で鉄や銅に関す

る生産活動が実施されていたことは確実で、、日常生活に必要な鉄器や銅製品が作り出されていたものと推定さ

れたが、出土した資料の外観形状と検出遺構の状況だけで、生産活動内容について言及することは困難とされ

た1)。

遺跡内での生産活動と金属器の使用状況を推定する有効な手段に、出土遺物の金属考古学的調査がある。上

記住居社、性格不明遺構、および土坑跡から出土した遺物の金属考古学的調査を行った結果、遺跡内では銑鉄

を脱炭して鋼を製造する操作(精錬)が行われ、製造された鋼を使って農工具をはじめとする鋼製鉄器が製作

されていたものと推定された。精錬の出発物質となった原料銑鉄の獲得方法については、遺跡外からの供給、

使用不能となった鋳造鉄器の再利用の二つを考えることができた。鉄に加え、銅の溶融あるいは銅合金の溶製

が行われていたことも判明した。原料銑鉄や銅地金を獲得して、あるいは使用不能となった鉄器や銅製品を再

利用して、日常生活に必要な金属器が製作されたと推定される。以下に、神谷所遺跡出土遺物の金属考古学的

調査結果について報告する。

2. 調 査資 料

金属考古学的調査を行った資料は、神谷

所遺跡出土鉄器7点、鉄塊2点、鉄浮8点、

るつぼ1点、辰野町新町丸山遺跡出土羽釜、

および長野県更埴市馬口遺跡出土羽釜の合

計20資料である。新町丸山遺跡は神谷所遺

跡に近接して立地する。調査した羽釜の共

伴遺物による年代比定は困難とされたが、

10世紀後半代の資料といわれている長野県

更埴市馬口遺跡出土羽釜との比較によって、

それよりも前代に製作された資料と推定さ

れている2)3)。調査資料の概要は表lに示す

とおりである。

表 1 分析資料の概要

出土状況

No 遺物番号 資料名
遺構名 出土層位

推定時期 台帳番号

l 29 鉄浮
第5号住居祉

1310 
2 30 鉄浮 床面 11世紀前半 1311 
3 34 鉄I宰 第74号住居祉 2024 
41 36① 鎌 4478 
51 36-③ 棒状鉄器 第15号竪穴建物品i 覆土 12世紀後半 4478 
61 36一② 鉄塊 4478 
71 21-① 釘 7670 
81 21-② 主I 7670 
9 39 釘

10 40 釘
平安時代後期

11 5 鉄塊 不明遺構 床面
(実年代不明)

7517 
12 9 鉄i宰 7547 
13 21-③ 鉄涛 7670 
14 6 鉄浮 7521 
15 10 鉄浮 7522 
16 23 鉄海 第9号土坑 覆土 不明 23 
17 395 鉄鍋片 19-1地点火災住居枇 被土 不明 395 

18 7527 るつぼ 不明遺構 覆土
平安時代後期

75?:7 
(実年代不明)

19 25 羽釜 新町丸山遺跡 10世紀前半

20 羽釜 !馬口遺跡 10世紀後半

i主1)遺物番号、資料名、出土状況、推定時刻、台帳番号は辰野町教育委員会

福島永氏による。
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5 制査結果

3 . 調査試料の摘出

鉄器、鉄塊、およびるつぼについては、ダイヤモンドカ ッターを装着したハンドドリル(以下、ハンドドリ

ルという )を使って、資料の外観形状を損ねることのないよう細心の注意を払いながら、 0.05-0.1gの試料を

摘出した。鉄i宰についてはハンドドリルで泌さ約 2cmの切り込みを入れ、 一方の切り込み面から約 1gの試料

を切り取った。各資料から摘出した試料をさらに 2分し、大きい方を組織観察に、小さい方を化学成分分析に

供した。調査資料の中で、 No.9. No.lO、 No.17、およびNo.19については、図 3-6に示す 2ケ所から、他につ

いては図 1. 2、図 7-12に示す箇所から試料を摘出した。

4. 調査方法

組織観察用試料はエポキシ樹脂に埋め込み、エメリー紙、ダイヤモンドベーストを使って研磨した。研磨面

を金属顕微鏡で観察し、地金の製造方法を推定するうえで重要と判断された銅製鉄器・鋼塊中の非金属介在物、

銑鉄中の元素濃度分布、および鉄津中の鉱物相をエレクトロン ・プローブ・マイクロアナライザー (EPMA)

で分析した。研磨面の 5割を超える領域がメタルで構成されている No.4-6、No.7、No.9 Sal、No.lOSal、

No.llから摘出した試料については、ナイタール (硝酸2.5mlとエチルアルコール97.5ml溶液)で腐食した後、

組織観察した。

化学分析用試料は表面に付着する土砂、錆をハンドドリルで丹念に削り落とし、エチルアルコール、アセ

トンで超音波洗浄した。試料を 130'Cで2時間以上乾燥し、ほほメタルからなる試料、またはメタルと錆が混

在した試料については直接、錆、鉄浮についてはメノー乳鉢で粉砕した後テフロン分解容器に秤量し、塩酸、

硝酸、およびフッ化水素酸を使って溶解した。溶液を蒸留水で定溶とし、 T.Fe(全鉄)、 Cu(銅)、マンガン

(Mn)、リン (P)、ニ ッケル (Ni)、コバル ト (Co)、チタン (Ti)、けい素 (Si)、カルシウム CCa)、アルミニ

ウム (Al)、マグネシウム (Mg)、バナジウム (V)の12元素を高周波誘導結合プラズマ発光分光分析法 (ICP

-OES法)で分析した。No.6、No.llには錆とメタルが混在していたため、それぞれを分別し、化学成分分析

に供した。No.4、No.ll金属部、 No.17Sal・2、No.19Salの5試料については、燃焼一赤外線吸収法によって鉄

中の炭素 (C)、硫黄 (S) を、 No.1、No.2、No.3、No.ll錆部、 No.12、No.13、No.14、No.15、No.16、および

No.18の9試料については、鉄鉱石一酸可溶性鉄 (II)法によって FeOを分析した。

5. 調査結果

5-1 鉄器 ・鉄塊の化学組成

表2-4に鉄器および鉄塊から摘出した試料の化学成分分析結果を示す。 No.4、 No.5、No.7、No.9Sal、

No.l OSal、 No.ll金属音~、 No.17Sal. 2， No.l9Salから摘出した試料の T.Feは80.58-86.71%で、メタルと錆が混在

した試料である。他の 8試料は55.83-79.47%で、錆化が進んでいる4)。

No.4からは0.18%、No.llSal金属部からは0.87%、No.17Sal.2、No.19Salからは4.34-4.81%の Cが分析されて

いる。これらの値は 5-2の組織観察結果とよく整合する。

No.4をはじめとする17試料すべてから0.01%を上回る Ni、Coが、 No.ll錆部、 No.17Sal.2、およびNo.20を除

く13試料からは、 0.01%を上回る Cuが検出されている。特に、 No.6からは0.106%のCoが、 No.19Sal.2からは
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表2 銅製鉄器・鉄塊の分析結果

化学成分 (mass%) Cu' Ni' Coニ成分比
No ミク口組織 非金属介在物組成

T.Fe C 5 Cu Mn P Ni Co Ti Si Ca AI Mg V FeO Co・(ColNi)Cu・(Cu/Ni)Ni'・(Ni/Co)Cu" (Cu/Co) 

4 80.58 0.18 0.017 0.014 0.002 0.0290.0230.040 0.032 0.1410.0150.0160∞7 0.007 - Pa(02 -0.3) XT. Fa. M 1.74 0.61 0.58 0.35 

5 86.71 - - 0.011 0.009 0.0290.0330.048 0.068 0.5590.0400.1800.039 0.006 - Pa(O.l -0.2) XT.Fa. M 1.45 0.33 0.69 0.23 

6金属部 79.47 - - 0似30.003 0.0100.0700.106 0.010 0.51900370.1180.022 <0.001 - Pa(約0.8) Fa. M 1.51 0.61 0.66 0.41 

錆部 55.83 - - 0.016 0.031 0.0400.031 0.035 0凶3 2.62 0.177 0.880 0.152 0.003 一一 1.13 0.52 0.89 0.46 

7 86.62 句 0.0170.001 0.0幻 0.0410.051 0∞1 0.0260.0740.0170∞3 <0∞1 - Pa(O.l -0.2) Wu.M 1.24 0.41 日初 0.33 

Cm(02 -且3)

8 61.94一 一0.0240.001 0.039 0.039 0.039 0.020 0.437 0∞30.161 0.010 <0∞1 -lno no l∞ 0.62 I∞ 0.62 

9Sa， 84.91 - - 0.014 0.001 0.031 0.0400似80.021 0.086 0.015 0.014 0∞9 0.001 - Pa(<O.l) WU. XT. Fa. M 1.20 0.35 0.83 0.29 

Sa， 58.14 - - 0.016 0∞2 0.0210.0230.020 0.012 0299 0.016 0.095 0∞9 0.002 -Ino no 0.87 0.70 1.15 0.80 

10Sa， 84.32一一 0.0150∞1 0.071 0.035 0.055 <0∞1 0.0920∞50.0240∞5 <0∞l Pa(<O.I) WU. Ha. Fa. M 1.57 0.43 0.64 027 

5a， 55.89一 一0.0230∞4 0.059 0.029 0.041 0∞9 0.787 0.043 0.293 0.018 0.0印 ーCm (0.2 -0.3) Ino 1.41 0.79 0.71 0.56 

11金属部85.730.870.051 0.012 <0∞1 0.007 0.033 0.064 <0∞1 0.190 0030 0.011 0.002 <0∞1 - Pa(08<) Wu， Fa， M 1.94 0.36 0.52 0.19 

錆部 58.05一一 0.0070.015 0.0410.0190.024 0.089 1.80 0.138 0.742 0.093 0∞2 26.31- 1.26 0.37 。79 0.29 

注 1)Noは表1に対応。
注 2) C、Sは燃焼ー赤外線吸収法、 FeOは鉄鉱石一酸化溶性鉄 (ll)法、他は ICP-OES法による。

注3)Paはパーライト、 Cmはセメンタイ トまたはその欠落孔、括狐内の数字はミクロ組織から推定される炭素量。

注 4) Wuはウスタイト、 XTは主として駿化鉄および酸化チタンからなる化合物、 FaはFe-Mg-Si-O系化合物または Fe-Si-O系化合

物、 Mはマトリックス、 noは見いだされず。

それぞれ0.171%、0.145% の Cuが、NO.17Sal'2、NO.19Sal'2、NO.20からは0.14%を上回る Pが分析されている。

錆化が進んだ試料に含有される微量元素を検討する場合、埋蔵環境からの富化を考慮する必要があるが5)、

遺物を取り囲む土砂に100ppm (0.01%) 以上の Co、Ni、Cuが含有されることはまずない6)。金属考古学的調

査を行った鉄器に、銅またはその合金をはじめとする異種金属の付着がみられなかったこと 1)を考慮すると、

0.01 %以上の Co、Ni、Cuが検出された試料については、検出された三成分のほとんどが錆化前の地金に含ま

れていたと推定される。

一方、 Pについては埋蔵環境下から富化されることがある7)。錆化した試料における Pの分析値を評価する

にあたっては、遺物を取り囲んでいた土壌中の P含有量、およびほぽ同じ埋蔵環境下にあったとみなすこと

のできる他の鉄器の P含有量を調べ、富化の可能性を検討する必要がある。NO.17Sal'2、NO.19Sal'2はメタル

と錆が混在した試料のため、分析された Pのほとんどは製作に使用された地金に含 まれていたと推定される。

NO.19Sa2から検出された Pについては T.Fe値のみに着目すると埋蔵環境下からの富化の可能性がある。しか

し、 NO.19SalのP含有量をふまえると、検出された Pの相当量は製作に使用された地金に含有されていた可能

性が高いと判断される。一方、 No目 20については比較試料がないため、製作時の地金に 0.2%程度の Pが含有

されていたとみなすことはできない。ここでは相当量の Pが含有されていた可能性があることを指摘するに

とどめる。なお、 NO.ll錆部からは26.3%の FeOが検出されているが、これは NO.llに酸化鉄に富んだ鉄浮が

固着していたことに起因すると考えられる。

5-2 鉄器・鉄塊の組織観察結果

NO.4 (図 1)はほぼメタルによって構成されていたので、酸(ナイタール:2.5m!の硝酸と 97.5m!のエチル

アルコール溶液)を使って腐食した後、組織観察した。マクロエッチング組織はほぼ一様に腐食されている。

マクロエッチング組織枠内部はフ ェライト (αFe) とパーライト〔 αFeとセメンタイト (Fe3C)の共析組

織〕によって構成され、パーライトの占める面積割合から、炭素量0.2~0.3%の鋼とみることができるh

No.4と同様にして NO.5および NO.7には、炭素量 0 .1~0.2%の鋼が配されていることがわかっ た (図卜 2 )0 

No. 9 Salおよび No.10Salはそのほとんどがフェライトからなる(図3bl'b2、図4)。炭素量 0.1%未満の鋼であ

る。NO.6および NO.llから摘出した試料に残存するメタルは一様に黒く腐食されている。NO.6マクロ組織の
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5 調査結果

枠内部はセメンタイト、 NO.llマクロ組織の枠内部は初析セメンタイト (PCm)とセメンタイトからなる8)(図

1.図4)。前者は共析鋼 (炭素量0.8%の鋼)に近い組成の鋼、後者は過共析鋼 (炭素量0.8%を上回る鋼)で、

No.4・ NO.llの組織解析結果は 5-1の化学成分分析結果とよく整合する。

NO.7およびNo.lOS32の錆部分には、金属光沢を呈する線状の結晶 (Cm)が層状に並び島状領域を形成す

る組織が観察される。(図 2α・図 4)これまでに行われた組織観察結果に基づけば、パーライト中のフェラ

イトが錆化し、セメンタイトが抜け落ちることによ って生成した組織と推定される5)9)。この組織をパーライ

トとすると、 NO.7 および NO. lOSa2の錆化前の地金はともに 0.2~0.3%の鋼とみることができる。 NO.8 および

No. 9 Sa2には、製作時に使用された地金の組織を推定できる領域が見出されなかった。上記組織観察結果を整

理すると、表2右欄のとおりとなる。

No.4から摘出した試料にはやや暗灰色をした化合物 XT、暗灰色の柱状化合物 Faが観察され、それらは微

細な化合物を内包する黒色領域 (M)によ って取り囲まれている。EPMAによ って、化合物 XTはFe-Ti-

AI-Mg-V-O系化合物、化合物 FaはFeO-Si02系化合物 (鉄かんらん石:2FeO・Si02と推定される)であ

ることがわかった。NO.5もNO.4とほぼ同じ鉱物組成をとる (図1)。

No. 9 Sa1には灰色粒状のウスタイト (Wu・化学理論組成 FeO)、Fe-Ti-Al一Mg-V-O系化合物 (XT)、

FeO-Si02系化合物 [Fa:鉄かんらん石 (2FeO・Si02) と推定される〕、および微細な化合物を内包する黒色

領域 (M)によって、 NO.lOSa1にはウスタイト (Wu)、Fe-AI-O系化合物 (Ha)、Fe-Mg-Si-O系化合物

[Fa:マグネシウムを固溶した鉄かんらん石 !2 (Fe. Mg) 0・Si021と推定される〕、および微細な化合物を内包

する黒色領域 (M)によって構成される非金属介在物が見出された (図3C1.2、図 4)。

NO.6には FeO-Si02系化合物 (Fa)と微細な化合物を内包する黒色領域 (M)、NO.7にはウスタイト

(Wu)と微細な化合物を内包する黒色領域 (M)、NO.ll金属部にはウスタイト (Wu)、Fe一Mg-Si-O系化

合物 [Fa:マグネシウムを固溶した鉄かんらん石 !2 (Fe. Mg) 0・Si021 と推定される〕、および微細な化合

物を内包する黒色領域 (M)によって構成される非金属介在物が観察された (図I、図 2dl-3、図 4)。なお、

NO.8、NO.9S旬、およびNo.lOSむには非金属介在物を見出すことができなかった。上記観察結果は表2の最右

欄にまとめられる。

NO.17Sal、No.l9Sal領域 R2内部、およびNO.19Sa2領域Rl'2内部には片状黒鉛 (G)が析出した組織 (図5・6)、

NO.19Sal領域 Rl内部にはレーデブライト組織 (図6)およびレーデブライトに片状黒鉛が析出した組織 (写

真 ト 2)がみられ、 NO.17Sa2およびNO.20はレーデブライト組織からなる (写真 l、図 5・6)0NO.17、NO.19、

およびNO.20は銑鉄を素材とする鋳造鉄器であることが判明した。

5-3 鉄浮・るつぼの化学組成

No. 1 ~ 3 および No. 12~16の T. Fe は34.99~65.73% 、 FeO は3 1. 8~69.0%で、他にO目 93~13. 3% の Si、 0.379~

4.33%のAlを含有する。酸化鉄に富む鉄浮である。後述する組織観察結果を考え合わせると、操作の過程で

局所的にではあるにせよ、溶融もしくは部分溶融した鉄浮と鉄とが接触した状態が存在したものと推定される。

NO.16からは2.24%のTiが検出されている。その大部分は鉄浮中に残存する Fe-Ti-AI-O系化合物 (XT)

に起因すると思われる (表5)。

NO.18はSi、Alを主成分とする。5-4で述べるように Cu粒の残存が確認されたため、銅を溶融または銅合

金を溶製する際に使用されたものと推定される (表6)。
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表3 鉄鍋の分析結果

化学成分 (ma田%) Cu'Ni・Co三成分比

T Fe C S Cu Mn P Ni Co Ti Si Ca AI Mg V Co・(Co/NilCu'(じu/Ni)Ni"(Ni/Co) Cu"(CuICo) 

Sa，181.89 4.34 0.017 0.003 0.008且1430.029 0.012 0.001 0.186 0.027 0.002 0.001 0.011 仕41 0.10 2.42 0.25 
171 白|
Sa，183.07 4βo 0.062 0.005ωωω45 0.033 0.013 <0.001且158く0∞10.002<0.∞10.0131 L 0.39 0.15 2.54 0.38 

注 1)No.は表 lに対応。

注2)C、Sは燃焼赤外線吸収法、他は ICP-OES法による。

注 3)Gは片状黒鉛、 Lはレーデプライト。

表4 羽釜の分析結果

化学成分 (mass%) 白 Cu' Ni・Co三成分比
ミク ロ組織;

T Fe C S Cu Mn P Ni Co Ti Si Ca AI Mg V 1 .. "-"-ICo・(ColNi)Cu'(CulNi) Ni"(Ni/Co) CuぺCu/Co)

191 
sa，181.26 4.81 0.009 0.171 0ω1 0.34品 ω50仰 10.012 0.246 0.0籾 2.50 0附 0.0031(L).(G. ul 0.42 3.45 2.38 8.21 

ISa，160以 ー ) 仕145 0ω1 0.518ω19 0.023 0.003 0.201ωωω58 0.0四 0.0031 G 1.20 7.64 0.83 日7

20 173.57 一 一 位∞6 0.009 0.200 0.012 0.014 0.010且3900.007 0.017く棚10.0141 L 1.17 0.50 0.86 0.43 

注1)Noは表lに対応。

注2)C、Sは燃焼ー赤外線吸収法、他は ICP-OES法による。

注3)Gは片状黒鉛、 Lはレーデプライト。

5-4 鉄津の組織観察結果

No.Uま椀状浮で、凸部表面には青灰色を呈し、部分溶融した粘土状物質が固着している(図 7al)。摘出し

た試料にはいたるところに空隙がみられる(図 7bl)o bl領域 Rl内部の EPMAによる組成像 (COMP)には、

灰色の粒状をしたウスタイト (Wu)、暗灰色の Fe-Al-O系化合物 (Ha)、やや暗灰色の Fe-Si-O系化合

物 (Fa)、微細な化合物を内包する黒色領域 (M)が(図 7Cl'3)、領域 R2内部にはウスタ イト (Wu)、Fe-Si

-0系化合物 (Fa)、および微細な化合物を内包する黒色領域 (M)が観察された(図 7C2・1)。

NO.2、NO.3、NO.12、No.13、NO.14、NO.15、およびNO.16も椀状浮で、NO.1とほぼ同じ外観形状をとる。

NO.2、NO.3のマクロ組織枠内部、およびNO.13のマクロ組織領域 R2内部はウスタイト (Wu)、やや暗灰色

のFe-Si-O系化合物 (Fa)、および微細な化合物を内包する黒色領域 (M)によって (図8、図10)、NO.12

のマクロ組織領域 Rl・2内部およびNO.13の領域Rl内部は、ウスタイト (Wu)と微細な化合物を内包する黒色

領域 (M) によって構成される(図 9、図10)0NO.14、NO.15、およびNO.16のマクロ組織内部はウスタイト

(Wu)、主として酸化鉄と酸化チタンからなる化合物 (XT)、やや暗灰色の Fe-Si-O系化合物 (Fa)、および

微細な化合物を内包する黒色領域 (M)からなる (図11)。上記組織観察結果は表5の最右欄にまとめられる。

5-5 るつぼから摘出した試料片の組織観察結果

NO.181土直径約 5cmのるつぼで、口縁部が一部欠損している(図12al)。摘出した試料にはいたるところに空隙

がみられ、ガラス化している (図12bl)。マクロ組織領域Rl内部は銅粒がガラス化した領域によ って取り固まれ

た組織が観察される。マクロ組織領域R2内部は酸化ケイ素 (Q) とガラス化した領域からなる(図12C 1-4)。

6. 考察

6-1 鉄器・鉄塊の分類

金属考古学的調査を行った鉄器、鉄塊のうち、 NO.4、No.5、No.7、NO.9、およびNO.101こは炭素量0.3%以

下の亜共析鋼が配されていた。調査対象とした鉄器の極一部が調査用試料として摘出されているため、資料全

体の断面構造は不明である。古墳出土万剣の中に人為的に炭素量の異なる鋼を合わせ鍛えて作万したと推定さ
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6.考察

表5 鉄浮の分析結果

No. 
化学成分 (mass%)

鉱物組成
T.Fe FeO Cu Mn P Ni Co Ti Si Ca Al Mg V 

1 144.31 53.1 0.003 0.104 0.141 0.008 0.001 0.325 10.4 0.659 3.85 0.580 0.039 Wu. Ha. Fa. M 

2 42.51 49.8 O.∞6 0.108 0.140 0.006 0.002 0.376 11.2 0.553 4.07 0.560 0.037 Wu. Fa. M 

3 34.99 31.8 0.014 0.093 0.234 0.021 0.009 0.251 12.5 1.43 3.93 0.586 0.011 Wu. Fa. M 

12 63.89 55.5 0.009 0.011 0.032 0.016 0.016 0.041 0.930 0.143 0.379 0.123 0.003 Wu.M 

13 65.73 69.0 0.009 0.013 0.045 0.016 0.017 0.055 1.42 0.119 0.605 0.106 0.003 (Wu. Fa. M) (Wu. M) 

14 35.51 32.6 0.003 0.116 0.082 0.012 0.012 0.614 13.3 0.846 4.33 1.16 0.026 WU. XT. Fa. M 

15 56.83 40.6 0.007 0.016 0.056 0.010 0.016 0.082 3.77 0.193 1.25 0.161 <0.001 Wu. XT. Fa. M 

16 げ空18 55.1 く0.0010.221 0.131早014 O.ωι2.24 8.44 1.01 3.67 1.12 0.201 Wu. XT. Fa. M 

注 1)Noは表lに対応。

注2)FeOは鉄鉱石椴可溶性鉄 (II)法、他は ICP-OESi去による。

注3)Wuはウスタ イト、XTは主として酸化鉄および酸化チタンからなる化合物、 HaはFe-AI-O系化合物、 FaはFe-Mg-Si-O系化

合物ま たはFe-Si-O系化合物、Mはマトリ ックス。

注 1)Noは表1に対応。

表6 るつぼの分析結果

化学成分 (mass%)

Mn P Ni C心 Ti Si Ca Al Mg V 

0.048 0.052 0.002 <0.001 0.610 28.2 1.26 4.48 0.572 0.024 

j主2)FeOは鉄鉱石一般可溶性鉄 (II)法、 他は ICPーOESi:去によ る。

注3)Qは酸化ケイ素、 GIはガラス化した領域。

鉱物組成

Q. Gl. Cu粒

れる資料がみられること 10)、奈良時代の直万の中にも炭素量の高い鋼を心金としその両側を炭素量の低い鋼で

挟んだ断面構造を有するものが確認されていること 11)をふまえると、神谷所遺跡出土鉄器の中にも炭素量の

異なる鋼が配されていたものがあった可能性がある。NO.4をはじめとする 5資料がすべて炭素量0.3%以下の

鋼で製作されていたと断定することはできない。ここでは0.3%以下の鋼が使用されていたことを指摘するに

とどめる。

NO.6、NO.ll小鉄塊はそれぞれ共析鋼に近い組成の鋼、過共析鋼である。NO.llに鉄浮が固着していた可能性

が高いことをふまえると、これらの小鉄塊は使用不能と判断され廃棄された資料とみることができるが、 同時

に、遺跡内で亜共析鋼に加え、共析鋼またはそれを上回る炭素量の鋼が製造されていた可能性があることをも

示している。人為的に炭素量の異なる鋼が造り分けられていたことを考慮に入れ、古代および中世の銅製造方

法の解明を図る必要がある。

NO.17、NO.19、およびNO.20は銑鉄を素材とする鋳造鉄器である。片状黒鉛が析出する NO.17およびNO.19

はNO.20に比べ、鋳型に溶銑が注ぎ込まれた後ゆっくりと冷えて固ま った資料、レーデブライト組織からなる

NO.20は、 NO.17およびNO.19に比べ急冷された資料8)と推定される。

後述するように、古代・中世には複数の鋼製造法があった可能性がある。いずれの方法がとられたとしても、

多段階の工程を経て目的とする鋼が製造されたことは確実である。同ーの製鉄原料が用いられたとしても、製

造方法や製造条件に応じ、製造される鋼の組成にはばらつきが生じるため、表2の分析結果を単純に比較する

という解析方法では、実態を反映した資料の分類結果を得ることは難しい。

表2の中で、 Cu、Ni、Coの三成分は鉄よりも錆にくい金属のため、一度メタル中に取り込まれた後はその

ほとんどが鉄中にとどまる。従って、合金添加処理が行われていなかったとすると、その組成比は鋼製造法の

如何に係わらず製鉄原料の組成比に近似すると推定される。

図13a'bは鋼製鉄器から摘出された12訪持十、図 14a・bは鋳造鉄岩井から摘出された 5試料の (mass%Co) / (mass 



符篇

表7 古代・中世関東地方出土鋼製鉄器の分析結果

No 資料名 出土地 推定時期
化学組成 (ma桔%)

T.Fe Cu Mn P Ni Co Ti Si 

非金属 Cu. Ni. Coニ成分比

介在物組成 Co・(Co/Ni)Cu司CulJ叫)Ni.てNi/Co)Cu..(Cu/Co)1 

21万子 群馬県前橋市荒砥上ノ坊遺跡 9世紀前半 61.40 0.063 0.0030.1050.0250.0460.0340.790 no 1.84 2.52 0.54 1.37 

22紡錘Jf! 東京都板摘区志村遺跡 67∞0.0140加30.077 0.028 0.052 0.016 1.27 Wu.XT 1.86 0.50 0.54 0.27 

23撃先 第6地点
9世紀後半

2.11 0.47 0.43 74.80 0.032 0∞1 0.058 0.035 0.074 0.051 0.602 XT.M 0.91 

24刀子 60.40 0.019 0.0ω0.096 0.017 0.045 0.023 0.482 no 2.65 1.12 0.38 0.42 

25万子 群馬県新田郡新田町中江田八 59.50 0.047 0∞70.1840.0120.0180.142 1.21 XT 1.50 3.92 0.67 2.61 

ツ縄遺跡
10世紀後半

2凸万子 58.70 0.032 0∞60.1830.0120.0220.104 1.01 XT 1.83 2.67 0.55 1.45 

27万子 60.60 0.033 0.001 0.075 0.023 0.037 0.019 0.775 XT 1.61 1.43 0.62 0.89 

28有顕鉄鉱状鉄製品 Sal 99.06 0.021 町 0.1430.0150.0390.0010収MWu.Fa.M 2.60 1.40 0.38 0.51 

有顕鉄挺状鉄製品 50， 99.14 0.015 tr 0.064 0.016 0.044 tr 0.042 Wu.Fa.M 2.75 0.94 0.36 附|
有頭鉄挺状鉄製品 Sa

3 
65.04 0∞90∞20.1320∞7 0.018 0.020 1.18 no 0.39 0.50 

29有頭鉄挺状鉄製品 5a， 86.99 0.013 tr 0.1470.0340.051 tr 0.053 Wu.Fa.M 1.50 0.38 0.67 0.25 

有顕鉄能状鉄製品 5a， 長野県上伊那郡辰野町掘の内
15世紀後半 83.170.019 tr 0.1∞0.036 0.039 0∞20.017 Wu.Fa.M 1.08 0.53 0.92 0.49 

遺跡
30有顕鉄誕状鉄製品 5a， 99.22 0.010 tr 0.0570.0200.041 tr 0.030 Wu.Fa.M 2.05 0.50 0.49 0.24 

有頭鉄誕状鉄製品 Sa
2 

99.64 0.029 tr 0.1570.011 0.026 tr tr Wu.G5 2.36 2.64 0.42 1.12 

31火打金 97.81 0∞3 0.001 0.010 0.016 0.023 0.0自60.059 G5 1.44 0.19 0.70 0.13 

32火打金 97.81 0.017 tr 0創)60.013 0.020 0.007 0.016 FaG5 1.51 1.31 0.65 0.85 

設 1)化学成分分析は ICP-OES法による。trは痕跡。

注 2)Wuはウスタイ ト、XTは主として酸化鉄および酸化チタンからなる化合物、FaはFe-Mg-Si-O系または Fe-Si-O系化合物、

GSはガラス質ケイ酸温、 Mはマトリックス、 noは見いだされず。

% Ni) と (mass% Cu) I (mass % Ni)、(mass%Ni)1 (mass% Co)と (mass%Cu)1 (mass% Co)を求め、その

値を黒丸(.)でプロ ットしたものである。銅製鉄器から摘出した12試料は図 13a、図 13bともに左下にほ

ぼまとまって分布する。一方、鋳造鉄器から摘出した試料は、図14a.bいずれにおいても 3資料それぞれが離

れた位置にある。No.17、No.19、およびNo.20の鋳造に使用された銑鉄の化学組成が異なっていた可能性の高

いことを示している。特に No.19においては Sal、Sa2も離れた位置にある。同一資料の鋳造に化学組成の巽な

る銑鉄が使用された、あるいは溶銑が固化する条件が鋳物の部位によって異なっていたことに起因すると考え

られる。この点についてはデータの蓄積を待って検討したい。

図13a.bには、 表7に示す関東地方の 9世紀および10世紀に比定される遺跡、長野県辰野町堀の内遺跡の

15世紀後半に比定される遺構から出土した銅製鉄器の三成分比を白丸 (0)で、図 14a.bには表8に示す 9

世紀から16世紀に比定される遺構から出土した原料銑鉄の三成分比を白丸 (0)でプロットした。関東地方

から出土した No.22、No.29Sal.2、およびNo.31は神谷所遺跡出土銅製鉄器の三成分比とほぼ合致する。また、

No.38柳之御所遺跡、出土銑鉄塊は、神谷所遺跡出土鋼製鉄器の三成分比とほぼ同じ値をとる。そして、これら

の解析結果から、以下の点を指摘できる。

① 金属考古学的調査を行った神谷所遺跡出土銅製鉄器を製作する際に使用された鋼は、同ーの原料を用い

て製造された可能性が高い。

② 金属考古学的調査を行った神谷所遺跡出土鋼製鉄器と鉄塊の三成分比はほぼ合致する。調査した鋼製鉄

器は遺跡内で製作された可能性がある。

③ 金属考古学的調査を行った神谷所遺跡出土鋼製鉄器とほぼ同じ化学組成をとる鋼製鉄器が、関東地方の

9世紀後半に比定される遺跡、および長野県辰野町堀の内遺跡の15世紀後半に比定される遺構から出

土した鋼製鉄器においても確認されている。古代から中世には銅製鉄器製作の素材となる原料鉄が市

場に供給され、商品として流通していた可能性がある。

④ 後述する鉄浮の金属考古学的調査結果に基づけば、神谷所遺跡、出土銅製鉄器の素材となった鋼は銑鉄を

脱炭して製造された可能性がある。柳之御所遺跡出土銑鉄塊と神谷所遺跡出土鋼製鉄器がほぼ同じ領

域にプロットされるという事実をふまえると、神谷所遺跡出土鋼製鉄器の素材として使用された原料
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表8 平安期出土鋳造鉄器・銑鉄塊の分析結果

推定時期
化学組成 (ma田%)

No 資料名 出土地
T.Fe C S Cu P Ni Co 

33板状鉄器 9世紀後半~ 69.22 2.80 0.12 0∞6 0.255 0.011 0.028 

34板状鉄器
青森県青森市野木溢跡

10世紀前半 - 0∞4 0.180 0.012 0∞8 49.28 -

35紙状銑鉄 91.30 4.16 - 0.031 0.195 0.022 0.045 

36塊状銑鉄
東京都多摩市別所遺跡 10世紀後半

89.60 3.76 - 0.082 0.234 

37不明鉄器片 岩手県西鰐井郡平呆国I 37.98 - 0.025 0.205 0.058 0.116 

38銑鉄塊 柳之御所遺跡
12世紀第三四半期

90.90 3.51 - 0.008 0.113 0.019 0.034 

391:=日月形銑鉄 福井県福井市 15 -16世紀 85.44 ー - 0.030 0.24 0.03 0.01 

40鉄塊系車物 北海道桧山郡上ノ国町勝山館跡 15 - 16世紀 84.54 2.55 - 0.2日3 0.048 0.020 0.016 

41養種樹遺跡 宮城県仙台市養積国遺跡 16世紀末 45.31 - - 0∞5 0.67 0.02 0.013 

注 1)C. Sは燃焼ー赤外線吸収法、他は ICP-OES法による。

注2)Gは片状黒鉛、 Lはレーデプライト。

ミクロ

組織

L 

L 

L.G 

L 

G 

L 

L 

L 

6 考察

Cu. Ni. Co二成分比

Co・(ColNi)Cu・(CulNi)Ni"(Ni/Co) Cu"(Cu/Co) 

2.55 0.55 0.39 0.21 

0.67 0.33 1.5 0.5 

2.05 1.41 0.49 0.69 

2 且43 0.5 0.22 

1.79 0.42 0.56 0.24 

0.33 I 3 3 

0.8 10.15 1.25 12.69 

0.65 0.25 1.54 0.38 

銑鉄の供給地域については、柳之御所遺跡、出土銑鉄塊の生産地域との関連を加味し検討する必要がある。

⑤ 神谷所遺跡出土鉄鍋片、新町丸山遺跡出土羽釜、および馬口遺跡出土羽釜の鋳造に使用された銑鉄の化

学組成は 3資料ともすべて異なる。特に、新町丸山遺跡出土羽釜には1，000ppmを超える Cuが含有さ

れている。同様の化学組成をとる鋳造鉄器は千葉県大原町鉄仏、 青森県浪岡城跡出上茶釜、京都市最

国神社所蔵燈炉をはじめ、列島内の広い地域において確認されている 12)。新町丸山遺跡出土羽釜は10世

紀前半、馬口遺跡出土羽釜は10世紀後半に比定され、両羽釜の製作時期が異なること、 10世紀後半に

比定される東京都多摩ニュータウン別所遺跡から800ppmを超える銑鉄塊が検出されていること(表 8)

〔別所遺跡出土銑鉄塊には板状、大塊状(拳大)、 小塊状 (胡桃大)の 3種類が確認されている。板状

銑鉄は規格化されており、そのままの形で流通していたとみることができるが、塊状のものは溶融操

作によって変形した可能性がある〕、および羽釜の分布が畿内およびその周辺に限定されるという考古

学の研究結果2)3)を加味すると、新町丸山遺跡、出土羽釜については、畿内系鋳物師によって鋳込まれた

可能性を考えることができる。新町丸山遺跡出土羽釜とは化学組成が異なる馬口遺跡出土羽釜につい

ては、新町丸山遺跡出土羽釜を製作した鋳物師とは技術系譜が異なる鋳物師によって鋳造された、あ

るいは技術系譜が同じ場合には、入手経路を異にする銑鉄を素材として製作されたとする見方をとれ

る。これらの点については、 2つの羽釜の形式学的研究と類似資料の金属考古学的データの蓄積を図

りつつ、さらに検討を進めることとしたい。

6-2 古代・中世における鋼の製造

古代 ・中世の銅製造法については幾つかの方法が提案されており、見解の一致をみるにいたってはいない。

その主因は、原料鉱石 (砂鉄もしくは鉄鉱石13)) を製錬して得られる主生成物の組成についての見解の相違に

ある。

製錬産物である鉄は炭素量に応じ、鋼と銑鉄の2つに分類される。製錬炉で得られた鉄から極力鋼部分を摘

出し、含有される不純物を除去するとともに、炭素量の増減を行って目的とする鋼を製造する。そのようにし

て製造された鋼を使って、製品鉄器が製作されたとする見方がある15)。製錬炉で直接に鋼が造り出されるとい

う意味で、この方法は近世たたら吹製鉄における錦押法16)によって生産された鉄塊を純化する操作に近似する。

また、この方法によって得られた鉄〔炭素量が不均一で鉄浮が混在した鉄(主に鋼からなるが銑鉄も混在する

と考えられている))を精製し目的とする鋼に変える操作は、精錬鍛冶15)と呼ばれている。古代に鋼を溶融す

る技術は未確立であったと考えられるので(溶融温度は炭素量によって異なるが、炭素量0.1-0.2%の鋼を溶
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融するためには炉内温度を1550't以上に保つ必要がある8))、主として鋼から成る鉄から鉄i宰を分離・除去する

際の基本操作は加熱・鍛打によったと推定される。組成が不均一な鉄から純化された鋼を得る操作に精錬鍛冶

という用語が用いられたのは、上述によるものと推察される。

一方、移しい数の鉄仏や鉄鍋、鉄釜をはじめとする鋳造鉄器の普及が示すように2)3)、遅くとも 9世紀には

銑鉄を生産する技術、すなわち銑鉄を炉外に流し出す製錬法が確立されていたとする見方が出されている17)。

製錬して得られた銑鉄を溶解し鋳型に注ぎ込むことによ って鋳造鉄器が製作される。また、 生産された銑鉄を

脱炭することにより鋼の製造も可能となる。この方法による鋼製造は銑鉄を経由して鋼が製造されるという意

味で、間接製鋼 (鉄)法則に位置づけられる。

銑鉄を脱炭する方法のーっとして、近世たたら吹製鉄における大鍛治16)がよく知られている。たたら吹製鉄

には銑押法と錦押法の 2つの方法がある。後者における生産の主目的物は鉄 (主として鋼からなる鉄塊)、前

者は炉外に流し出される銑鉄で、副生成物として炉内に錦鉄もできる。銑押法において錦鉄は操業の妨げにな

るので、鉄棒をたえず炉内に入れ炉外に取り出すようっとめたという 。このようにして生産された銑鉄は鍛冶

場に運ばれる。そこではまず火床炉の炉底に木炭を積み、その上に銑鉄を羽口前にアーチ形に積み重ね、さら

に小炭で、覆った後底部に点火する。積み重ねられた銑鉄は内部にあるものから溶融し、滴下する。この時、羽

口付近の酸化性火焔にふれ酸化され、鋼 (左下鉄)となる。ここまでの操作は「左下」と呼ばれる。左下鉄は

製錬時の副生成物である錨鉄とともに再度同じ火床炉にアーチ状に積まれ、上述と同様にして脱炭が図られる。

脱炭が十分に進んだところで金敷の上にのせられ、加熱・鍛打によって鉄浮の除去と整形がなされる。後者は

「本場Jと呼ばれる。上記の 「左下」と 「本場j、2つの操作を経て包丁鉄を造る方法が大鍛冶と呼ばれている19)。

上述から明らかなように、大鍛冶における 「本場Jの操作内容は出発物質が異なるものの、基本的に先に述べ

た精錬鍛冶とほぼ同じとみることができる。

大鍛冶では空気酸化により局所的に銑鉄の脱炭が図られるが、溶銑 (溶融した銑鉄)を準備し、大鍛冶とほ

ぼ同じ原理によって脱炭する方法が古代に行われていたとする見方が出されている12)20) -23)。この方法の場ー合、

溶銑の確保とそれを脱炭するための設備・道具が不可.欠であり、現在その点についての検討が進められているo

上記から明らかなように、 古代・中世には鉄に関する生産設備として少なくとも、 ①製錬炉、 ②溶解炉、

③精錬炉、 ④ 鍛冶炉の 4つがあった可能性がある。さらに、製錬炉としては主として銑鉄を生産するための

炉と鋼を生産するための炉が、精錬炉については銑鉄を局所的に溶融し脱炭するための炉と溶銑を準備した後

それを脱炭して鋼を製造するための炉が、鍛冶炉については精錬鍛冶と鍛錬鍛冶または小鍛冶炉があった可能

性があり、検出された炉跡の残存状況と出土資料の形状でただちにその機能を決定することはきわめて危険で、

ある。以下では、この点に留意し、考古学の発掘調査結果と出土鉄浮の金属考古学的解析結果を基に、神谷所

遺跡出土鉄淳の成因について検討する。

6-3 鉄浮の成因

金属考古学的調査を行った鉄i宰は第5号住居祉、第74号住居祉、不明遺構、および第9号土坑から検出され

ている。これら三遺構において鉄関連炉跡は未検出なため、遺構に基づく成因推定は困難で、ある。ここでは鉄

浮の形状と組成を基に、その成因について検討する。

金属考古学的調査を行った 8点の鉄浮はすべて椀状浮またはその一部である。特に第74号住居社から出土し

たNo.3鉄i宰上国は、直径約14cmの円形を呈する。第24号住居祉周辺からは上面が直径約 7cmの円形を呈する

椀状淳が見出されている。少なくとも大きさの異なる椀状浮が生成したことは間違いない。
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7 まとめ

椀状浮はいずれも青灰色を呈し、凸面および凹面のいたるところに溶融または部分溶融した粘土状物質が残

存している24)。木炭の噛み込みや固着はみられない。表面形状と鉱物組成に基づけば、 Si、Alを主成分とする

粘土状物質に酸化鉄を主成分とする鉄浮が反応し生成した資料と推定され、その形状から、 6-2で述べた精

錬鍛冶または精錬操作に伴って生成した資料とみることができる。

精錬鍛治における出発物質は主として鋼からなり、相当量の鉄津が混在した組成が不均一な鉄であるお)。 木

炭の燃焼熱による炉内到達可能温度を考慮すると、主として鋼からなる鉄を溶解することは困難であり、純化

は基本的に加熱・鍛打によったとみなければならない。この操作では鉄塊に付着または鉄塊中に固着する鉄浮

が破砕され除去される。その過程で飛散した鉄浮が炉内に入り、炉材粘土と反応しながら溶融もしくは部分溶

融した後、炉底にたまり固化する。金属考古学的調査を行った鉄浮は、その形状から炉底部において生成した

とみなければならない。鉄浮が炉底部で生成した場合、熱源である木炭が共存しているので、鉄i宰中にある程

度の木炭が噛み込まれるはずである。上記8点の鉄浮には木炭の噛み込みや固着はみられない。熱源である木

炭と反応サイトとが分離された状況下において生成した鉄浮の可能性があり、精錬鍛冶ではその形状を説明す

ることが難しい。

椀状を呈すること、木炭と反応サイトとが離れた位置にあった可能性が高いことを考え合わせると、粘土状

物質を用いて製作された椀状を呈する容器の中に溶銑を準備し、 主として空気酸化によ って脱炭して鋼を製造

する操作 (精錬)が行われていた可能性が高いと筆者は考える。8点の椀状i宰に残存する酸化鉄、鉄かんらん

石、 Fe-Al-O系化合物、および主として酸化鉄および酸化チタンからなる化合物については、溶銑の再酸

化物質と粘土状物質との反応生成物とみることによ ってその説明が可能となる。なお、 NO.16には他の 7点の

鉄淳に比べ、 5倍強の Tiが含有されている。椀形容器の素材となった粘土状物質に、局所的にチタン化合物

が混在していたか、あるいは操作の過程で人為的にチタン化合物を含む物質が使用されたことに起因すると推

定される。この点については、鉄関連遺構から見出される同形状の遺物の組成を比較する中で明らかにする必

要があろう。

精錬を想定した場合、銑鉄の入手方法が問題となる。精錬鍛冶の出発物質である組成が不均一な鉄はしばし

ば「荒鉄」と呼ばれる15)が、最近の文献資料の研究によってそれは 「銑鉄」であり、その流通は平安末まで

遡る可能性のあることが指摘されている26)。既述のとおり、東京都多摩市別所遺跡や岩手・県平泉町柳之御所遺

跡、からは銑鉄塊が見いだされ、 金属考古学的調査によ って他地域からもたらされた可能性の高いとする見解が

提示されているお)。 関東地方から出土する鋼製鉄器、古代および中世の遺構から出土した銑鉄の中に化学組成

の異なる資料がみられるという状況を考慮すると、鋼製造の素材として使用された原料銑鉄の供給地域が複数

あったとする見方をとることによって、 一連の調査結果の説明が可能となる。新町丸山遺跡出土羽釜と馬口遺

跡出土羽釜の化学組成上の差異も、当時の原料銑鉄の流通状況を示しているものと思われる。

第15号竪穴建物祉および不明遺構からは小鉄塊が検出されている。それらはそれぞれ共析鋼に近い組成の

鋼、過共析鋼からなり、共伴する銅製鉄器とほぼ同じ化学組成をとることが確かめられている。二つの小鉄塊

のうちの一つに鉄淳が混在していたため、使用不能と判断され廃棄された失敗作の可能性があるが、それはと

もかく不明遺構から椀状浮や釘が共伴して出土していることを加味すると、遺跡内では原料銑鉄を脱炭して製

造された鋼を使い、生活に必要な鎌や釘をはじめとする農工具が製作されていたことを想定することができる。

既述のとおり、椀状浮には少なくとも大きさの異なる 2つのタイプがあることが確認されている。万剣をはじ

めとする大型の鉄器を製作する場合にはその鉄器の製作に必要な量の鋼を、釘や釣り針といった小型の鉄器を

製作する場合には、それらの製作に見合った量の鋼を準備することによって、以後の加工操作が容易になる。
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符篇

製作する鉄器に応じ、あらかじめ製造する鋼の量が調整されていた可能性があり、この点についても出土する

製品鉄器についての形態学的研究結果と対比しながら、検討する必要がある。

神谷所遺跡の調査区域内において鋳型や溶解炉は確認されていないため、鋳造の実施を主張することは難し

い。鉄鍋については他地域から供給されたものと思われる。破片で検出されていることから、鋼製造の素材と

して再利用された可能性もある。この点についても資料の蓄積を待って解明したいと考える。

神谷所遺跡、およびその周辺地域における鉄・鉄器生産活動状況をより明確にするためには、精錬、羽釜や鉄

鍋の素材となった銑鉄の供給地域解明が重要で、あることはいうまでもない。長野県下には更埴市に立地する清

水製銭遺跡をはじめ、考古学的に製錬炉跡と解釈可能な古代の鉄関連遺構が複数確認されている1)。 しかし、

いずれの遺跡においても炉形の復元とその結果に基づく 主生成物の組成に関する詳細な検討はなされていなし、。

製錬炉跡と解釈された鉄関連遺構については、その多くが錦鉄の生産を目的としたとみなされてきたきらいが

あるが、銑鉄生産を考慮に入れ炉構造の復元を図り、主生成物の組成を明らかにすることによって、原料銑鉄

供給地域の絞込みが可能になると思われる。

6-4 るつぼの用途

NO.18るつぼは不明遺構から出土したもので、青灰色を呈する。直径は約 4cmで、ところどころに青緑色の

物質が析出している。摘出した試料には銅粒の残存が確認された。青緑色の物質は緑青で、検出されたるつぼ

は銅の溶融、または銅合金の溶製に使用されたものと推定される。神谷所遺跡では鉄に関する生産活動に加え、

銅に関する生産活動も行われていたことが、出土遺物の金属考古学的調査をとおして明らかとなった。

7. まとめ

神谷所遺跡およびその周辺遺跡から出土した遺物の金属考古学的調査をとおして、遺跡内では銑鉄を脱炭し

て鋼を製造する操作と、それを素材として農工具をはじめとする日常生活に必要な鋼製鉄器が製作されていた

ものと推定された。精錬の出発物質である原料銑鉄の獲得方法については、遺跡外からの供給、または使用不

能となった鋳造鉄器の再利用を考えることができた。また、神谷所遺跡では鉄に加え、銅に関する生産活動も

行われていたことが明らかとなった。

原料鉄や銅の流通、あるいは使用不能となった鉄器や銅製品の再利用を考慮に入れ、考古学の発掘調査結果

および出土遺物の形状と組成に関する調査結果を多面的に検討することによ って、神谷所遺跡およびその周辺

地域における古代から中世の金属器の生産と普及の実態に迫ることができるにちがいない。
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図1 NO.4・5・6の外観と摘出した試料の組織観察結巣

外観の矢印は試料摘出位置。 ミクロエ ッチンクー組織はマクロエ ッチング組織の枠で囲んだ
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EPMAによる組成像、 XT 主として酸化鉄および酸化チタンか らなる化合物、 Fa: FeO 
-SiOz系化合物、 M マ トリ ックス。
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外観の矢印は試料摘出位置。 ミクロ組織はマクロ組織の枠で囲んだ内部。G:片状黒鉛、

L:レーデブライト。
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所ふ収"遺が跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積

市町村 遺跡番号

長野県上伊那郡辰野 19920116 
か神み谷や所どこ遺いせ跡き

町大字伊那富字後山 20382 66 350 57' 52. 1370 58' 37" 15，800ni 

5908番地 5外 19930310 

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物

神谷所遺跡 集落 縄文時代 住居 祉 5 縄文時代前期末葉土器

狩猟場 小竪穴 7 平安時代土師器 ・須恵器 ・灰粕陶器

集 石 11 平安時代馬具鐙外鉄器

土 坑(落とし穴状土坑含) 133 鉄浮等製鉄関連鍛冶浮

弥生時代 住居老t l 

平安時代 住居祉 16 

掘立柱建物社 6 

不明遺構(製鉄関連遺構) 1 

この遺跡はまず、縄文時代と推定される落とし穴状の遺構が出土しているほか、縄文時代前期末期の完形

特 品を出土した土坑の存在など、町内においてもあまり類例のない調査結果であった。

記 さらに、平安時代末期と推定される製鉄関連遺構の出土や、それに関連すると考えられる集落祉の出土等、

事 この地域の製鉄関連についての良好な資料を得る事ができた。

項 その他、遺跡周辺より発見された鋳鉄製の羽釜の成分分析から、この羽釜が在地の鉄とは異なる成分の鉄

で構成されていることが判明し、広範聞な鋳鉄製品の流通を考えるための資料を提供できた。
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